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序章







　早朝。

「ん??」

　俺おれは腹の上に感じる正体不明の重みと温ぬくもりで目を覚ました。

　寝ね惚ぼけた意識ですぐに思ったのは、

（なんだ蓮れん花かか。ブツブツ文句を言ってても結局、寂さびしくなってしまったんだろ？　こっそり寝ね床どこにもぐり込んできたりしてさー）

　というものだった。

　俺は学院寮にある彼かの女じよの部屋に同居させてもらっている。同居といっても部屋の一角にあるクローゼットの中だが。

　でも実際、そんな環かん境きようだからこそ彼女以外の侵しん入にゆうを疑わなかったのである。

「昨晩のうちに言ってくれれば一いつ緒しよに添そい寝ねしてやったのに……」

　そう言いながら掛かけていたタオルケットをめくった。

　するとそこには、吊つり目めがちで仏ぶつ頂ちよう面づらな彼女――ではなく、色白でさらりとした金きん髪ぱつを持つ少女が顔を出だしていた。

「……あれ？　……クロエ？」

　薄うす闇やみの中で青い瞳ひとみが俺を見つめている。

　それは確かに海外からの研修生、クロエ・アレクシーウだった。

　いつの間にここへ入り込んだんだろうか？

　俺は素す直なおに疑問をぶつけた。

「どうしてここに？」

「それはわたしが央おう真まのモノだから」

　予想してたのと違ちがうストレートな答えが返ってきて、俺は思わず、

「ん？」

　と聞き返してしまった。

　しかも雰ふん囲い気きや口調がいつもの彼女と違っていて、生命力を欠くというか、無機的な印象を受けた。

　どうしたんだ？　急に……。

　そう感じるも、疑問の正体を探さぐる暇ひまは無かった。

「わたしは央真の所有物」

「なんでそんな事になってるんだ？　まあ、そう言ってくれるなら、ありがたく所有するけど」

「では受領を願う」

　それで彼女はその身を起こし、俺の腹の上に馬乗りの状態になった。同時に体に掛かっていたタオルケットが滑すべり落おちる。

　そこで俺は刮かつ目もくした。

　起き上がった彼女は――全裸だったのだ。

　クローゼットの中は暗くてはっきりとはうかがえないが、白くて柔やわらかそうな肢し体たいが確かに目の前にあった。

　おまけに彼女はその状じよう況きようで恥はずかしがることもなく平然としている。

「おおっ!?　な、なんだこの状況は！　もしやここにきて、ついに俺の学院独裁ハーレム化計画の第一歩が踏み出されようとしているのかーっ!?　っと思ったけど、違う違う！　全然違う！　そうじゃないんだよ！」

「？」

　クロエはこちらの反応を見て首を傾かしげる。

　俺は近くに滑り落ちていたタオルケットを手に取ると彼女の肩かたから掛けてやる。そして体の上から降りるように促うながした。

「分かってない、分かってないなー」

「行動及および言葉の意味が理解不能」

「〝恥じらい〟さ」

「？」

「なんでも開けっ広げにすればいいってもんじゃないんだぜ？　見えそうで見えない、くっつきそうでくっつかない、それがロマンというものなのだよ。分かるか？」

「人類の繁はん殖しよく行動においてそれらの行動は不効率。加えて〝ロマン〟と呼ばれるものの定義が不明」

「なんで繁殖の話になってんだ？　ロマンてーのはわくわくする事を言うのさ」

「〝わくわく〟の定義が不明。しかし、央真がそれを求めるというのならば、私には受け入れる用意がある」

「いい心がけだ。ではまず、〝恥じらい〟だな」

「了りよう承しよう」

「うーんそうだな……とりあえずタオルケットを巻いたまま、両足を横に流して座すわって。そう、そうしたら顔を少しうつむき加減に。で、目線だけ俺の方に向かって上うわ目め遣づかいで」

　彼女は言われた通りに体勢を変える。

「それができたら、この台詞せりふ。『そ、そんなに見ないで……恥ずかしい……』ってな具合」

「了承」

　彼女は軽く頷うなずくと、一拍おいて口を開いた。

「外見が一般常識と定義されるものと異なる為ため、体てい裁さいが整わない。よって凝ぎよう視ししないでくれると助かる」

「なんでそんな面めん倒どう臭くさい言い回しになってんだ!?」

　突っ込みの意味が分からなかったのか彼女はまた首を傾げた。

　俺は顎あごに手を当て考える。

「それよりもまず、そのしゃべり方から直していかないとダメだな」

「了承」

「じゃあ手をグーにして顔の横に掲かかげて。そこで手首を少し曲げて……『にゃー』」

「にゃー」

「おお、やればできるじゃん」

　クローゼットの中でこんなやり取りをしている最中、部屋のドアが開かれ、足音が近付いてきていることに、この時の俺は気付いていなかった。

　それはそうと、クロエの様子がなんかおかしくて、俺おれ達たちがなんでこんな状況になっているのか？

　その理由は数日前に遡さかのぼることになる。
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一章　鉄てつ騎きの行方ゆくえ







「もう中に入ってもいいですよ」

　病室から出てきた美人の看護師さんにそう言われて、俺、神かん前ざき央おう真まは、彼女と入いれ替かわるように中へと入った。

　室内には清潔な白い空間が広がっていて、中央に一つだけベッドが置かれている。

　その上で金髪の少女が半身を起こし――――

「はむっ、もぐもぐ、はむっ、もふっ……」

　饅まん頭じゆうを食っていた!?

　彼女は白くてふわふわしたそれを両手に持ち、無む我が夢む中ちゆうでかぶりついている。

　膝ひざ上うえには饅頭が収まっていたと思おぼしき箱があったが、中身はもうほとんど無かった。

「おっ、おい？　そんなに食って……もう大だい丈じよう夫ぶなのか??」

　俺は慌あわてて彼女のもとに駆かけ寄よった。

　するとベッドの上の少女、クロエ・アレクシーウは、ふわふわを咥くわえたまま、きょとんとした表情をこちらに向けてくる。

「はれ??　ふぉうまはんひゃないふぇすか、ほうひたんでふか？」

「ちゃんと飲み込んでからしゃべれ……」

　注意すると、彼女は口に運んでいた一個をペロリとたいらげる。

　そしてすぐに恍こう惚こつの表情を浮うかべた。

「あぁ……甘い物は心が潤うるおいますねー。わたし、日本のスイーツ結構好きかもしれません。餡あんこも初めてでしたが、お豆の味がして美味おいしいですねー」

　ほっぺたに両手を当て、余よ韻いんを楽しんでいるようだ。だが、悠ゆう長ちように甘味レビューを聞いてる場合じゃない。

「いや、そうじゃなくてさ」

「え？」

「クロエ、お前、何も覚えてないのか？　学院に向かう通りで倒たおれてたんだぞ？」

　そう、それはつい先刻の出来事。

　蓮れん花かを病院に送り届けた後、学院へ戻もどろうと、その道程を歩いていた時だった。通りの端はしに青い顔をしたクロエが倒れていたのだ。

　差さし迫せまったものを感じた俺は、彼女を抱かかえ、急いで元来た道を辿たどり、この魔剣士隊付属病院まで運んできたってわけ。

　そんな状況だったから、もっと大変な事態になっているものとばかり思っていたのだが……。

　ふと、ベッド上の彼女に目を向ける。

　特に具合が悪そうには見えない。血色も良く、いつもと変わらぬ柔にゆう和わな面おも持もちがそこにあるだけだ。苦しそうにしていた先さき程ほどまでの様子が嘘うそのようだった。

　そんな彼女は優やさしい瞳を俺に向けてくる。

「ああ、それなら平気です。すごくお腹なかが空いて行き倒れていただけですから」

「今のこの時代に!?」

「お医者さんは精神的疲労だって言い張ってましたが、わたしは違うと思うんですよね。絶対お腹空いてたからだと思うんですよ」

「いや……どちらかというとクロエの方が言い張ってないか？」

「そんなことないですよ？　実際、こうして甘い物食べて血糖値を上げたら元気になってきましたし」

「そ、そうなのか……？　そういや、その饅頭はどうしたんだ？」

「わたしがお腹が空いて死にそうですーって言ったら看護師さんが持ってきてくれたんですよ。なんか、お友達からお土産みやげとして頂いたものらしいんですけど、どうぞって」

「……」

「というわけですから、わたしなら大丈夫です。心配してくれてありがとうございます」

　彼女は本当に元気そうだった。

　現にベッドから降り立ち、その場でくるりと回ってみせる。

「ほら、このとおり」

「おい、まだ安静にしてたほうが……」

「平気ですって、そろそろ帰ろうと思ってたところですから。でも央おう真まさんがそう言うのなら、ちょっとだけ休んでいきます」

　彼女はニコニコしながら、ベッドではなく部屋の隅すみにあった長なが椅い子すに座り直す。

　なので俺もその隣となりに腰こし掛かけた。

　元気なのはいい。

　でも俺には心配な事がもう一つあった。

　鉄騎事件。

　それが心に引っ掛かる。

　今から数時間前、学内闘技場アリーナで契約試験が行われていた。その最中、突とつ如じよ見た事も無い装そう甲こうを身に付けた謎なぞの魔剣士が乱入。俺達はそいつを〝鉄騎〟と呼こ称しようしているが、その鉄騎がソロモン王専用の魔ま剣けんだという〝黒王の剣〟を強ごう奪だつ、逃とう走そうしたのだ。

　剣自体は蓮花のおかげで取り戻すことができたのだが、俺は追おい詰つめた鉄騎をボコボコにのしちまった。

　その際に奴やつの装甲の一部が破損して、中で人間が操っていることを知った。てっきり機械仕掛けだと思い込んでいたから正直驚おどろいたのだが、その時に露あらわになった操縦者の頭とう髪はつが……金髪だったのだ。

　そう――俺はクロエを疑っていた。

　鉄騎の中身は彼女なんじゃないかって。

　俺が見た操縦者の髪かみは色合いといい、長さといい、かなりクロエのものに酷こく似じしていた。

　顔をしっかり拝んだ訳じゃないので、それが必ずしも彼女だという確証は無い。が、クロエが道みち端ばたに倒れていたのは、ボロボロになった鉄騎が瀕ひん死しの遁とん走そうをしてからすぐの出来事。

　タイミングとしてはぴったりだ。

　それ以前に学内での彼女の行動や振ふる舞まいも不ふ審しんな点が多い。

　でも、もしそうだとしたら、こんなにピンピンしているだろうか？

　俺はあの時、容よう赦しや無なく叩たたき潰つぶしたはずなのに、眼前の彼女の体にはかすり傷一つ無いように見える。いくら装甲が頑がん丈じようだとしても有り得ないだろう。

　ってことは、全すべては偶ぐう然ぜんで、俺の思い過ごしなのか？

　決め手となるものが無い以上、こうだと結論付けることはできない。

　あーグダグダ考えるのは面倒臭いな。

　直接、彼女に聞いてみるのが一番手っ取り早い。

　俺は率そつ直ちよくに尋たずねていた。

「あのさ、あの鉄騎を操あやつっていたのはクロエか？」

　すると彼女はその青い瞳でこちらを不思議そうに見ていた。

「鉄騎ってなんですか？」

「ん？　知らないのか？　さっき闘技場アリーナに乱入してきて……って、そういえば契約試験の時にクロエはどこにいたんだ？」

「わたしですか？　気分が優すぐれなくて保健室にいました」

「その時に保健の先生は？」

「いえ、誰だれもいなかったので勝手にベッドをお借りして休んでました。その間に何かあったんですか？」

　そこで俺は闘技場アリーナで起きた一連の出来事を彼女に話した。

「そんな事があったんですか……。わたし、ぐっすり寝てて全然分からなかったです」

「で、そのあとどうしたんだ？」

「えっと、だいぶ具合が落ち着いてきたので保健室から出て、そのうちにこの気分の悪さはお腹空いてるからじゃないかと思い始めたんですね。でも食堂はもう終わってましたし、夕食時間まで持ちそうになかったので街に買いに行こうと、そう思い立って歩いてたところ急にめまいがしてきて……あれ？　そういえばわたし、この病院までどうやって来たんでしょう？　意識が朦もう朧ろうとしていて良く覚えていないのですが……」

「俺が運んだんだ」

「えっ……？　それってもしかして……わたし、央おう真まさんに……抱だっこされて……？」

「なんだ、おんぶの方が良かったのか？」

「わわわ……」

　それでクロエは大福のように白かった頬ほおを桜さくら餅もちのようにピンク色に染めた。

「い、いつの間にそんな事に…………意識が無かった事が悔くやまれます」

「ん？　何か言った？」

「いっ!?　いえ、こちらの事です。それより、央真さんが助けてくれたんですね。ありがとうございました」

「ああ、まあ当然の事をしただけだけどな。それはともかく、疑って悪かった」

「え？　なんの事です？」

　クロエは首を傾げていた。

「いや、こっちの事だ」

　まあ、分からないなら、分からないままでいいんだけど。

　俺は彼女を疑うのをやめた。

　そう決めつけるには証しよう拠こが少なすぎるからだ。

　それにお気楽だと思われるかもしれないが、目の前の彼女が強盗紛いの事をするような奴には到とう底てい思えない。

　そんな事を考えていると、不意に肩の重みが増した。

　隣をうかがうと、クロエが俺の肩で穏おだやかな寝ね息いきを立てていたのだ。

　その寝ね顔がおは実に幸せそうで、安心仕切った様子。

　なんだか緊きん張ちようし続けていたものが急に弛ゆるみ、崩くずれるように睡すい眠みんに落ちた。そういうふうに見えた。

　疲つかれてたんだな……。

　もう少しこのままでいよう。起こしてしまうのもかわいそうだから。

　でも、何か掛けてやらないとな。

　そう思って、できるだけ体を動かさないようにしながらベッドから垂れているシーツに手を伸ばす。だが、あと数センチのところで指が届かない。

　仕方が無いので片方の手を彼女の体に回し、支えながら再度手を伸ばす。

　くっ……もう少し。

　やっとのことでシーツの端を掴つかんだ、その時だった。

「クロエが運ばれたって本当っ!?」

　突とつ然ぜん、病室のドアが勢い良く開け放たれ、慌てた様子の声が響ひびき渡わたった。

　入ってきたのは勝ち気な印象を受ける長い髪の美少女、泉せん明みよう寺じ蓮れん花かだった。

　彼女はこの魔剣都市が広がる弦げん月げつ島とうに俺を呼び寄せた張本人。

　今回、鉄騎を単独で追うなんていう無む茶ちやをやらかした。運良く怪け我がは無かったものの、今は一応大事を取っての検査ということでこの病院に来ていた。

　その蓮花は俺とクロエの姿を見るなり、吊り目がちな瞳をさらに鋭するどく尖とがらせた。

「って……あなた達は一体何をしているのかしら？」

　口調は淡たん々たんとしているが、どことなく表情が引ひき攣つっているようにも見える。







[image: ]







「何って、見ての通りクロエに……」

　言いながら自身の状態を確かめると、まるで俺がクロエに覆おおい被かぶさっていると疑われてもおかしくない格好になっていた。

　ついでに言うと、相当疲れていたのか彼女はこんな時でも爆睡状態だった。

「あ……えっと、これは断じてそういう意味ではなくて、偶然というか……どちらかというとクロエの方からだな……って、なんで俺は言い訳をしてるんだ!?」

「へー……そう」

　なぜか蓮れん花かはこのタイミングで、手の中に魔神隷従剣レメゲトンソードを現出させた。ピアノブラックの光こう沢たくを放つ身みの丈たけほどの大剣を彼女は軽々と持ち上げ、切っ先を俺に向けてくる。

「ちょっ!?　お前、そんなもの出して何する気だ!?」

「決まってるでしょう？　あなたを微み塵じん切ぎりに刻むためよ」

「ま、待て！　さすがにお前だって、こんな所で魔剣を振るったらどうなるか分かってるだろ？」

「ええ、分かってるわよ。央おう真まの屍しかばねが転がるわ」

「そういう意味じゃなくて！　病室が吹っ飛んじまうだろうが！　そもそも蓮花だってどうしてそんなにいきり立ってるんだよ。俺とクロエがちょっとばかりくっついていただけでさー。あ……分かった。嫉しつ妬とか！」

「ちっ、違うわよ！」

　冷れい徹てつだった蓮花の表情が崩れる。そして頬も微かすかに赤みを帯びる。

「じゃあなんだってんだ？」

「そ、それはあれよ……クロエがあなたの毒どく牙がにかかってしまったら魔剣士としての能力を失ってしまうからよ。それに接触保護法の面から見ても女子に触ふれるなんていう違い法ほう行こう為いを見み逃のがすわけにはいかないわ」

「でも俺って、その辺のところは免めん除じよされてるからこそ、この島にいるんじゃないのか？」

「それは央真がソロモン王だってことが前提にあったからでしょ。それが無くなった今、どうなるのかしらねえ？」

「蓮花……お前まさか……バラすつもりじゃないだろうな？」

「隠かくしてたって、そのうちすぐにバレるわよ。これで島内でのやりたい放題はおしまいね」

「のおぉぉっ!!」

　俺は頭を抱えて絶望した。

　この島に来た当初、俺は数あま多たの魔ま神じんを隷れい従じゆうする存在、ソロモン王の再来だと思われていた。それは同時に魔神の力を操る魔ま剣けん士し達たちの頂点に君臨する意味にもなる。

　だからこそ、この島への上陸を許可されたのだし、色々優ゆう遇ぐうされていたわけだ。

　でも先の鉄騎事件の際、俺の中にあるものが王は王でも〝魔ま王おう〟だってことが分かってしまった。

　この事は今のところ俺自身と蓮れん花かしか知らないはずだが……彼女は公おおやけにする気でいる。

　そこで蓮花は恥ずかしそうに視線を泳がし始めた。

「べつにバレたからといって、すぐに島から出て行けなんてことにはならないわよ。魔剣が使える男なんて、ただでさえ珍めずらしいのだから。それに……もとはといえば央おう真まが言い出したんじゃない。私の……その……魔神になってくれるって。そうすれば私が学院を辞やめさせられずに済むって」

「え？」

　彼女はムッとする。

「まさか……自分で言ったこと、もう忘れたのかしら？」

「いや……まあ、確かに言ったよ。しかし、それをそのまま公表すると色々困るんだよなー。今までソロモン王だからこそ許されていた事がみんなできなくなっちゃうだろ？　学院のプールを全面ガラス張りにしてもらうとか、更こう衣い室しつの出入り自由権とか、生徒全員が日ひ替がわりで毎日俺に手作り弁当を作ってきてくれる校則とか、そういう事が叶かなわなくなるわけで」

「いつの間にそんなこと決めてるのよ!?」

「だからそれはそれ、これはこれ、というふうに上う手まいこと使い分けてだな。たとえばほら、蓮花の魔神がソロモン王だとかなんとか言い張ってさー……って、あれ？　蓮花？　そんな恐こわい顔をしてどうし……た？」

　彼女はあからさまに苛いら立だちを露わにしていた。それと同時に俺の脳内に直接聞こえてくる声がある。

《どうして、あなたはいつもそういう事ばかり……央真は私だけの魔神なのよ？　なのに……なのに……もうっ！》

　この可愛かわいらしい声の正体を俺は知っている。蓮花の心の声だ。

　俺と彼女が魔神と契約主マスターの関係にあるからなのか、彼女が魔剣を手にしている時だけこうして内面の声が俺に〝だだ漏もれ〟になってしまうのだ。

「なんだ、やっぱり嫉妬してたんじゃないか」

「え??」

「それなら安心していいぞ。俺は蓮花もクロエも学院のみんなも全員愛しているからさ」

「……!?」

　彼女は唖あ然ぜんとした表情で固まっていた。

「ただ蓮花だけのものになるってのは、ちょっと問題があるな。特別扱いすると公平性が失われるし。まあ、独ひとり占じめしたいって気持ちは分かるけどさ」

　そこで蓮れん花かは自分の手にある魔剣を一いち瞥べつしてハッとなった。

　すぐに、その顔が完熟トマトのように真っ赤に染め上がる。

「……」

　彼女は恥ずかしくなると黙り込むクセがあるのだが……紅潮した顔を隠すようにうつむくと、そのうちに魔剣を握にぎる手がプルプルと震え始めた。

　どうしたんだ？

　そう思って下の方からのぞき込もうとすると、

「……やっぱり…………刻み殺す！」

　蓮花がいきなり魔剣を頭上に振り上げたのだ。

　その刃やいばは間ま違ちがいなく、俺の頭を狙ねらっていた。

「ちょっ!?　何考えてんだ！　正気か!?」

「どちらかというと、あなたの方が正気じゃないわよ。だったら私が目を覚まさせてあげるわ」

「おいっ!?　バカっ!!　やめっ……」

　彼女の魔剣を持つ手に力がこもった時だった。

　剣の柄つか部分にある蛇腹状のフィンから僅わずかな光がこぼれ落ちるのを見たのだ。

「えっ、何??」

　自身の意思ではないのか、蓮花も魔剣の異変に気づき、振り上げていた腕うでをそのまま制止する。

　何が起きてるんだ？

　俺がそう思った直後、体に物もの凄すごく大きな力がのし掛かってきた。

　それは背中に超ちよう重じゆう量りようの重しを載のせられた感覚に似ている。

「ぐっ!?」

　そのままクロエの体の上に倒れ込み、長椅子ごと押おし潰つぶされそうになる。

　俺は、咄とつ嗟さに四よつん這ばいになって彼女へのダメージを防ぐ。

　しかし、長椅子はその重みに耐たえられなかったようで脚あしが折れて座面が床ゆかに激げき突とつする。

「きゃっ!?」

　これには熟じゆく睡すいしていたクロエもさすがに目を覚まし、驚きの声を上げていた。

「えっ!?　これどうなってるんですか??　おっ、央おう真まさん!?」

　俺の真下で状況が把は握あくできずに狼狽うろたえている。

　だがそれ以上に、これをやらかした本人が一番慌てていた。

「えっ……なっ、どうなってるの!?」

《わわっ、私!?　これって私のせいなの!?　そんなつもりは……！》

　蓮れん花かが取り乱すと同時に、のし掛かっていた重みが消失する。

「ふぅ……」

　俺は安あん堵どの息を吐ついた。

　でもその油断が悲劇を招いた。

「危あやうく餃子ギヨーザの皮みたくペラペラになるところだったな……」

　そんなふうに愚ぐ痴ちをこぼしながら起き上がろうとしたのだが、その際になんとなく手をついた場所が、とても言葉では言い表せないような柔らかい感かん触しよくだったのだ。

　こ、これは……もしや？

　手元を確かく認にんすると、案の定――

　俺の手がクロエの豊かな胸を鷲わし掴づかみにしていた。

「おおっ!?」

「ひっ……！」
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　俺の驚きの声とは正反対に彼女の喉のどから引き攣ったような声が漏れる。

　その顔は見る見るうちに紅潮してゆき――

「だっ……だ、だだだ、だめですぅぅぅぅぅぅぅぅっ!!」

　悲鳴を上げると共に胸むな板いたを突つき飛とばしてきた。

「ぐえっ!?」

　その反動で俺は近くの壁かべに背中を打ち付ける。

「いつつつ……」

「あっ!?　だっ、大だい丈じよう夫ぶですか！　つい反射的にやってしまって……すみません！」

　クロエは大おお慌あわてでにじり寄ってきて、泣きそうな顔を俺に向けていた。

「ああ、大丈夫、大丈夫。それより俺の方こそすまない」

「い、いえ……。でも、なんでしょう……この胸の高鳴りは……変な気持ちです。これが〝恥ずかしい〟という気持ちなのでしょうか……？」

「ん？　何？」

「えっ!?　なんでもありませんっ！」

　彼女はふと腕で胸むな元もとを隠しながらはにかんだ。そこへ、

「あら？　素直に謝あやまるなんて変態外道王子らしくないわね」

　一連のやり取りを見ていた蓮れん花かは、眉まゆ尻じりをピクピクとさせながらそこに立っていた。

「だから前から言ってるじゃないか。俺は美少女好きだが、基本は紳しん士しなのだと」

「どうかしらね？　今は紳士の皮を被かぶっているだけかもしれないし」

「あのな……そもそも、こうなったのも全部、蓮花のせいじゃないか？」

「う……」

　言いい淀よどんだあと、すぐに調子を取り戻す。

「ふん、私は魔剣の先っぽの方で、ちょっと央おう真まの頭をかち割ろうとしただけだわ。そうしたら、こんな事に……」

「気軽な感じで俺の頭を割らないでくれ。というか、さっき何をしたんだ？　俺の中の力が簡単にねじ伏ふせられたような感覚がしたぞ？」

「私にも分からないわよ。でも央真は私の魔神なのだから、契約主マスターに隷従されてもおかしくはないわよね」

「な……んだと!?」

「ふふっ、これは央真が島内で粗そ相そうをしそうになった時、使えるわね」

　蓮花は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　そんなもの気軽に使われたら堪たまったもんじゃない。

「ちょっ、待て！　それじゃ俺おれはいつ女の子とイチャイチャしたらいいんだ!?」

「なんの寝ね言ごとかしら？」

「……」

　終わった……俺の学院独裁ハーレムが終わった……。

「そもそもが身から出た錆さびじゃない。全部、央真が悪い！」

「なんで俺っ!?　理り不ふ尽じんすぎる！」

「私に運が向いてこないのも央真が悪い！」

「それは関係無いだろ！」

「冷蔵庫に入れておいたシュークリームがなくなってるのも央真が悪い！」

「あ、それは俺だな……」

《私のお尻しりが大きすぎるのも央真が悪い！》

「いや、俺はそれくらいが丁度いいと思うけどなー。というか、気にしてたのか？」

　ボッ

　その瞬しゆん間かん、まるで何かが発火したかのような勢いで蓮花の顔が赤く燃え上がった。

「ま、まっ、ままままま……また、勝手に私の心をのぞいたわね!?　もう、絶対に許さないっ!!」

　再び魔剣が牙きばを剥むいた。今度は俺の喉のど元もと目め掛がけてその尖せん端たんを突いてくる。

　が、しかし、すぐにその切っ先が眼前で制止した。

　何者かが魔剣の刃を素す手でで掴んでいたのだ。

「はい、しゅーりょー」

　気け怠だるい感じの声が耳に入ってくる。

　蓮れん花かの魔剣に手を添そえていたのは、胸元がはち切れんばかりのブラウスとむっちりとしたタイトスカートを身に付けた美人のお姉さんだった。

　お姉さんは魔剣から手を離はなすと、特とく徴ちよう的てきな銀ぎん髪ぱつをモソモソと掻かく。

　彼かの女じよの名前は、紫し刀とう美み影かげ。俺達が通っている魔剣士学院の教官だ。

　俺は彼女を見み据すえながら尋ねる。

「あれ？　どうしたんですか？」

「どうしたんですか？　じゃないわよ。ここをどこだと思ってるの？　病院内で大きい声出だしたり、魔剣を展開したり、備品壊こわしたりすれば、そりゃ、あたしも一応教師だし？　注意もしにくるってもんでしょ？　面めん倒どうなんだから手間かけさせないでよねー」

　彼女がそう言うと、いつもは気位が高い蓮花もしゅんとしていた。クロエも緊張した面持ちでベッドの前で小さくなっている。

　そんなだから、この場で美影先生とまともに話そうという人間は俺しかいなかった。

「どちらかというと、なんでここに先生がいるのかなーという意味で聞いたんですけどね」

「それはそうでしょ。大事はなかったものの例の鉄騎事件で検査入院するはめになった者が数人いるわけだから、教師が付き添わないわけにはいかないでしょう？　あんた達もその数人に入ってるんだけど？」

「ああ、なるほど」

「まあ、ここには別の用事があって来たんだけど」

「用事？」

　そこで美影先生はチラリとクロエを一瞥した後、俺と蓮花に視線を移す。

「あなた達二人に話があるの。ちょっと別室に来てくれるかしら？」

　そう言った彼女の態度は、いつもと変わらぬだらーんとしたものだったが、瞳ひとみの奥おくにあるものは俺達をしっかりと見据えていた。

　断る理由が無いし、断れる雰ふん囲い気きでもない。

「いいですよ。蓮花もＯＫだろ？」

「ええ」

　了承した俺達は美影先生の後に続いて病室を出る。

　その際に閉まるドアの隙すき間まから、部屋に残されたクロエの様子がふと目に入ってきた。

　彼女の表情はどこか不安げで、落ち込んでいるようにも見える。

　俺はその事が気になって仕方が無かった。
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　ここは病院内の別室。

　先程の病室から２フロアほど下の階にある会議室のような場所だった。

　室内には俺と蓮れん花か、そして美み影かげ先生以外は誰もいない。

　ロの字型に置かれた長机の一角を使って、俺達は先生と対面で椅い子すに座った。

「で、話ってなんです？」

「そうね、何から話すべきかしらね？」

　美影先生は言葉の通り、迷っている様子だった。

　そこで俺はピンとくる。

「あ、分かった。ついに俺に愛の告白をする決心がついたんですねっていでえええっ!?」

　言い切る前に爪つま先さきに痛みが走った。足あし下もとを見れば隣に座すわっていた蓮花が俺の足を踵かかとで踏ふみ付けていたのだ。

「なにすんだよ、いきなり……」

　彼女はフンッと鼻先を明後日の方向へ向けるだけで何も言い返してこなかった。

「そもそもあたしには第三者を交えた中で告白をする人間の気が知れないのだけれど？」

「じゃあ今度二人きりの時に――」

　再び美影先生としゃべっていると途と中ちゆうで殺気を感じ、俺はサッと足を引いた。

　案の定、蓮花の足が伸のびてきて爪先をかすめる。

「ふぅ……」

　息を吐くと、蓮花は悔くやしそうに舌を鳴らした。

「そろそろ本題に入っていいかしら？」

　呆あきれていた美影先生もちょっと苛いら々いらしてきたようだ。語気が強まっているように感じたから。

「あ、はい」

「まずは鉄騎事件についての詳しよう細さいを報告してもらいたいわね」

「と言いますと？」

「実際、アレと最終的にやり合ったのはあなた達しかいないわけじゃない？　鉄騎が魔神の契約解放を行った上に敗走したって報告は受けているけれど、それ以外の情報が無いわけよ。どういった方法で黒王の剣を取り戻し、奴を撃げき退たいしたのか？　それと鉄騎との戦せん闘とうデータが欲ほしいわ。今後の対策にも必要不可欠だしね」

「なるほど」

　まあ普ふ通つうはそう来るわーな。

　さて、俺もどこから話したらいいものやら……悩なやんでいた時だった。

　今まで黙っていた蓮れん花かが不意に口を開いた。

「報告します」

「ん？　何？　言ってみて」

「央おう真まはソロモン王ではありませんでした」

「ちょっ!?」

　こいつ、いきなりバラしやがった！

「それはどういう事かしら？　聞き捨てならないわね。詳くわしく聞かせてくれる？」

　そこで蓮花は俺の中に魔王ルシファーが存在する事、蓮花の魔神として魔王を呼び寄せたらしい事を包み隠さず話した。

「魔王……ですって？」

　美み影かげ先生は信じがたいといった表情を見せていた。

　彼女は少々黙もつ考こうした後、自分の中で答えを落ち着かせたようだった。

「まあその事が真実だったとしても、学院が神かん前ざき君の身み柄がらを預かる事には変わりはないわね。むしろ島外に放置することの方が問題になるわ」

　そこで蓮花が「ほらね」と言わんばかりの表情を俺に送ってきた。

「それに〝王〟としての魔神を隷従する力は、形は違ちがえど働いているみたいだし研究対象としては申し分無いわ」

　研究対象？　なんだかその単語に不安がよぎる。

「そういえば、黒王の剣ってソロモン王専用だって聞いてましたが、普通に使えたんですけど大だい丈じよう夫ぶなんすかね？」

「ああ、それはほら、たとえば家に転がってるＡＣアダプターがなんのやつか分からないけど、使ったら使えちゃった！　ま、いっか。みたいなもんよ」

「電化製品か！　てか、それ壊れる！」

「というか実際、あたしにとっても未知な部分が多いのよ。使ってみないと分からないってのが正直なところね。まあ、大丈夫でしょ」

「いいのかそれで……」

「それで、その黒王の剣はどうやって奴から取り返したの？」

「それなら蓮れん花かが――」

　俺が説明を始めると美み影かげ先生は怪け訝げんな表情を見せた。

　それもそのはず。蓮花はこの学院では〝魔神に嫌われた魔剣士デツドダツク〟とまで揶や揄ゆされるほどの成績不良者だったから。

　そんな彼女が上級魔剣士すら太た刀ち打うちできなかった鉄騎から、黒王の剣を取り返したなどと言っても冗じよう談だんだと思われてしまうのが当然だろう。

「彼女、転移系の魔ま力りよくが使えるようになったらしいですよ」

「転移……？」

「俺も実際にこの目で見たわけじゃ無いんで詳しくは分からないんですが、ある特定の空間を転移させたり置ち換かんしたりできるらしいです。俺が黒王の剣を使った時に発現した力も同系統のものだったので多分そんな感じです。というか、蓮花が自分で説明すれば良くないか？」

「本当なの？　泉明寺さん」

　俺と美影先生の視線が蓮花に集中する。

　すると本人は、

「え？　あっ……はい、そうです！」

　短く、そうとしか答えず、なぜだか緊張している様子だった。

　もう少し嬉しそうに言えばいいのに、なんだってんだ??

　疑問に感じながら、俺は大事なことを思い出した。

「あ、そうだ。これって魔ま神じん契けい約やくってことになりますよね？　蓮花は俺を弦げん月げつ島に転移させた上に、俺の中にある魔王の力を引き出して使ってるわけですから」

　魔剣士学院の生徒は皆みな、二年のこの時期になると特定の魔神と契約して戦闘スタイルを確立してゆく。

　魔神に嫌われた魔剣士デツドダツクと呼ばれていた蓮花は、魔神を上手く扱えず、退学の危機に晒さらされていたが、今回のこの事件が良い方向に導いてくれたっぽい。

「これで契約試験もパス。晴れて学院にとどまれるってわけですね」

「うーん……それはどうかしらねえ」

「ええっ!?」

　思ってもみない答えが返ってきて驚いた。蓮花も目を丸くしている。

　でも、美影先生は淡々としていた。

「確かに神かん前ざき君の言うとおり、二人の間になんらかの関係性があるのかもしれないけれど、何分そういうのは初めてのケースなのでね。あたしがこの目で見てみるまでは判断できないわ」

「そんなー」

「そうそう、それで思い出したわ。契約試験、例の鉄騎騒ぎで中断されちゃったままじゃない？　だから近々、まだ終えていない人達を集めて再試験をやるから、そのつもりで。細かいことはその時にじっくり見せてもらうわ」

「マジですか!?」

「仕方が無いでしょ、試験を終えなければ次のカリキュラムに進めない。それが規則なんだから」

　俺はちょっとげんなりしてしまった。どさくさに紛まぎれて、やらずに済んだと思ってたのにな。

「で、話を戻もどすけど」

　そう言ってきた美み影かげ先生の表情が不意に真しん剣けんなものに変わった。

「鉄騎の目的って何かしらね？」

「黒王の剣じゃないですか？」

「そうなんだけれど、あたしは神かん前ざき君なりの見解を聞きたいのよね」

「とは言っても他のものに目もくれず、真っ先に黒王の剣に向かっていったって事は、どう考えてもそれ以外無いんじゃないですかね？」

「ってことは、その剣がここにある以上、奴はまた狙ってくるというのが当然考えられるわね」

「そうですね」

　そこで沈ちん黙もくが過ぎる。

　この人は何が言いたいんだ？　不審に思い始めた時だった。

「あなた達、あたしに何か隠してない？」

　組んだ手を顎あごの下に当てていた彼女は勘かん繰ぐるような視線を俺達に向けてきた。

「いいえ、特には？」

「そう？　鉄騎との戦いで何か見なかったかしら？」

「何かって何ですか？」

　聞き返しながら、俺は内心で「なるほど」と得心していた。

　恐おそらく彼女は、クロエのことで探さぐりを入れてきている。

　美影先生は蓮れん花かの方にも目を向けたが、彼女も黙ったままだ。

　再び沈黙が訪おとずれる。

　誰も何も話そうとしない。

　それで諦あきらめがついたのか、

「そう、それならべつにいいわ」

　美み影かげ先生はおもむろに椅子から立ち上がった。

「あたしからの話は以上よ」

　気怠い表情でそう言うと両りよう腕うでを天てん井じように向けて伸びをする。

　豊かな胸でブラウスのボタンがはち切れそうだった。

「さてと、帰ってから他にも仕事が山積みだわー」

　彼女は文句を言いながら先に部屋から出て行こうとする。

　俺達もこのままここにいても仕方が無いので後を追うように席を立った。

　先を歩く美影先生がドアを開ける。

　部屋を出ると目の前は廊ろう下かだ。

　美影先生はなんとはなしに一歩踏み出し、俺と蓮れん花かもそれに続く。

　が、その時、

　たまたま院内食を運搬中のワゴンが横から飛び出してきたのだ。

　まあ、向こうからすれば俺達が飛び出してきた側になるのだろうけど、とにかく前を歩いていた美影先生と接触しそうになった。

「おっと」

　俺は咄嗟に先生の腕を引いた。

　その勢いで彼女の身はくるりと反転し、俺の腕の中へと収まる。

　丁度、社交ダンスか何かのペアみたいな感じになった。

　抱きかかえた躯からだは意外と軽く、骨格も細い。

「大丈夫だったか？　美影」

　そこで俺は口調が自分らしからぬものになっていることに気付いた。呼び捨てになってたし。

　あれ？　これ……もしかして、〝外道モード〟になってる!?

　勝手に命名してしまった、この外道モード。どうやら美しい女性がピンチ（危機の大小にかかわらず）に陥おちいると外道な衝しよう動どうがムクムクと沸き上がってくるらしいことが最近分かった。

　俺の中の魔王がそうさせるのか、とにかくやり過ぎてしまうことが難点だ。

「君の綺き麗れいな顔に傷でもついたら大変だからな」

　腕の中の美影先生にそう言ったが、彼女の反応は薄うすかった。

　いつものように、だらーんとしたやる気の無い表情のまま適当に礼を言ってくる。

「はいはい、ありがとうね。でもね、せっかく助けてもらってなんだけど、あの程度なら自分で避よけられるから今度からいらないわよ」

「相変わらずつれないことを言う。我はただ、可か憐れんな花を咲さかせようとしている蕾つぼみ達たちを雑ざつ踏とうの中で踏み荒らされないようにしているだけなのだがな」

「蕾だとか、花だとか、なんでもいいけど、そろそろ降ろしてもらえないかしらね？」

「フン、まだいいではないか。これからがお楽しみなのだから」

　そこで彼女は俺の視線が自分の胸元にあることに気が付いた。

「いい加減にしないと怒おこるわよ？」

　眉まゆをひそめた彼女は呆れた様子で俺の腕から離れようとした。だが、

「っ……!?　動けない!?」

「アスタロトごときが王である我に逆らえると思っているのか？」

「なっ、なぜそれを……!?」

　いつも平然としていた彼女の顔に珍しく戸と惑まどいの色が浮うかんだ。

　彼女が魔剣士として隷れい従じゆう契けい約やくしている魔神の名前を俺が言い当てたからだ。

　魔王に匹ひつ敵てきする力を持つと言われるアスタロト。ソロモン72柱の一人でもある。

　俺は彼女の体に触れただけでそいつの存在を感じ取ることができたのだ。

「なぜって？　それは美み影かげの中にあるそいつに直接聞いてみればいい。なんなら我が呼び出してやろうか？」

　俺は、彼女のはだけたブラウスに目をやる。

　そして、そこからのぞき見える胸元に人差し指を突き立てた。

「この辺にいるのか？」

　柔やわらかい感触が伝わる。

「あっ……」

　彼女の唇くちびるから艶つやっぽい吐と息いきが漏れた。頬ほおも僅かに火ほ照てっているように見える。

「違ったか、さて次はどの辺に聞いてみようか？」

　なんだか俺自身もゾクゾクしてきた時だった。

「いい加減に……しなさいよね……」

「え？」

　背後から静かだが力のこもった声が聞こえてきた。

　首だけ後ろに向けると、そこには魔ま剣けんを手にした蓮れん花かが肩かたをプルプルと震わせて立っていたのだ。

　そういや、そこにいたの忘れてたな……。

　彼女の表情は見る見るうちに険しさを増し、次の瞬間、

　ドゴッ

　鈍にぶい音と衝しよう撃げきが俺の背中を襲おそい、いつの間にか床と仲良しになっていた。

「いってぇぇぇぇぇぇっ!?　なっ、なにすんだよ!!」

　俺は打ち付けた顎を押さえながら蓮れん花かに文句を言った。

　この重力を操あやつるような隷従の力は明らかに彼女のものだ。

　さっきもクロエの前で同じ力を身に受けていたから分かる。

「あなたが犯罪に手を染める前に止めてあげたのだから、お礼は言われても文句を言われる筋合いはないわ」

「はあ!?　だからってやり過ぎだろ……？」

「その言葉はそのまま、あなたに返すわ」

　まあ、そうなんだけどさ……って、あれ？

　俺は自分の体を確かめる。

　今の衝撃のせいなのか、外道モードが切れていたのだ。

　あの衝動を抑え込む力でもあるのか？　そんな事を考えていると背中から俺の肩をちょんちょんと突くものがあった。

　その正体は冷れい淡たんな顔付きでたたずむ美み影かげ先生だった。

　俺が床に這はいつくばらされた際に、するりと抜ぬけ出でたようだ。

　彼女はそのまま静かに口を開く。

「神かん前ざき君、あとで職員室に来なさい。分かってるわよね？」

「えっ、もしかしてそれは……手取り足取りの個人レッスンってことですか！」

　俺が歓かん喜きすると、彼女はまったく表情を崩くずさずに答えた。

「反省文１００枚よ」




‡　‡　‡




　魔剣士学院の学院長室に二人の人間がいた。

　一人はこの学院の教師である銀髪の女性、紫し刀とう美み影かげ。

　もう一人は小学生と見み間ま違ちがえられてもおかしくない小こ柄がらなツインテールの少女。

　彼女はこの学院の学院長を勤める鬼ほお灯ずき万ま里り枝えだ。

　その万里枝は飴あめ色いろをした木製ローテーブルの上に情報端末を置く。そしてすぐ傍そばにあるソファーへ腰こし掛かけた。

　美み影かげもこれに合わせるように向かい側へと座る。

　同時に持っていたプチチョコアイス（Ｐｉｍｏピモ）の箱を開かい封ふうし始めた。

　中から出てきたアイスの一つをピックに刺さして口へ放ほうり込こむと、足を組んで背もたれに寄より掛かかり、非常にリラックスした状態になる。

「で、万ま里り枝えちゃんの方はどんな感じ？」

「どんな感じ……って、美影先生っ！　学院内では万里枝のことは学院長って呼ぶ約束でしょう？　あと敬語も！　ちゃんと守って下さいよね！」

「べつにいいじゃない、今は生徒の前でもないんだし。それに堅っ苦しくてかなわないわ」

「で、ででもぅ、こういう事は普ふ段だんからきっちりしておかないとぉー……」

「あーはいはい、まあ、とりあえずこれでも食べて落ち着いて」

　美影はそう言って、しゃべっている万里枝の口にＰｉｍｏピモを放り込む。

「ふもっ!?　もぐもぐもぐ…………」

　彼女は黙って咀そ嚼しやくした後、恍こう惚こつの表情を浮かべた。

「もういっこ！」

「ほれ」

　美影は要求どおりにする。それはまるでペットに餌えさをあげるような姿だった。

「それでどうなの、何か見つかった？」

「えっと、鉄騎についてでしたね」

　万里枝は机の上に置いていた端末を起動させると、いくつかのファイルを開いて美影に見せる。そのうちの一つに先日の闘技場アリーナでの写真があった。

「本部で監かん視しカメラに写っていた映像を解かい析せきしてもらいましたが、該がい当とうするような魔神装甲イーヴルギアは無いそうです。まあ魔神隷従剣レメゲトンソードの技術を我が国が独どく占せんしている以上、登録外の魔剣士が存在するわけがないので当然といえば当然なんですがね」

「じゃあアレはなんなのかって話になるわね」

「魔神隷従剣レメゲトンソードに酷こく似じした、別系統の〝何か〟を完成させた者がいる……としか」

「でも魔導書のオリジナルはこちらにあるわけだし、そんなものを果たして独力で作り上げる事ができるかしら？」

「国家レベルでそういったものの開発に着手したという噂うわさは耳にしますが、どれもまともな形に成り得たものは無いみたいですしね」

「まあ、そっち方面は仕方が無いわね。そもそもあたし達が扱うレベルの案件ではないし。あとは魔剣士隊本部に任せるとして……」
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　そこで美み影かげは万ま里り枝えに視線を送った。

「彼女のこと……ですね？」

　彼女とはクロエ・アレクシーウの事だ。

　美影は彼女の身辺調査を別件で頼たのんでいたのだった。

「特に彼女の経歴に不ふ審しんな点はありませんし、彼女の所属機関である国際異能力研究機構もまったくの白ですよ。第一そんな怪あやしい場所から研修生を受け入れるなんて有り得ませんし、事前にしっかりと調査はしてあるはずです」

「そうよねー」

「ただ、一つ気になる事が」

　万里枝は端末の画面に一枚の表を表示させた。そこには多くの名前が並んでいる。何かのリストのようだった。

「国際異能力研究機構は、より上質な魔剣士育成の為ために生後間もない子、特に孤こ児じの受け入れを行っている機関で知られていますよね？　クロエさんもその一人なんですが、彼女の場合、このリストによると機関に入ったのが六歳って事になってるんですよね」

「確かにその機関では珍めずらしいケースかもしれないけれど、全く前例が無いってわけでもないでしょ？」

「ええ、それはそうなんですが……彼女の場合、生まれてから機関に入るまでの六年間の経歴が一切不明なんです。他の子達はちゃんと記き載さいがあるにもかかわらずですよ？」

「確かに気になると言えばそうだけど、それだけじゃあなんともね」

「ですが……不審な点といえばそれくらいで……」

　そこで万里枝は突とつ然ぜん、口をへの字に曲げた。

「ってゆうか、なんで万里枝がそこまで調べなきゃならないんですかー！　万里枝は学院長なんですからねっ？　美影先生より偉えらいんですからねっ？」

「しょうがないじゃない、学院長じゃないと手に入れられない資料とかあるんだから。うわー学院長ってすごいわー、さすが学院長！」

「なんか馬ば鹿かにされてる気がするんですけど」

「そんなことないわよ？」

　そこで万里枝はむっとした表情を見せた。しかしすぐに気を取り直す。

「それで、美影先生の方はどうなってるんですか？」

「ん？　ああ、神かん前ざき君のことね」

「ええ、まさか彼かれの中に魔ま王おうなんてものが潜ひそんでいたなんて思いも寄りませんでした」

「あたし達の中に魔神隷従剣レメゲトンソードが使える男＝イコールソロモン王っていう先入観があったからねー」

「それで、彼はソロモン王の代わりとなれますかね？」

「未知なる部分が多すぎて現時点ではなんともねえ。でも可能性は多分に秘ひめていると思うわよ。今後も注意深く見守ってゆく必要があるわね」

「では、例の〝Ａ―ＦＩＬＥ〟に変更は無しということで大丈夫ですかね？」

「今のところは」

　それで互たがいに何かを確認したように頷うなずく二人。

「じゃあ引き続き頼むわね」

「美影先生の方も」

　彼女達は揃そろって席を立ち、万ま里り枝えは自身の机、美み影かげは学院長室の外へとそれぞれに足を向けた。







二章　演習







　魔剣士学院とその寮りようの間には手入れの行き届いた庭園が広がっている。

　中でも碧あおい芝しば生ふが敷しき詰つめられた広場は、昼休みを迎むかえた生徒達の憩いこいの場になっていた。

　食堂での昼食を終えた俺は、その芝生に寝ねそべって食休みを取っていた。

「あー食った食った、もぅ何も入らねえ……」

　腹をさすりながら満足感に浸ひたる。

「あれだけ食べれば当たり前でしょ。央おう真まがこの学院に来てから食材の仕入れ量が増えたって調理の人が嘆なげいていたわよ？」

　文句を言ってきたのは蓮れん花かだ。彼女は俺の傍で芝生の上に腰こしを下ろしていた。

「だってあれだけの食い物がどんだけ食べてもタダなんだぜ？　これが食わずにはいられないだろ」

「欲望のままに貪むさぼるなんて、まるで家畜同然ね」

「そいつは酷ひどい言い様だな。俺が欲望のままに貪る時は美少女を前にした時だけだぞ？」

「たっ!?　食べ物だけにしておきなさいよ！」

「そういえば調理のお姉さん綺麗だったなあ」

「ちょっと!?」

「この島の女の子は魔剣士の子以外もみんな若くてクオリティ高いんだよなー」

　蓮れん花かは額に手を当て苦く悶もんの表情を見せる。

「まったく……毎日毎日そんなことしか頭にないわけ？」

「なんかマズいのか？」

「マズいわよ」

「そういう蓮花も毎日毎日、俺のことしか考えてないだろ？」

「何を言い出すのかしら。そんなわけないでしょ」

「だってさー、ここのところ毎日、俺の後に引っ付いてくるじゃん？　今だってほら」

「これは……央おう真まは私の魔ま神じんだからそうしてるだけよ！　べつに近くにいたくてそうしてるわけではないの！」

「ふーん」

「……」

　俺がニヤニヤしながら顔をのぞき込もうとすると、彼女の方から背そむけてしまった。

　そして、そのままの状態で聞いてくる。

「それで……〝あの件〟はどうするつもりなの？」

「あの件？　なんか蓮花と約束したっけ？　……ああ、思い出した、あれか！　一いつ緒しよに雪山に登って、遭そう難なんして、裸はだかで体を温め合いながら互いの距きよ離りを縮める件かー」

「そ、そんな約束してないでしょ！　しかも物事が限定されすぎ！　なんであえて遭難しなくちゃいけないのよ」

　彼女は一ひと頻しきり憤ふん慨がいしたあと、

「そうじゃなくて、クロエの事を言ってるの」

「なんだ気付いてたのか」

「当たり前でしょ」

　それもそうだな。俺が鉄騎にとどめを刺そうとしていた時、操縦者の存在に気付いて真っ先に制止したのは彼女だったから。勘かんが良ければ事を繋つなぐことができるだろう。

　クロエ＝鉄騎なのか？　って事に。

「で、どうするかって？　何もしないよ」

「は？」

「蓮れん花かだってあの時、美み影かげ先生の前で黙だまってただろ？　そういう事さ」

　そう言うと、彼女は何も返そうとはせず黙り込んでしまった。

　仕方が無いので、俺はまた仰あお向むけになって空を見上げる。

　そこには雲一つ無い真っ青なキャンバスが広がっていた。

　すると突然そこに、斜ななめに横切る白い線が延びたのだ。

　その数、５。

「なんだあれ？　飛行機雲か？」

　Ｖの字になって直線を引くそれは戦せん闘とう機きの編隊であってもおかしくはない。

「違うわ」

　そう呟つぶやいたのは隣となりにいた蓮花だ。彼女はいつの間にかその場で立ち上がり、羨せん望ぼうの眼まな差ざしで空を見上げていた。

「あれは黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズよ」

　なるほど、だからか。

　と、俺は彼女の反応を理解した。

　魔剣士隊のエリート部隊、黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズ。そしてそいつは蓮花が憧あこがれて止やまないものだ。

「何かあったのかしら……最近頻ひん繁ぱんに出動スクランブルがかかってるようだけど……」

「そうなのか？」

「は？　これだけ毎日飛んでいれば普通気づくわよね？」

「うーん、蓮花ほど注意して見てないからなー」

　俺は呆れた顔をしている彼女の横で再度、空を見上げた。

　ちっこくてよく見えないが、白い雲を引いて飛ぶ先に魔神装甲イーヴルギアの煌きらめきらしいものが微かすかにうかがえる。

　というか、魔神装甲イーヴルギアだけであの高度を飛べるんだな……。

　すげえ……。

　素す直なおに感心していると、不意に違い和わ感かんを覚えた。

　そういえば……あれ？

　空に描えがかれた直線を、もう一度確かく認にんするように指差しで数えてみる。

「１、２、３、４、５……やっぱり、５しかないぞ。黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズってその名の通り６人じゃなかったっけ？」

　問うように視線を蓮花に向ける。

「一人、除隊になっているのよ」

「除隊？　何か理由があって？」

「私もそこまでは」

「でも、どんな人かは知ってるんだろ？」

　ひたむきにその場所を目指している蓮れん花かが知らないはずはない。

　彼女は言いにくそうにしながらも答えてくれた。

「〝右みぎ腕うでのルプス〟。私が目標としている人よ」

「ああ」

　俺は中ちゆう途と半はん端ぱな納なつ得とくの声を上げてしまった。

　蓮花は幼い時に大きな火災に巻き込まれた。その際に命を救ってくれた魔剣士が〝右腕のルプス〟、その人なのだとか。

「彼女がなんで除隊になったのかは分からないけど、私が彼女を目標としていることは変わらないわ」

「そうだな。それでいいんじゃないか？」

　同意すると、彼女は照てれ臭くさそうにしていた。

「そういえば黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズに入隊する条件ってあるのか？」

「条件なんて無いわよ。特に規定はされていないし、表に出ている情報も断だん片ぺん的てきでしかないわ。たとえば彼女達が隷れい従じゆうしている魔神名は非公開だし、〝右腕のルプス〟という名前もコードネームなので本名も不明なのよ」

「じゃあどうやって目指せばいいんだ？　目標が無いと困るだろ」

「強しいていえば、〝誰だれよりも強いこと〟かしら。メンバー全員が72柱クラスの上級魔剣士だってことは分かってるのよ。その事からもレベルが高いのが分かるでしょう？」

　そうは言っても上級魔剣士になれば入隊できるというわけでもなさそうだ。それだけ狭き門ってことだな。

「その為にも私は闘妃インビンシブ夜会ルクイーンで優勝しなければならないの」

「それってあれだろ？　優勝すると卒業後の配属先に推すい薦せんが利きくってやつ」

「いきなり黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズ入りっていうのは無理かもしれないけれど、かなり有利になるのは確かよ。だから央おう真まには、その……私の魔神として馬車馬のように働いてもらうから覚かく悟ごしなさい！」

「嫌いやな予感しかしないんだが」

「ボロ雑ぞう巾きんのようになるまで、もしくは出で涸がらしのお茶からさらにお茶を絞り出すくらい、こき使ってあげるわ」

「ブラック企き業ぎようか！」

　俺は嘆たん息そくした。

「まあ実際、約束してしまったわけだから蓮れん花かの魔神として協力するけどさ、人間的な扱あつかいで頼むぜ？」

「ふん、私より先にへこたれたら許さないわよ」

　彼女は言いながら再び芝生の上に腰を下ろす。その頬は微かに火照っていて、表情はなんだか嬉うれしそうだった。

　相変わらず素直じゃないなー。

　そんなふうに思っていると、突然、

　ガサガサ

　俺達が座っている背後の茂しげみで何かが動いた音がした。

　明らかに人の気配を感じる。というか、二つ縛りのおさげが茂みの陰かげからのぞいていたのでバレバレだった。

　俺は盗ぬすみ聞ぎきしていた人間に気づかれないように、そーっと横から回り込む。

　すると、それでちゃんと隠かくれているつもりなのか、小さくなって必死に聞き耳を立てている少女の姿があった。

　線が細く色白。清潔感があり、見るからに真ま面じ目めそうな容よう貌ぼう。

「やっぱり、羽は奈なか」

「っ……!?」

　彼女はやっと俺おれの姿に気づいたのか、絶句しつつ顔を赤らめた。

「あ、あっ……これは、その……あの……」

　しどろもどろになりながら指先をからめてモジモジとしだす。

　そんな彼女の名前は雪ゆき代しろ羽は奈な。

　これでも72柱クラスの魔神、ダンタリオンを隷従する上級魔剣士だ。以前まで男嫌いの潔けつ癖ぺき症しようだったが、俺と模擬戦で戦って以降、急に角が取れたような感じになっていた。

「こんな所にいないで、こっちにくればいいのに」

「えっ、いや、その…………はい」

　茂みの陰から立ち上がった羽奈は俺が促うながすとおりに芝生の方へと足を運ぶと、蓮花の傍でレジャーシートを広げ始めた。

　なんだかすごく準備がいいな。

　そいつを敷き終えると、彼女はその上にぺたんとお尻をついて座り、俺達にも座るように勧めてくる。なので、遠慮なくその言葉に甘えた。

「もう大丈夫なのか？」

「えっ？　な、何がですか？」

　俺が尋たずねると羽奈は僅わずかに身を震ふるわせた。

「何って、ほら、羽は奈なは鉄騎と直接やり合ったじゃないか」

「ああ、その事ですか。それならなんともないです。魔神装甲イーヴルギアがあれば致ち命めい的てきな内部ダメージを受けることはありませんから」

「なら良かった」

　本人が言うとおり、見た目は元気そうでなによりだった。

　彼女は鉄騎が闘技場アリーナに乱入してきた際、立ち向かっていった一人だ。あの時は何も太刀打ちできないままに一方的にやられてしまっていた。

　大丈夫だと聞かされていたとはいえ、事件後に俺が病院に行った時には丁度、彼女は検査中で会えずじまいだったから心配していたのだ。

　羽奈は恐る恐る聞いてくる。

「その……あの……心配してくれたのですか？」

「当たり前じゃないか。愛する羽奈のことは片時も忘れた時は無いぜ？」

「あ、あっ、ああい……」

　彼女はボソリと呟くと、まるでゼンマイが切れたオモチャのようにカクカクしながら動きを止めてしまった。

　そして僅きん少しようの間。

　ドゴッという鈍い音と共に地面に頭を打ち付け始めたのだ。

「ちょっ、おいっ!?　何やってんだ！　や、やめいっ!!」

　俺は慌あわてて彼女の両りよう肩かたを押おさえて制止する。

　そういえば彼女、照れ臭くなると、どういう訳か自傷行為に走るという厄やつ介かいな癖くせがあるのだ。その事を忘れてた。

　顔を上げた羽奈の額はほんのり赤く、芝しば草くさが数本張り付いていた。

　このままにしておくのはあんまりなので、俺は手を伸のばして取り除いてやる。

「ほら、可愛かわいい顔が台無しじゃないか」

「ふあっ!?」

　羽奈の顔が燃もえ尽つきんばかりに、さらに赤くなった。

　と、そこへ、

「……あなた達はそんなやり取りをいつまで続ける予定なのかしら？」

　そう言ってきたのは、もちろん蓮れん花かだ。頬を膨ふくらませ、こちらをにらんでいる。

「ああ、悪い悪い。決して蓮花のことを忘れたわけじゃないんだ」

「べ、べつにそういう意味で言ったわけじゃないわよ」

　ぷいっと顔をそむけた蓮れん花か。行き場の無くなった視線はふと羽は奈なの手元へと移る。

　俺もつられて彼女の手を見ると、そこには小花が散りばめられた可愛らしいポーチがあった。

　俺達が訝いぶかしげにそのポーチを見ていると、ようやく視線に気づいた羽奈は慌ててそいつを後ろ手に隠した。

　蓮花はあえてそのことには触ふれずに尋ねる。

「そういえば雪代さん、そもそもあなたは茂みに隠れて何をやっていたのかしら？」

「わ、私は神かん前ざき君にお話があって、そのタイミングを見計らっていただけです。これはその……お話の合間にいかがかなと思って、あの……手作りのクッキーを」

　羽奈は自らポーチの中身を明らかにした。

「手作りだって!?　食べる！　食べる！」

　俺は妙みように興奮してしまった。

「ほっ、本当ですか!?　じゃ、じゃあこれを！　あまり出来が良くなくて、恥はずかしいのですが……」

　羽奈は嬉うれし恥ずかしといった様子で後ろに隠していたものを差し出してくる。

　俺はそいつを受け取ろうと手を伸ばしたのだが……。

「あっ……」

　羽奈が不意を突つかれたような声を漏もらした。

　突とつ如じよ、横から分け入ってきた蓮花の手がポーチをかっさらったのだ。

「私も丁度、甘い物が食べたかったのよねー」

　そのまま彼女はポーチの口を開き、中身を全部、レジャーシートの上にぶちまけた。

　クッキーはいくつかまとめて個包装されていて、御ご丁てい寧ねいにも一つ一つに赤いリボンが結ばれている。

　ああ、これめちゃくちゃ手間かかってるやつだ……。

　そんな事を思っているうちに蓮花は端はしから包装を解き始め、次々に口の中に放り込んでゆく。

　俺達が呆ぼう然ぜんと見守る中、彼女はあっという間に全すべてをたいらげてしまった。

　挙げ句に出た言葉は、こうだ。

「まあまあね」

「まあまあって……全部一人で食うとか外げ道どうすぎるだろ！」

「外道さで言ったら央おう真まほどじゃないわ」

「俺はそんなに意い地じ汚きたなくねえよ。ってか、どんだけ腹減ってんだ??」

「お腹なかなんて空いてないわよ」

「じゃあなんで？　意味が分からん」

「無理して食べたに決まってるでしょ。予想外においしかったけど……」

「え？　なんて？」

　俺が聞き返していると傍にいた羽は奈なまで何か言い出す。

「昨晩徹てつ夜やして作ったんですよ。それをあんなふうに……だから神かん前ざき君が一人になる時を狙ねらっていたのに……」

　なんだかうまく聞き取れないが、二人とも胸の前で握にぎった拳こぶしがぷるぷると震えているのだけは分かった。

「二人して何ブツブツ呟いてんだ？　聞こえるように言ってくれよ」

　文句を言うと、彼女達は揃ってむすっとした顔を俺に向けてきた。

　なんでだ？

　首を傾かしげていると、

「ところで泉せん明みよう寺じさん」

「何かしら雪ゆき代しろさん」

　突然二人は向き合って、互いに呼び合った。

　しかも間に、ピリピリとした空気が流れている。

「一度にそんなに食べてあちらの方は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あちらとはなんの事かしら？　体重とか、そういうものを気にしてくれているのだとしたら御ご心しん配ぱい無なく。私、何を食べても太らない体質だから」

「いえ、そういう心配ではありません。私はただ、それに必要以上に栄養が行いき渡わたらないかを懸け念ねんしているわけです」

　羽奈の視線は平均よりもちょっと大きめな蓮れん花かの胸むな元もとに向けられていた。

　それに気づいた彼女は反射的に手で前を隠し、僅かに身を背ける。

「何か問題でも？」

「ええ、これ以上膨らみ続けると、あまりに下品で見るに耐たえない状態になるのではないかと思いまして。今はこの学院にも殿との方がたがおられる訳ですし、非道徳的なのではないかと」

　これに蓮花はカチンときた様子だったが、冷静な態度で返す。

「確かに、あなたの言うとおり気をつけないといけないわね。盛りのついた獣みたいなのが一人交じっているのだから。でも、そこへゆくと雪代さんはうらやましいわね。なにしろその断崖絶壁では心配をする必要も無いわけだし」

　今度は逆に羽奈の方がカチンときた表情を見せていた。

「いいえ、昨今では統計的に手て頃ごろな大きさのものが好まれるようですよ。なので、ただ大きいだけというのは下品だという事になりますね」

「でも果たしてそれが、その手頃と言えるモノなのかしらね？」

　薄うす笑わらいを浮かべた蓮れん花かの目が羽は奈なのささやかな胸を捉とらえると、彼女は歯は噛がみして押し黙ってしまった。

「む……」

「ふふ」

　どうしていつの間に胸に関しての張り合いになってんだ？

　にらみ合う二人を少し引き気味でうかがっていると、ふと思い出す。

「そういえば羽奈は俺に話があるって、さっき言ってなかったか？」

「え？　ああ、はい、そうです」

　こちらに向き直った羽奈は真しん剣けんな眼差しを向けてくる。

「それはあの、闘妃インビンシブ夜会ルクイーンでのパートナーの件で――」

　とそこへ、

「あなた、まだそんな事を言ってるの？　その件はもう決着がついてるのよ」

「それはどういう意味ですか？　泉せん明みよう寺じさん」

「名実共に央おう真まは私の魔神になったって事よ。近々、中断してた契約試験のやり直しが行われるらしいから、そこで正式に披ひ露ろうすることになると思うけど。だからパートナーは必然的にこの私になるわけ」

「神かん前ざき君……それは本当ですか？　でも……人が魔神だなんて意味が分からないのですが……」

　羽奈がすがるような目で俺を見てくる。

「んー、まあ色々あってそういう事になってる」

「色々って……そんな」

「という事だから、諦あきらめてくれるかしら？」

　蓮花は余よ裕ゆうありげに微笑ほほえむ。

　対する羽奈は悲しんだり、文句を言ったりするものだと思っていた。だが、おかしな事に彼女もまた笑えみを浮かべていたのだ。

「ふふっ」

「何がおかしいの？」

「いえ、そういえば泉明寺さんはすでに闘妃インビンシブ夜会ルクイーンに出場するつもりでいるみたいですが、誰でも出場できるわけじゃないのは無論ご存じですよね？」

「え？　そうなのか？」

　俺は蓮れん花かより先に反応してしまった。

　当の彼女はというと、眉まゆ根ねをピクリと動かしただけで冷淡な表情を保っている。

　羽は奈なはそれを無視して、思わず尋ねてしまった俺に詳しよう細さいを話し始めた。

「そうなんですよ。この魔剣士学院では普段の授業や課題にポイント制を用いているんです。その結果に応じて学院側からポイントが貰もらえて、クラスごとにランキングを発表しているんです。期日までにこのランキングでトップ１ワンになった者だけに闘妃インビンシブ夜会ルクイーンへの出場権が与あたえられるわけです」

「クラスで一人だけか。って事は……あれ？　パートナーってのはどうやって選ぶんだ？　闘妃インビンシブ夜会ルクイーンってのはタッグであることが前提だろ？」

「ええ、そうです。ですからパートナーというのは、その選ばれたトップ１ワンの魔剣士が自分にとって有利な人材を自由に指名できる事になっているんです。任務ミツシヨンはツーマンセルが基本ですから」

「なるほど」

「なので泉せん明みよう寺じさんはクラスランキングで一位になる公算があるのかと思いまして」

　蓮花はフッと鼻で笑った。

「ええ、あるわよ。私の目標は黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズ。この学院に入った時から、その為に必要な通過点と考えているのだから当たり前じゃない。それに仮にもしまかり間ま違ちがってあなたが出場権を得てしまったとしても央おう真まは魔剣士ではなくて、あくまで魔神なのでパートナーとしては選出できないわよ」

「それならそれで問題無いですよ」

「どういう事よ？」

「神かん前ざき君が泉明寺さんの契約魔神だと言うのなら、私は泉明寺さんとパートナーを組むって事です」

「「はあ!?」」

　俺と蓮花は思わず声を揃えて大声を上げてしまった。

「だってそうですよね？　魔神は人ではないですし、一人の魔剣士としてカウントされないですから。私の魔剣に宿っているダンタリオンと同じ扱いになるはずです。ですから私と泉明寺さんと神前君の三人で出場する事が可能であると思います」

「そんな屁へ理り屈くつが通るわけないでしょ」

「それは分かりませんよ。特に規定から外れているわけでは無いですから。申しん請せいしてみたら意外に通るやもしれません」

「ぐぐ……」

「どうしてそんな顔をするんですか？　これは泉せん明みよう寺じさんにとってもおいしい話じゃありませんか？　ランキングトップになれなくても私が選んであげると言ってるんです」

「そんな屈くつ辱じよく的てきな事、こちらから御ご免めんだわ」

「だったら正々堂々と勝負して勝ち取ったらいかがですか？」

「望むところよ」

　いつしか二人はバチバチと火花を散らし始めていた。

　俺はそんな彼女達を見ながら深く溜ため息いきを吐つく。

「いいねー、何か目標があるってのは。俺なんか突然この場所に連れて来られたわけで、未いまだに身の振ふり方かたというか、自分がどこに向かってるのかさえ分からないや」

「何言ってるのよ。央おう真まは私の魔神としてゴミくずになるまで働く目標があるでしょ」

「それは目標じゃねえ！　俺は蓮れん花かの下げ僕ぼくか！　奴ど隷れいか！」

「どちらかというと下僕かしら？」

「選せん択たく肢しを出したわけじゃねえぇ！」

「あらそう」

　くそう……なんか最近、主導権を握られつつあるような気がするぞ。

「まあ魔剣士関係以外でなら、俺には独裁学院ハーレムを作るという崇すう高こうな目標があるけどな」

「何を目標にするのも央真の自由だけれども、たまには自分の身を心配した方がいいかもしれないわね。突然、首の骨が折れたりすることもあるかもしれないし」

　そう言って蓮花は自身の右手を俺に向けてきた。中指には魔束輪ゴエテイアリングと呼ばれる指輪が嵌はめられている。そいつは魔剣を量子化して持ち運ぶ為のものだ。

　彼女は指輪をちらつかせて、「おかしな事をすればどうなるのか分かってるわよね？」と脅きよう迫はくしてきているのだ。

　また契約主マスターとしてのあの力を発動させられたら、たまったもんじゃない。

「あっ、あーっと……目標ってのはいくつあってもいいよな、うん。他にも何か考えてみる事にするかー」

「良い心掛けね」

　適当に誤ご魔ま化かしてみたが、本当は俺にもちゃんと心に決めた事がある。

　先日の鉄てつ騎きとの戦いの最中、魔王の存在と共に封ふうじられていた記き憶おくが戻もどり、それを思い出したのだ。

　ふと横に目を向ければ、蓮花と羽は奈なは話題を先さき程ほどのクッキーの件に移し、言い争っていた。

　俺は蓮れん花かの横顔を見ながら記憶を反はん芻すうする。

　幼い頃ころ、俺は魔剣士の公開剣舞を見に出かけた魔剣祭で事故に巻き込まれた。

　本当ならば俺はその事故で死んだはずだった。

　しかし、身を挺ていしてその運命から救ってくれた少女がいた。

　その少女というのが彼女――蓮花だった。

　彼女は俺の身代わりとなって死んだ。

　だから俺は魔王と禁きん忌きの取り引きをした。

　彼女を蘇よみがえらせて欲ほしい。

　その代だい償しようとして自身の肉体を魔王に差し出した。

　俺はその時から決めたんだ。

　彼女の笑え顔がおを守る。そして彼女を決して悲しませないと。

　でもまあ、それは俺の信念みたいなものでしかない。

　なので魔剣士としての――

「目標とは違ちがうか……」

　そう無意識に口に出して呟いていた。

　俺としては大したことではない呟きだったが、その時になぜか蓮花が羽は奈なとの言い争いを止めて、こちらを憂うれい気味な面おも持もちで見ていたのが気になるのだった。




‡　‡　‡




「ほい、ストーップ」

　俺の在ざい籍せきする二年Ａ組、その全員を引き連れてきた美み影かげ先生は、深い森が広がる手前の空き地で片手を挙げて制止した。

　ここは弦げん月げつ島とうの東側にある広大な森林、その入り口だ。

　なんでも闘技場アリーナは鉄騎の襲しゆう撃げきがあったせいで、まだ修理を終えていない箇か所しよがあるらしく当面、実技の授業はこちらで行うらしい。

「今日は前に伝えていた通り、ここで災害時における要救助者の救出訓練を行うわよー。あたし達たち、魔剣士の本務は有事の際の本土防衛だけれども、レスキューや自衛隊が入り込めないような過か酷こくな災害現場への救助要請に応こたえることも大切な使命の一つなのは分かっているわよね？」

　美影先生の問いかけに対し、女生徒達は揃って気持ちの良い返事をする。

「ではブリーフィング……というか設定というか……任務ミツシヨンを伝えるわね。今回はこの森の先に大規模な化学工場があると想定して行うわ。状じよう況きようは薬品の入った大型タンクがなんらかの原因で倒とう壊かい。施し設せつ内ないにいたほとんどの工場職員は退避済みだけど、タンク付近にあった建物の一部が巻き込まれ、瓦が礫れきの下に取り残された職員がいる模様。その人数は現時点で不明。しかも周辺には揮発性が高く、有毒な薬品が漏れ出している為、レスキュー隊は救助者の救出に手間取っている状態。あなた達の目的は速すみやかな脅きよう威いの除去と、要救助者の人数把握、及およびその救出よ。分かったかしら？」

　再び生徒達は元気に声を上げた。

「それじゃ一番手の組だけ、もう少し先に行くわよ。あたしに付いてきて。残りの生徒はここで待機ね」

　美み影かげ先生が俺の方に向かって手招きしていた。

　一番手というのはもちろん訓練を最初に行う者という意味だ。

　ここに来る前、教室で順番を決めるクジ引きをしていた。そいつで俺は一番を引いてしまったのだ。まあ、結局全員がやる事なんで順番なんてどうでもいいんだけど。

　問題は――この訓練、ツーマンセル×二組のチームで行うという事。

　そしてあろうことか選ばれたのが、俺と蓮れん花か、そして羽は奈なとクロエの四人だったのだ。

　この組み合わせは絶対、意図的としか思えない。

　犯人は恐おそらく目の前でだらしなくＰｉｍｏピモのピックを咥くわえている彼女。美影先生だ。

　だって俺がクジを引いた時に、不自然にニヤニヤしてたから。

　さて、それはもうこうなってしまったので仕方が無いとして……この組み合わせ、俺とクロエはまだいいんだけど、蓮花と羽奈が歩きながらも視線で牽けん制せいし合っていた。

　先が思いやられる。

「契約試験よりも早く魔神お披ひ露ろ目めの機会がやってくると思ってもみなかったわ。くれぐれも私の邪じや魔まはしないでもらいたいわね」

「それはこちらの台詞せりふです。泉せん明みよう寺じさんこそ、いつものようにヘマをして私の評価を下げるような事はしないで欲しいです」

「おいおい、今からそんなんじゃ失敗するぞ」

　俺が忠告してやると、彼女達はそれぞれにそっぽを向いてしまった。

　やれやれ……。

　クロエはというと普ふ段だんと変わらず、落ち着いた足取りで俺達の数歩後ろを付いてきていた。

　クラスメイトが待機している場所から傾けい斜しやの緩ゆるい斜しや面めんを下り、下りきった所で先導していた美影先生の足が止まった。

「じゃあここが開始地点ね。あたしはこの場にとどまって作戦本部の役割を務めるから。状況に応じてあなた達に指示を送ったり、送らなかったりするかもしれないわよ」

「なんで曖あい昧まいなんだ！　そこは普ふ通つうに指示を下さいよ」

「だってほら、災害時にトラブルはつきものでしょ？　連れん絡らくが途と絶だえたりとかそういう事が起こらないとは限らないわけで」

「なるほど……」

「じゃ、行ってらっしゃーい」

　美み影かげ先生は気の抜ぬけた感じで手を振ると、その場に持ってきていた折りたたみ椅い子すを広げて座すわり、早くもタブレット端たん末まつに視線を落としていた。

　そいつで俺達の行動をモニタリングするんだな。そう思ってちょっと画面をのぞいてみたら、そこに映っていたのは競馬サイトだった。

「仕事しろ！」

　納得してしまった俺がアホみたいじゃないか。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、ちゃんと見てるから」

　そう主張する彼女。良く見れば画面の端の方にモニタリング用のウインドウが小さく起動しているのが見えた。

　不満を感じながらも、俺は右手にある魔束輪ゴエテイアリングに集中し、魔神隷従剣レメゲトンソードを呼び出す。

　瞬しゆん時じにして現れたのは黄金の柄つかと黒色の刀身を持つ〝黒王の剣けん〟。

　こいつはソロモン王専用の剣として作られたものだ。だから俺がソロモンでは無いと分かった今、返へん却きやくしないとまずいのかなあとか思っていたんだけど……美影先生から、そのまま使っていて問題無いと言われ、こうして今も持っている。

　俺はそのまま魔麗装ドレスアツプのキーワードを唱え、魔神装甲イーヴルギアを身に付ける。

　周囲に目を向ければ、すでに蓮れん花か達たちも魔ま剣けんを展開し、見目麗しいドレスアーマーを装着していた。

「行こうか」

　俺がそう言うと、彼女達は魔光子を利用した推力、フォトンドライブを駆かり、一いつ斉せいに飛び出した。

　自分も遅おくれて後に続く。

　木々の合間を高速でくぐり抜け、しばらくすると開けた場所へと出る。

　そこで俺は目を見張った。

　本当に化学工場がそこにあったのだ。

　あくまでそういう設定で、それを模した小規模のセットがあるくらいだろうと思っていたから尚なお更さら驚おどろいた。でも俺がこの学院に入る前からこんな施し設せつがあったのだろうか？

　地上数十メートルにも及ぶ球体型タンクが三十基以上。それに付設する建物も十数棟にも及ぶ。

　これだけ巨きよ大だいなら教室や寮の窓辺から建物の一部がうかがえてもおかしくないはずだ。

　現に蓮れん花か達も初めてみたと言わんばかりの顔で立ち尽くしている。

　では、いつの間に？　数日のうちにこれだけのものを造り上げるなんて不可能だ。

「どうなってんだ……？」

　思わず呟くと、耳元でピピッと短く着信音が鳴った。

　魔神装甲イーヴルギアに標準搭載されている通信デバイスが反応したのだ。

　すぐに美み影かげ先生の声が聞こえてくる。

［ああ、それね。幻視系の魔神と契約している先生に頼たのんで作ってもらっているものだから、現実じゃないのよ。でもその身で感じるものは本物と寸分違わないようにできてるから、実際に起きている事だと思って対応してね］

　それだけ言って、一方的に通信が切れる。

「これが幻げん影えいだってのか」

「幻影でもなんでもいいじゃない。さっさと片付けてしまうわよ。こういうのは任務ミツシヨン達成までのスピードもポイントに加算されるんだから」

　隣にいた蓮花がそう言った。

　ポイントってのは前に彼かの女じよ達たちが話していた闘妃インビンシブ夜会ルクイーンへの出場も関係してくるという例のやつだ。もちろん、この授業でもポイントが付き、クラスランキングに反映される。

　蓮花は自身の魔剣を軽く素す振ぶりすると、今にも飛び出そうと構える。

　それを傍そばにいた羽は奈なが制した。

「闇やみ雲くもに突とつ入にゆうしないで下さい。こういう事はまず現げん況きようの把握が鉄則ですよ。チームで行動している以上、この訓練でもらえるポイントもチームへ配分されるのですから軽けい率そつな行動は慎つつしんで下さい」

「現況なら見てのとおりじゃない。要救助者はあの建物の中でしょ」

　蓮花が指差したのは倒壊した巨大タンクに押おし潰つぶされるような形で崩くずれかかっている建物だった。

　他のタンクに異常は見られないので問題が生じているとすれば明らかにそこしかない。

「とにかくそこで待っていて下さい。今、確かめますから」

　そうとだけ言って羽奈は魔光子の尾おを引いて空中に舞まい上あがった。

　メタルブルーの鮮あざやかな魔神装甲イーヴルギアが日の光を浴びて輝かがやく。

「ダンタリオン、周辺の大気成分を解かい析せき、可視化して下さい」

［了りよう解かい］

　その一声で彼女のランス型魔剣が反応。無数の〝本〟となって螺ら旋せん状じように分ぶん離りを始めた。

　解けた本は羽は奈なの周囲に円えん陣じんを描き、ゆっくりと回転を始める。

［解析開始――――異常成分を検出。ジエチルエーテル、酸化プロピレン、共に揮発状態で確かく認にん。可視化します］

　声と同時に周辺の大気が緑色に色付く。

　建物の合間に浮うかぶ雲のようなあれがタンクから漏れ出した薬品だってのか？

「あれを吸い込むと危険です。私達は魔神装甲イーヴルギアの力で防護されているので気にする必要は無いのですが、要救助者を救出した際はあの雲を避さけて退避して下さい。レスキュー隊が用意しているガスマスクが必ず足りるとも限りませんし」

　上空から地上に戻ってきた羽奈がそう告げてくる。

「おお、さすが上級魔剣士。冷静且つ、的確な判断力！」

「い、いえ、わっ、私は当たり前のことを……。上級とかも関係無く……」

　俺が賞賛すると彼女は頬ほおを染めながらオロオロとし始めた。

「いやあ、そうだな、悪かった。魔剣士の階級じゃなくて、それは羽奈自身の能力だな」

「べ、べつにそんなことは……」

「有能な上に可愛いときたら完かん璧ぺきじゃないか」

「かっ……か、かかっ!?」

　さらに顔を真っ赤にしながら言葉を詰まらせる。そのまま、またどこかに頭をぶつけ始めるのかと思ったら、挙きよ動どう不ふ審しんになりつつも再びダンタリオンの本を展開し始めた。

　任務ミツシヨンに集中する為ため、必死に気持ちを切きり替かえようとしているのだ。そこがまた健けな気げでいい。

「わ、わわっ、私は漏れている有毒物質の除去作業を受け持ちますので、神かん前ざき君達は現場に向かって下さい。あと、クロエさん」

「はい？」

　突とつ然ぜん、自分の名前を呼ばれたもんだから彼女はきょとんとしていた。

「有毒物質の規模がかなり広こう範はん囲いですので、クロエさんにも除去作業を手伝って頂きたいのですが」

「わかりましたー」

　クロエはメイド服仕様の魔神装甲イーヴルギアをカチャリと振るわせて、やる気を見せた。

「じゃあ私達は行くわよ」

　蓮れん花かは白いスカートの裾すそをはためかせた。そして自分に付いてくるように俺に視線で促してくる。

　こんな授業は初めてだが、まあなんとか臨機応変にやってみるか。

　魔剣の握りを確かめて、足を踏み出す。

　俺達が行きかけたところで羽は奈なが一言声をかけてきた。

「それくらいなら泉せん明みよう寺じさんにもできると思って任せるのですから、よろしくお願いします」

「当たり前でしょ。五分で戻ってくるわよ」

　皮肉を言い合いながらも、互たがいの瞳ひとみには信しん頼らいの色が映っている。

　なんだかんだ言っても二人共、最高の魔剣士を目指す者。こういう時にはきちんと気持ちが引ひき締しまるのだ。

「あっ、あと、くれぐれも炎系の力は使用しないで下さい。周辺で揮発している有毒物質は引火性が非常に高いものですから」

「分かったわ」

「了解」

　俺達は同時に返事をして飛び出した。

　建物の合間をすり抜けながら倒壊しているタンクに向かって突き進む。

　流れる景色の中には人ひと影かげは無く、不気味なほどの静けさが広がっていた。

　程ほどなくして、球体タンクの袂たもとに辿たどり着つく。

　ここから見上げた姿は、転がってきた巨大な鉄球が建物にぶち当たって止まっているように見える。

　タンクの外装は一部の鉄板が破損し、捲めくれ上がっていて、そこからは緑の煙けむりがモクモクと立ち上り、今も尚なお、薬品が揮発し続けているのが確認できた。

　建物の方はというと、二階から上が完全に吹ふき飛とばされ、残された一階部分にタンクがのしかかり、大量の瓦礫に埋うもれている状態。ただ一階の支えとなる柱はまだ生きているようで僅かな空間がうかがえる。

　この中にまだ生存者が取り残されているという事らしい。

「この瓦礫をどかす必要があるな」

「私がやってみる」

「やってみるって……どうやってさ」

「まかせて」

　蓮花は自身の魔剣を水平に構えた。黒色の刀身が光こう沢たくを放つ。

　どうやら彼女は瓦礫ごと建物を輪切りにし、開口部を作ろうとしているようだ。

「まさか叩たたき切きるつもりじゃないだろうな？　力加減を間違えたら中の人間まで傷つけてしまうぞ」

「そんな事、百も承知よ。でも有毒なガスが発生している以上、早さつ急きゆうに救出しなければ手て遅おくれになってしまうわ。ちまちま瓦礫を排はい除じよしていたら間に合わないの。それにこれは訓練よ？　もし手元を誤ってしまっても幻影なのだから問題無いわ」

「問題無いって……いくら幻影でも失敗したら後味悪いだろうが」

「それは私だって失敗したくはないし、するつもりも無いわよ。ポイントも下がるだろうし。でも幻影だからこそ、安心してチャレンジできる。自分を磨みがく絶好のチャンスなのよ。もし実際に同じような現場に遭そう遇ぐうした時に、そうする事でしか救えない命があったらどうする？　ぶっつけ本番よりも今、練習しておいた方がいいに決まってるでしょ」

「なるほど、それも一理あるな。じゃあ思い切って吹き飛ばしてみようぜ」

「失敗するつもりはないって言ってるでしょ！　手伝う気が無いならそこで見てるといいわ」

　蓮れん花かはむっとしていたが、すぐに気を取り直し、再び建物の方へ体を向ける。

　白いドレスに包まれた背中。

　偏かたよった異形の右みぎ腕うでが持ち上がる。

　刀身に回路配線サーキツトパターンの如き光が走ると、切っ先に魔光子が集結して鋭えい利りな刃やいばを形成する。

　準備は整った。

　あとはそいつを上う手まい具合に振り抜くだけだ。

　刃に宿った輝きが増す。

　その時だ。

　瓦礫の上から小石が転がり落ちる。

　刹せつ那な、物もの陰かげから四つの人影が現れた。

　人とは思えない素す早ばやい動きで飛び出した影は、俺達を四方から囲むように降り立つ。

「なんだ!?」

　俺と蓮花は突如現れた人影の正体を確認しようと周囲に目を向ける。

　そこに立っていたのは魔剣士だった。

　なぜそう断定できたのかというと、四人共、自分達と同系統と思われる魔神装甲イーヴルギアを身に付けており、手には俺も使った事がある初期ブランク状態の魔神隷従剣レメゲトンソードがあったからだった。

　そして四人とも体の線が細く、髪かみの長い少女だった。

　だが、おかしな事に全員が顔に銀色の仮面を付けていて、その容貌がまったく分からない。

「何？　私達以外にも別チームが参加してるの？」

　蓮れん花かは戸と惑まどいを見せる。

「そんな訳ないだろ。美み影かげ先生は何も言ってなかったぜ？」

「じゃあ、これはなんだっていうの？」

　俺達がそんな事を言い合っていると、四人の魔剣士は言葉を発する事無く、一斉に襲おそいかかってきた。

「「!?」」

　俺と蓮花は咄とつ嗟さにそれぞれ別の方向へ飛とび退のき、急きゆう襲しゆうを回かい避ひする。

　四人の魔剣士達は再び距きよ離りを取り、こちらとの間合いを計っていた。

　俺は蓮花のもとに素早く身を寄せる。

「とりあえず俺達に対して敵意があるってことは明らかだな」

「でも、どうするのこれ？」

「こういうのは作戦本部に聞いてみるのが手っ取り早いんじゃないか？」

　俺は蓮花の返答を待たずして回線を開いた。

［ん、どうしたの？］

　耳に惚とぼけた感じの声が入ってくる。

「美影先生、今、変な仮面を付けた魔剣士と遭遇したんですが、これは一体なんなんでしょう？　予定に組み込まれてるやつですか？」

［ああ、出ちゃった？］

「出ちゃった……って、なんでやっちまったーっ、みたいな言い方なんすか！」

［いいのよ、いいのよ、それ予定通りだから］

「予定通り？　俺の記憶ではこれって災害救助訓練じゃなかったですかね？」

［そうなんだけども、世の中には予定外ってのが付きものでしょ？　今回は化学工場の事故を装よそおった爆ばく破はテロっていう設定で攻せめてみたのよ］

「装ったらテロになんないでしょ！　そもそも誰がそんな事起こすんですか」

［ほら、先日の鉄騎の事もあるじゃない？　それを考えるとこういう事も起こり得るんじゃないかと思って］

「いやあれは黒王の剣っていう明確な目的があったわけで……」

［とにかくまだ任務ミツシヨン中なんだから、そっちに集中しなさい。ああ、あとその魔剣士達も幻影だから、心置き無くやっちゃって平気だから。ほいじゃ］

　また一方的に通信が切れてしまった。

　これって、まったく作戦本部の役割果たしてないよな……。

「だってさ」

　俺は蓮れん花かに返答を求めた。

「でも、取り残された人の救出が先よ」

「だけど、向こうさんがそんな余裕を与えてくれそうも無いけど」

　視線で促した先。

　俺達がこんなやり取りを行っている間にも幻影魔剣士四人はすでに動き出していた。

「それじゃ、さっさと片付けるしかないわね」

「ああ」

　こちらが意思を固めたその時、四人のうち二人が俺に向かってきた。

　二つの刃が同時にのし掛かかってくる。

「そういうことだからゴメンな」

　俺は二本の刃を黒王の剣で受けると、刀身の上で滑すべらせるようにして薙ないだ。

　剣を跳ね上げられ、がら空きになった彼女達の胴どうを俺は黒光の塊かたまりで掻かき切きる。

　呆あつ気けなかった。

　それで魔剣士達はまるで煙のように霧む散さんしてしまった。

　いくら幻影でも、あまりいい気分じゃないな。

　手のひらに残る感かん触しよくに不快さを感じていた時だった。

《くっ……なんなの!?　幻影のくせにっ！》

　蓮花の心の声が俺の脳内に聞こえてきた。

　見れば幻影魔剣士が繰り出す連撃に蓮花は一方的に押されていた。

　攻こう撃げきの手は休まることを知らず、一ひと振ふりしかないはずの切っ先が無数に見える。

　魔光子を制せい御ぎよし、剣けん捌さばきだけに限定して注ぎ込む。

　敵はそれで雷らい撃げきにも近い高速の剣を実現していた。

　蓮花は次々に繰り出されるそいつを受け止めるだけで一杯一杯の状態。じわじわと後退を始めていた。

《次の右上さえ防げば左脇に隙すきができるはず……今っ！　あっ……》

　蓮花の剣はあっさりと弾はじかれる。

　加えて、仕返しとばかりに十倍の手数の攻撃が彼女を襲う。

　それをまた防ぎ切るだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　状況は変わらない。彼女は地上に突き刺さった巨大な瓦礫を背に追おい詰つめられようとしていた。

《な、なんでよ……目と頭では分かってるのに体が追いついていかない……。いくら剣けん技ぎを極きわめても……魔剣士として魔ま力りよくを操あやつる能力が決定的に欠けている……。だから手も足も出ない……。せめてこの体が思うような速度で反応してくれたら……》

　そこで彼女は積もった瓦礫に足を取られた。

　体勢が崩れ、思うように攻撃を防ぎに行けない。蓮れん花かはダメージを覚かく悟ごしたようだった。

　その時、俺はぶつかり合う二者の間に自身の魔剣を差し込んでいた。

　金属が震える音を響ひびかせて敵の剣が静止する。

「央おう真ま……？」

　蓮花は不思議なものを見るような目でこちらを見てきた。

「俺が蓮花の代わりに動いてやるよ」

「何を言って……？」

「それでこそ蓮花の魔神ってもんだろ」

「……」

《え……ええっ？》

　彼女はまだ困こん惑わくしているようだった。

「とにかく指示をくれ。その通りにするから。ああ、口頭じゃなくてここでね」

　そう言って俺は自分のこめかみ辺りを指先で突いてみせた。

「そうでないと反応が遅れる。べつに言葉にしなくていい。考えるだけで反射的に伝わるはずだから」

　蓮花は何を言ってるんだという顔をしていたが、ようやく俺の言っている意味を理解したようで静かに頷うなずいた。

「よし、いつでもいいぜ」

　言いながら、敵の剣を押し返す。

　相手は幻影だからなのか感情の欠片かけらを微み塵じんも見せず、俺に向かってくる。

《左下段から右回りの突き》

　早さつ速そく、彼女の思考が俺の中に伝わってくる。

　その通りに左下段に切っ先を持ってゆき、初撃から叩たたき落おとした。

　金属を弾く激しい音がして敵の体勢が崩れる。

　しかし奴やつはすぐに持ち直し、稲いな妻ずまのような突きを放ってくる。

《右、右下、左、左上、中上、左、左……》

　蓮花の示す連撃を全て防ぎ、最後にやってきた右上段からの攻撃を、

《払はらって》

　そのままに払い上げた。

　敵は手首を切り返し、すぐさまこちらの首元を狙ってくる。

　俺は払い上げた力をそのままに身を翻ひるがえす。

　銀の刃が喉のど元もとをかすめる。

　そして、

《斬きり上あげる》

　声と同時に黒光を放つ剣けん先さきは天を向いていた。

　相手の体に斜ななめに走る歪ゆがみ。

　一言も声を上げること無く、そいつは細かな粒りゆう子しとなってすぐに消し飛んだ。

「おお、すげーな」

　最後を決めた俺自身が驚おどろいていた。

「自分でやるとどうしても力任せで我が流りゆうな感じになっちゃうけど、剣技を極めた人間の立ち回り方はやっぱ違うなー。なんて言うかクール？　なあ蓮れん花か、今度からこれで行こうぜ。蓮花が技術と知識で俺が実じつ践せんを受け持つって感じでさ」

「……」

　声をかけるも彼女は呆ぼう然ぜんとしていて、何も聞こえていない様子だった。

「おーい」

《なんなのこれ……フラストレーションがまったく無くなって、自由に動けたかのようなこの感覚……》

「これが蓮花がやりたかった事だろ」

「え……」

「本来の蓮花は強えんだよ。ただ、魔神の魔力が上手く扱あつかえてなかっただけで」

　そこでようやく現実に意識が戻ってきたようで、急にむくれた態度を見せる。

「うるさいわね、ほっといてよ」

「でも今、その魔神を上手く扱えてたじゃないか」

「それって……」

「俺達、これからこのスタイルでやって行こうぜ」

　僅わずかな沈ちん黙もく。

「ふん、本当なら私が格好良く立ち回りたいところだけど、それもまた私の下僕みたいで悪くないわね。せいぜい私の手足となって働くといいわ」

《私の……ふふ……私の魔神……うふふ》

「素す直なおに喜べばいいのに……」

　彼女はハッとなって頬を朱しゆに染めた。

「そんな事より、早いところこの任務ミツシヨンを完かん遂すいさせるわよ」

「完遂って……あれ？　そういやあの幻影魔剣士、あと一人倒たおしてないはずだけど……どこ行った？」

　俺達は周囲を見回す。だが奴の姿は無い。

　ガゴン

　その時、上の方で鉄板がへこむような音がした。

　当然のように音のした方へ視線を向けると、倒壊していたタンクの最上部にそいつが平然とした様子で立っていた。

「いつの間にあんな所に……さっさと降りてきて勝負しなさいよ」

　蓮れん花かの声が辺りに響く。

　幻影魔剣士はまったく動じていないようで、ゆっくりと魔剣を体前に構えた。

「なんなのあれ？　いくら幻影だからって態度悪いわね。そっちがこないなら、こっちから行くわよ」

　跳ちよう躍やくする為に蓮花が自身の足あし下もとに魔光子の光を集め出した時だった。

　俺は敵の手元でとある変化が起きている事に気づいた。

　それは魔光子の流れ。

　奴は何か刀身に魔力を宿らせようとしている。

　そう感じた矢先、集約された魔光子は刃は先さきで火花を散らし、小さな火球を作り上げた。

　俺の体はすでに動いていた。

「蓮花っ！」

「えっ!?」

　彼女に覆おおい被かぶさるようにして飛ぶ。

　次の瞬しゆん間かん、ズンという空気の震動。

　同時に背中を炙あぶられるような酷ひどい熱量を感じる。

　そう、タンクから漏れ出し、揮発していた薬品に奴の作り出した炎が引火、大だい爆ばく発はつが起こったのだ。

　辺りがオレンジ色に染まる中、俺達は瓦礫の窪くぼみに伏ふせていた。

　魔神装甲イーヴルギアが無ければ蒲かば焼やきになってた頃だ。

「大丈夫か？」

　立ち上がりながら、蓮花に手を差さし伸のべる。

　彼女は素直に手を取ってくれた。

「それにしても、ひでー事になっちまったな」

　見回してみれば、辺り一面、火の海と化していた。

　そこかしこに引火して、俺達を包み込むように炎の壁かべが出来上がっている。

「この有様じゃあ、ポイントをかなり減点されちまいそうだ……」

　これも残された敵の存在を忘れ、侮あなどっていたせいだ。

　とにかく今は、この惨さん事じを作り出した奴を仕留め、本来の任務ミツシヨンを果たさないと。少しでも減点を防ぎたいからな。

「さっさと片付けてしまおう」

　傍にいた蓮れん花かにそう言った。

　だが、返答が無い。

　それだけでなく、彼女は一点を見つめたまま人形のように動かず、棒立ちだった。

「……」

「おい？　どうした……？」

　明らかに様子がおかしい。

　その瞳に激しく燃え盛るオレンジ色の炎が映り込んでいる。

　一見すると無表情にも見える彼女の顔は、微かすかに強こわ張ばり、唇くちびるも震ふるえているように見える。

　そこへ彼女の内面の声が漏れ聞こえてくる。

《あ……ああっ、ああ……》

　それは言葉にはならない嗚お咽えつにも似た声。

《ほ、ほのお……火……いや……だめ……いやよ……》

　心の中の動どう揺ようは、いよいよ表にも現れ始める。

　はぁはぁと荒あらい息を吐き、額にも脂あぶら汗あせを浮かべている。

「蓮花？　しっかりしろ、おいっ！　急にどうしたっていうんだ!?」

　俺はふらふらと足下が覚おぼ束つか無なくなり始めた彼女を抱だき留とめる。

《助けて……熱い……あ……つい…………たす……け……》

　体温と共に彼女の悲鳴が俺の中に染み込んでくる。

　なんとかしてやりたい一心で、強く抱き締めた。

　それで蓮花は――そのまま俺の胸で気を失った。
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　蓮花はあの日の事を思い出していた。

　災害の歴史に残る大火災が起きた、あの日の事を。

　父母、そして妹と共にショッピングモールに遊びにきていた幼き日の蓮れん花かは、その未み曾ぞ有うの大火災に巻き込まれた。

　非常時の対策が十分に施ほどこされているはずの巨大ショッピングモールが、短時間で全ぜん焼しようするという想定外の火の回りの速さ。

　それが被ひ害がいを拡大させたのだ。

　瞬またたく間まに広がった火は、穏おだやかだった休日の一時を一いつ瞬しゆんにして地じ獄ごくの赤い海へと変えた。

　熱風に煽あおられ無む惨ざんに溶とけてゆくショーウインドウのマネキン。

　チリチリと音を立て消し炭になってゆく、クマのぬいぐるみ。

　フードコートの方角でガスボンベに引火したのか激しい爆ばく発はつ音おんが上がる。

　何もかもが炎の暴力によって破は壊かいされてゆく。

　閉じられていく隔かく壁へきに殺さつ到とうする人達の間では、怒ど号ごうや悲鳴が響き渡った。

　そんな中、幼かった蓮花は炎の海の中に取り残されていた。

　濛もう々もうとする黒こく煙えんの下に僅かにあった空気の隙すき間ま。

　まだ辛かろうじて穢けがされていないそこに、じっと伏していた。

　そんな彼かの女じよに覆い被さるようにしていた母は、持っていたハンカチを蓮花の口元に当てる事ばかり気に掛けて、自らは煙をたくさん吸ってしまい、すでに意識を失っていた。

　父はそれよりも前に、炎に炙られ天てん井じようから降ってきた瓦礫によって目の前で押おし潰つぶされていた。

　妹はその落ちてきた天井によって家族と分断。瓦礫に阻はばまれ、その姿を確認することもできない。ただ声だけが煙の向こう側から聞こえてくる。

「おねえちゃん……あつい……あついよぉ……足がへんなの……動かないの……」

　むせび泣きながら訴うつたえる声。どこか怪け我がをしているのか、その声は段々と小さくかすれて消えていった。

　蓮花は自分の上で冷たくなっていく母を感じ、目の前の瓦礫から流れ出てくる血ち溜だまりの中に浸ひたりながら気が狂くるいそうになった。

（なんでこんな……こんな事に……どうして……）

　まだ生温かい血液の中に身を沈しずめながら、自らの死を覚悟した。

　その時だった。

　炎と煙、そして蓮花にのし掛かっていた重い闇やみが一いつ閃せんの光と共に断たち斬きられたのだ。

　気付いた時には目の前に長い黒くろ髪かみをなびかせた少女の背中があった。

　後に聞いた彼女の名は、〝右腕のルプス〟。

　右腕だけが黒く鈍にぶい光を放つ特異な魔神装甲イーヴルギアを身にまとった魔剣士。

　いつの間にか炎は彼女を恐れるように退いていた。

　そして伏していた蓮れん花かに向かって、彼女は手を差し伸べ、こう言った。

「良く頑がん張ばったわね」

　――と。

　蓮花は彼女の雄ゆう渾こんな背中に負われながら思った。

（私はこの人のように〝つよく〟なりたい……）

　それで安あん堵どしたのか、蓮花は彼女に背せ負おわれながら、いつしか眠ねむってしまっていた。




‡　‡　‡




　俺おれの首に回されていた細い両りよう腕うでにぎゅっと力が入り、引き寄せられる。

「ぐっ……!?　ちょっ、蓮花……嬉うれしいんだけど、苦しい！」

「……ん」

　俺に抱き付いたまま気を失ってしまっていた彼女。その口から小さく声が漏れる。

　どうやら気がついたようだ。

　寝ねぼけたように薄うす目めを開けて、周囲の様子を確かめている。

「あら……？　ここはどこ？　私は……？」

　そこまで言って俺と目が合い、ようやく自分が抱きかかえられている状況を理解したようだった。

　だって急激に顔が火ほ照てり始めたし。

「……」

《な……ちょっ、えっ、えええっ!?　な、なななにこれ！　なんでこんな事になってんの!?　あわわわ……》

「ちょっと落ち着け。というか外面は落ち着いているように見えるけどな」

「何をしているの？　さっさと降ろしなさいよ」

「降ろすも何も、蓮花がずっと離はなしてくれないからこんな事になってるんだけど？」

「へっ……!?」

　彼女は慌あわてるように腕を解く。

　その身は僅かな距離を落下し、ベッドの上でぽよんと跳ねた。

　そこで俺は事情を説明する。

　先程の訓練で起きた爆ばく発はつの事。その時、周りが火の海になったところで蓮花の様子がおかしくなり、気を失ってしまった事。訓練場からこの保健室まで俺が抱きかかえて運んできた事。ベッドに寝かせようにも蓮れん花かの腕ががっちりとホールドされていて離れなかった事などを話した。

「……」

　彼女はばつが悪そうにしながらも、魔剣と装そう甲こうを魔束輪ゴエテイアリングに収める。

　制服姿に戻り、膝ひざを抱かかえて座る彼女。その目め尻じりには涙なみだの乾かわいた跡あとがうかがえた。

「急におかしくなって……一体どうしたっていうのさ」

「べつに……ちょっと貧血気味なだけよ」

「そ、そうなのか……？」

　納なつ得とくしたように言ってみたが、俺には分かっていた。

　彼女の心の声をきちんと拾っていたから。

　あの時の蓮花は〝炎〟を恐れていた。

　そして、今回改めて知ったのは、俺には彼女の内の声が聞こえるだけでなく、内面の感情そのものも聞くことができるのだということ。

　蓮花が気を失っている間も、夢のように思い出される幼い彼女の記き憶おくが、俺の頭の中に映像のようになって入ってきていた。

　だから彼女が炎を嫌い、恐れる理由も分かっていた。

　――トラウマ。

　蓮花の中で幼い時分に遭遇した惨事が今も尚、彼女の心の傷となって燻くすぶり続つづけているのだ。

　俺は間接的に記憶に触ふれただけだが、それでも場の凄せい惨さんさは十二分に伝わってくる。

　誰だれでもあれだけの災害に出で会くわしたら心に深い傷を負って当然だ。

　なのにもかかわらず、触れられたくないのか、弱さを見せたくないのか、すでに彼女は平然とした様子を取り戻していた。

「それであの任務ミツシヨンはどうなったの？」

「え？　ああ、あの後すぐに中止になった」

「ポイントは？」

「任務ミツシヨンを完遂してないから全部無効だってさ。ポイントは無し」

「そんな……」

「今回は仕方が無いだろ。蓮花の体調の方が大事だからな」

「私は……」

　そこで室内に次の授業開始を知らせるチャイムが鳴り響いた。

「おっと、もう行かないとな。このまま傍にいてやりたいけど、美み影かげ先生がうるさくて。とにかく蓮れん花かはもう少しここで休んでろよ。授業が終わったら、あとで迎むかえにきてやるからさ」

「私なら、もうなんともないわよ」

「いいから、いいから。休んどけって」

　立ち上がろうとする彼女の肩かたを押さえて、再びベッドに座らせる。

「俺は素直な蓮花が好きだって前から言ってるだろ？」

「ちょっ……」

　その一言が効いたのか、彼女はおとなしくなった。

「じゃあな、ちゃんと寝とけよ」

　俺は片手を小さく挙げて保健室を出た。

　廊ろう下かに出るとすぐに抑よく揚ようの無い声が投げかけられる。

「どんな様子でしたか？」

　非常に落ち着き払った様子で尋たずねてきたのは羽は奈なだった。

　保健室の前の壁に寄り掛かり、そこでずっと待っていたようだ。

「ああ、大丈夫。本人曰く、ただの貧血だってさ」

「貧血……と言っても侮ってはいけません。中には重大な病気につながるものも……」

「心配なら中に入って直接本人と話せばいいじゃん」

「い、いえ結構です。私はただ自己管理ができていないと、そう訴えたかっただけです。そのせいで私達はポイントを得る貴重な機会を失ったわけですから」

「文句があるなら、それも本人の前で言えば？」

「いえ、いいです」

「なんでそんなに頑かたくなに拒こばむんだよ……」

「とにかく、なんとも無いならそれでいいです」

　それで彼女は壁から身を起こす。

　なんだかんだ言っても蓮花のことを心配しているようだ。

「神かん前ざき君も早くしないと授業に遅れますよ」

　そうとだけ言い残し、羽奈は競歩のような早さで廊下の曲がり角に消えて行った。

　俺はそんな彼女の足あし跡あとを辿るようにゆっくりと歩き出す。

　だが羽奈が消えて行った角を同じようにして曲がったところで、足を止めた。

　廊下の端はしに置かれた長なが椅い子すにクロエが腰こし掛かけていたのだ。

「どうした？　こんな所で」

「あ、央おう真まさん」

　彼女は俺に気づくと表情を無理に取り繕う。

「いえ、蓮れん花かさんの事が心配で……ここで待ってたんです」

「ああ、あいつなら大丈夫。いつも通りだよ。もう少し休むってさ」

　羽は奈なにもだが、クロエに蓮花が抱えている問題を話しても無用な心配をさせてしまうだけだから俺はそうとだけ伝えた。

「そうですか、なら良かった」

　彼女はほっと安堵の息を吐ついて立ち上がる。

「じゃあ授業が終わったら、真っ先に会いに行きましょうね」

「ああ」

　教室に向かい始めたクロエを横に見ながら、俺は彼女の心配をしていた。

　その表情はどこか気の抜けたような感じで、端から見れば落ち込んでいるか、悩なやみでも抱えていそうな雰ふん囲い気きだったからだ。

　それは蓮花の事を気き遣づかうのとは、また別の感情が混在しているようにうかがえた。
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　そこは何処どことも知れぬ闇だった。

　蒼あおい月の光だけが差し込む窓辺に据すえられた、背もたれの高い椅子に一人の少年が腰こしを下ろしていた。

　辺りに漂ただよう闇のせいでその面おも差ざしははっきりとはうかがえないが、月光に照らされた切れ長の瞳と、すっと通った鼻筋からは、それだけで美少年と分かる。

　幽ゆう艶えんなプラチナシルバーの髪もそれに一役買っていた。

　そこで少年は口を開く。

「〝彼かれ〟はもう行ったのかい？」

「はい、すでに立っております」

　そう答えたのは、少年の傍で片かた膝ひざを突つき、かしずく者。

　こちらも闇に紛まぎれていて顔立ちは分からないが、その長い髪とたおやかな体の線から女性だという事が分かる。年ねん齢れいも少年よりは少し上であるように思える。

「そう、ならいい」

「お言葉ですが、その……」

「何？」

　女性は一いつ瞬しゆん躊躇ためらいつつも進言する。

「あのような者に〝黒王の剣〟の奪だつ取しゆを任せてよいものかと……」

「どういう意味だい？」

「いえ……私にはあの者が、そのような大役を成なし遂とげるに値あたいしない器うつわなのではないかと……そう思えてならないのです」

「確かに、君の言う通りだね」

「では、なぜ……」

「僕ぼく達たちの未来にとって〝黒王の剣〟はなくてはならないものだけれど、最終的に手元にあればいいだけの話。この前のだって、手に入ったらラッキーぐらいなものだった。それよりも前にやらなくてはいけない事がたくさんあるしね。それにあそこにはイレギュラーな存在が現れたみたいだし」

「魔ま王おう……ですか」

「そう、それ。その魔王って奴の事も、もう少し見てみたいし。それに前回はちょっとした挨あい拶さつ。今回は大々的な宣戦布告っていう意味合いがあるしね。そういうのには目立つ事が大好きな彼が適任なのさ」

「そうでしたか……申し訳ありません。出過ぎた真ま似ねをしてしまったようで……」

「いいんだよ。いつも君には助けられている」

「そんな、もったいないお言葉、痛み入ります」

　そこで少年は手招きして、袂にくるよう女を促うながす。

　彼女は言われた通り、少年の足下に触れるほどの距離まで近付く。するとその足が突然、女の脇わき腹ばらを蹴けり付つけた。

　彼女は悲鳴すら上げずに床ゆかに倒れる。

「僕は君のことを本当に大切に思っている。それに嘘うそ偽いつわりは無いよ」

　言いながら革かわ靴ぐつの踵かかとを脇腹に力強くねじ込む。

　だが女は、微かな呻うめき声ごえを漏らしつつも喜びに満ちた表情をしていた。

「ぐっ……あ……ありがとうございます……」

　それから抉えぐるように彼女の腹を踏み続けた少年は、ふと足を止め、薄うす笑わらいを浮かべた。

「少しばかり人目を惹ひく、そういう派手な捨すて駒ごまってのがあってもいいだろう？」

　それを耳にした女はひざまずき、呼吸が荒いままに答えた。

「はっ、ソロモン王様の仰おおせのままに」







三章　ランキング







　俺は直立不動の状態で全く動けずにいた。

　右腕だけが天井に向かって掲かかげられていたが、そろそろそれも限界だ。

　疲ひ労ろうで上腕三頭筋がぷるぷるしてる。

　もう勘かん弁べんしてくれと思いながら、体勢を崩そうとしたら、周囲からブーイングが飛んできた。

「あーん、もうっ！　動かないでよぉー」

「ああっ！　今描かいてたところ分かんなくなっちゃった！」

　女の子達の不満の声を全身に浴びる。

　そう、今は美術の授業中。

　デッサンのモデルに選ばれた俺は、もうかれこれ三十分近く、一ミリでも動いたら文句を言われる状況下にいた。

「はい、さっきのポーズに戻もどって戻ってー」

「えっと……こうだっけか？」

「違ちがう違う、右足がもっと内側だよー」

「こうか？」

「えー、それじゃ私の所から見えなくなっちゃうー」

「じゃあこんな感じで？」

「ぶーぶー」

　そんな調子で気を抜ぬくたびに騒そう動どうになる。

　教室内には数人がモデル役として台の上に立っていたが、ほとんどの生徒が俺の周りだけに集まっていた。

　そんなだからイーゼル同士が目め茶ちや苦く茶ちやひしめき合っていて、俺が少しでも動くと見えなくなってしまう生徒が続出するのだ。

「他にもモデルはいるのに、なんでみんな俺の所ばっかに集まってくるんだよ」

「それはほら……ねえ？」

　一人の女生徒が周囲の同意を促すような視線を送る。

「興味があるというか……」

「まじまじと見るの初めてだし……」

「男の人の体って……どうなってるのかなあ……って」

　顔を赤くしたり、下を向いてしまったり、視線を泳がせたり、彼女達の反応は様々だった。

　ようするに、この学院、いや、この島、唯ゆい一いつの男である俺に興きよう味み津しん々しんというわけだ。

　要望には応こたえてやりたいけど、ぼちぼち休きゆう憩けいが欲ほしいところ。

　そんな声が届いたのか、

「はーい、時間ですのでモデルを交代して下さーい」

　と美術の先生。

　女の子達の間では「えー」という声が上がったが、モデルが代わった途と端たんにみんな渋しぶ々しぶ解散して行き、すぐに極ごく普ふ通つうのデッサン風景に戻っていた。

「まるで種馬に群がるメス豚ぶたね」

　去って行った女生徒達を横目に呆あきれた声で言ってきたのは、四角い台の上に立つ蓮れん花かだった。

「それ異種交配すぎんだろ！」

「誰かれ構わず手を付ける央おう真まではあり得ない話ではないわ」

　この前の災害救助訓練での失敗から数日、彼女は特に落ち込んだ様子も無く、通常運転だ。

「それはそうと、そこに乗ってるってことは次は蓮花がモデル役なのか？」

「そうよ、何か問題でも？」

「いや……なんかさ、モデルというにはこう艶あでやかさが足りないというか……」

「はあ？」

　眉み間けんにしわを寄せた彼女は台の上で腕を組み、仁王立ちの状態だったのだ。

「そのポーズだと、どちらかといえば勇ましい感じになっちゃうだろ？　やはり女性特有の美しいラインを描くには、もうちょっと柔やわらかい雰囲気でさー」

「なあに？　私には女性らしさが足りないというの？」

　彼女は小さく頬を膨ふくらませた。

「そんなことはないぞ。むしろ蓮花ほど魅み力りよく的てきな女性はそうはいない」

「えっ……」

「だからこそ、俺は蓮花の本当の姿を綺き麗れいに描いてあげたいんだ」

「……」

「だから頼たのむよ」

「しょ……しょうがないわね。では、どういったポーズを取ればいいのかしら？」

「ポーズも大事なんだけど、やはり美しさを追求するならヌードが一番かとごふぁっ!?」

　言い切る前に俺の体は床にめり込んでいた。

　瞬しゆん時じに魔ま剣けんを取り出した蓮れん花かが、契約主マスターとしての力を使ったらしい。

　俺が急に床に這はいつくばったもんだから教室内はざわつく。

　だがそれも、近くにいた羽は奈なが冷ややかな物言いで蓮花をなじったことで、すぐに落ち着きを取り戻した。

「授業中に何をやってるんですか？　今はデッサンに集中する時間ですよ？」

「少し飼い犬にしつけをね」

「とうとう犬扱いかよ」

　俺は打ち付けた顎あごをさすりながら立ち上がる。

「どうせ飼い犬になるなら羽奈の方がいいな。かわいがってくれそうだし」

「ふぇっ!?」

　羽奈は途端に狼狽うろたえ始めた。しかしすぐに頭かぶりを振ふって我に返ると、真しん剣けんな眼まな差ざしで蓮花に訴える。

「それより早くポーズを取って下さい。描く時間が無くなってしまいます。またポイントを逃のがすような事があっては一大事ですからね」

　彼女がそんなに急せかす理由はそこにあった。

　クラスランキングに影えい響きようしてくるポイントというのは、なにも魔剣士としての実技や座学だけではない。普ふ通つうの高校生が学ぶのと同じ一般教科もその評価対象なのだ。

　そうした教養も魔剣士として必ずしも不必要ではないという判断で組み込まれている。

　戦いや災害の中で計算や語学や感性が身を救う、そんな瞬間が絶対来ないとは言い切れないからだ。

　だからこの美術の授業でもあんまり酷い絵を描くと少ないポイントしか得られない。

　得られるポイントの比率は魔剣士に関する科目より圧あつ倒とう的てきに低いとはいえ、僅きん差さに持ち込まれた時などは後で悔くやむことになるので手は抜けないのだ。

「泉せん明みよう寺じさんを描くなど、それだけでポイントが下がりそうで正直気が進まないのですが、他のモデルの周りはもう良い角度で描ける場所が空いていないので仕方がありません。というわけで早いところお願いします」

　蓮花は追い立ててくる羽奈にむっとしながらも、さっきよりは幾いく分ぶんそれっぽいポーズで台の上に立つ。

　それで教室内はやっとデッサンの授業中らしく静まり返った。

　鉛えん筆ぴつの擦こすれる音だけしか聞こえてこない空間。

　蓮れん花かの周囲では羽は奈なの他に数人の生徒達が集まり、キャンバスに集中している。その中にはクロエの姿もあった。

　ここ最近、暗い表情を見せていた彼女も今はなんだか楽しそうにデッサンをしている。

　こういうの好きなのか？

　そんな事を思いつつ、俺も目の前のものに集中する。

　数十分が経過し、ちょっと手を休めようかと鉛筆を置き、疲つかれた指を揉もみほぐす。

　すると、ふと周りに意識が行く。

　みんな、どんな感じなんだろうか？

　特にすぐ近くにいたクロエは、未いまだにニコニコしながら描いてるんで、一体どんなものが出来上がっているんだろうかと非常に気になった。

　だから俺は、背後からそぉーっと忍び寄り、彼女のキャンバスをのぞき見た。

　そこに描かれている絵を見た瞬間、

「ぶふっ」

　思わず吹ふいてしまった。

　だってそこに描かれていたものは、蓮花とは似ても似つかないとてもシュールな絵だったのだ。もうどこが頭で、手で、足なんだか分からない。なんというか……

　稀まれに見るくらいの下手さだった！

　いや、こいつはなかなか描けないレベルの代しろ物ものなので、もしかしたらとんでもない才能である可能性もあるが。

　そんな感じでしばし呆然としていると、俺に気づいたクロエが訝いぶかしげに尋ねてくる。

「どうかしましたか？」

「え？　い、いや、なんでもない。続けて続けて」

　俺は笑いを堪こらえながら、その場を離れた。

　その際、台の上にいた蓮花がこちらを突き刺さすような視線でにらんできていたのが分かった。

　俺はその視線を避さけるように今度は羽奈の様子をうかがいに行く。

　几き帳ちよう面めんでしっかりとしている彼女の事だから、デッサンも本物と寸分違わない正確なものを仕上げてくるんだろうか？　とか勝手な想像をしていた。

　しかし、後ろからのぞき見たものを目にした途端、

「ぶふふっ」

　またもや吹いてしまった！

　確かに羽奈のデッサンは非の打ち所が無いくらいに上手かった。しかし、絵の中に個人的な感情があからさまに含ふくまれていた。

　実際の蓮れん花かと違って体が幼児体型に書かき換かえられていたのだ。胸の小ささなんかには特に怨おん念ねんがこめられているとしか思えない。

「あー……」

　思わずそんな声を漏らすと、羽は奈なはキャンバスを抱き込むような形で慌てて隠かくした。

「み、見ないで下さい」

「えー、上手いのに」

「でも、今笑いました」

「いや、まあそれは……」

　と言いかけたところで、カツンという床を踏み鳴らす音が近付いてきていることに気づいた。

　不ふ機き嫌げんな顔をした蓮花がこちらに向かってきたのだ。

「ちょっと、さっきから何？　どうせ私をダシにして遊んでるんでしょ？　それ、見せなさいよ」

「いやです」

　蓮花はキャンバスから羽奈を引きはがそうとするが、頑がんとして動かない。

　多分、嫌いやみのつもりで描いてみたものの、明らかに自分がコンプレックスを抱いているのがバレバレで逆に恥はずかしくなってしまったんだろうな。

　あんまり羽奈が抵てい抗こうするもんだから蓮花は諦あきらめて、クロエの方へと足を向けた。

　だが彼女もまた、

「ダメですー」

　と拒んだ。さすがにこれには理由が分からない。俺には見られてもいいけど、蓮花には見られたくないって事なんだろうけど、あのシュールな絵だけに訳が分からない。

　その後も蓮花は二人の絵をなんとか見ようと試みるが、完全ブロック状態。

　美術教師に注意されたりなんだりしているうちに授業が終わってた。

　結果、羽奈は現実と絵がかけ離れすぎているという理由で減点。クロエは前衛的すぎて減点。俺は描き途中のままだったので減点。

　みんなそれ相応のポイントしかもらえなかった。

　蓮花はというと、密ひそかに俺をモデルに描いていたらしい。

　でも、もらえたポイントは俺おれ達たちとそんなに変わらなかった。

　ということは……つまり？




‡　‡　‡




　明くる日。

　室内にいい匂においが立ちこめる中、なぜかピリピリとした空気も一いつ緒しよに漂っていた。

　ここは家庭科室。今は調理実習の最中だ。

　俺の前では蓮れん花か、羽は奈な、クロエが横に並んでそれぞれに食材の下ごしらえをしていた。

　今日のお題はクリームシチューとパンという組み合わせ。

　なんでこんなにもピリピリムードなのかというと、昨日の事が後を引いているらしい。

「パンの出で来き映ばえで勝負しませんか？」

　突とつ然ぜん、そんな事を言い出したのは三さん角かく巾きんとエプロンが似合う羽奈だった。

　これに蓮花は眉まゆをひそめた。

「は？　何を言ってるのかしら？」

「昨日のデッサンは泉せん明みよう寺じさんがモデルだったおかげで散々な結果でしたから、ここでその分を取り返さないといけないと思いまして」

「自身の失敗を私のせいにしないでくれる？　それよりポイントを取り戻すのになんで勝負とかいう発想が出てくるの？」

「やはり人は競い合ってこそ、より高みに到とう達たつできる。そう思いませんか？　ねえ、クロエさん」

「え？　わたしも参加するんですか？」

　クロエは包丁を手にしたまま、きょとんとしていた。

「もちろんです。ライバルは多い方が張り合いがありますからね」

「でもどうやって勝ち負けを判断するんですか？」

　首を傾かしげたクロエ。そこへやたらと子供っぽい声が割り込んできた。

「それは先生の役目ですよー」

　特とく徴ちよう的てきなツインテールを揺ゆらしながら現れたのは学院長の鬼ほお灯ずき万ま里り枝え先生だった。

　しかしながらその背の小ささ故ゆえ、調理台の上からやっと顔から上がのぞいている状態で、声を発しなければ存在に気づかないかもしれない。

　で、この学院長、魔剣士が専門なのかと思いきや、一般教科の教員免許も持っているらしく家庭科の先生も兼けん任にんしているのだ。

「先生がみなさんの出来上がった料理を味見します。もちろん見た目も大切ですが、何よりも味に重きを置いて評価を下します」

「俺は万里枝先生の手料理が食べてみたいなー」

　そう口にした途端、彼女は今いま頃ごろになって俺の存在に気づいたようで……。

「わあっ!?　かっ、かかかかかんじゃききゅん！」

　男耐性が無い万ま里り枝え先生は大おお袈げ裟さに驚いていた。しかも相変わらずの噛かみっぷりだ。

「家庭科の先生を兼任しているくらいだから、それはもう料理が得意なんですよね？　気になるなあ」

「しょっ、しょんな……ふ、普通ですっ。それに男の人に手料理を作ったことにゃんて一度も……」

「それじゃあ俺が万里枝先生の初めての人になるんですね！」

「ひゃ、ひゃ、ひゃひめて!?」

　万里枝先生の顔はもう燃もえ尽つきんばかりに真っ赤で、しどろもどろの状態だった。

「たらしの上にロリコンだなんて……救いようが無いわね」

　蓮れん花かが不機嫌な態度で言ってきた。

「何言ってんだ、万里枝先生はかなり魅力的な女性だぞ」

「だからそれをロリコンって言ってんのよ！」

「それよりも、そんな状態で正確な判定ができるのでしょうか？」

　羽は奈なが不安げに万里枝先生に訴える。

　タコのようにふにゃふにゃになってしまった彼女に採点を任せるなんて、誰でも不安になるだろう。

「無理です」

「え……」

　あっさりそう言われて羽奈は絶句した。

「無理って……」

「いえ、先生はやる時はちゃんとやりますよ。でも、今日は風か邪ぜを引いてまして、味が良く分からないんです」

「では、どうやって判定するんですか？」

「それは……」

　万里枝先生が俺の方をチラ見する。しかし目が合うとすぐに赤くなって羽奈の方を向いてしまった。

「か、かんざきくんに代理をお願いしようかと」

「え、俺？」

　突然の指名でぼんやりしてしまった。

「食堂の調理職員が言ってましたよ。神かん前ざき君は舌がいいって。いつも仕入れている業者さんのお肉をたまたま入にゆう荷かできない時があって、違う業者さんから仕入れたお肉を使った事があるんですが、表向きはいつもと同じ料理のトンカツとして出していたにもかかわらず、『あれ？　肉、変わりましたね』って言ったそうじゃないですか。それだけ繊せん細さいな舌があればお任せしても大だい丈じよう夫ぶかと思いまして」

　万ま里り枝え先生がそう言うと、周りの生徒達の間から色々な声が上がる。

「ええっ、神前君があたしの料理食べてくれるの!?」

「うそ、じゃあ気合い入れちゃおっかなー」

「えーどうしよ……そんな事になるなら練習してきたのにぃ」

　未だ緊張気味のツインテールが俺の方に向き直る。

「そ、それでいいですか？」

「みんなの手料理が食べられるんだから、断る理由なんてないですよ。でも俺の作った料理は誰が判定するんです？」

「それはこのクラスの生徒全員で評価すればいいと思います」

「は、はあ」

　そんなんでいいのか、とも思ったがこだわっても仕方が無いのでスルーする。

「じゃあ、そういう事ですから」

　そうと決まった途端、室内が急に慌ただしくなった。

　蓮れん花かも羽は奈なもさっきより目の前のものに集中しているような気がする。

　クロエは相変わらずマイペースだったが。

　調理は班ごとに行う。

　見ての通り、俺と蓮花、羽奈、クロエは同じ班だ。

　その中でクリームシチューは俺担当になり、彼女達はそれぞれにパンを作り始めていた。

　すでに発はつ酵こうさせてあった生き地じを思い思いにこね始めている。

　それを見ていると気になって仕方が無かった。だって、実際に食べるのは俺だから。

　鍋なべに必要な材料をぶちこんで煮込みに入ったところで少し手が空いた俺は、ちょっと様子を見て回ることにした。

　まずはクロエ。

　彼女はウインナーとかツナとかコーンを使った、ちょっとジャンクな調理パンを作っていた。日本人以上に、ジャパニーズなパンが好きなようだ。

　生地の中に具材を巻き込んだりしたあと、猫ねことかウサギとかの形に整えているところが彼女らしい。

　次に羽奈。

　彼女はバターを何層にも生地の間に重ねて本格的なデニッシュパンを作っていた。この前のクッキーの事もあるが、彼女は料理が得意のようだ。他にもクルミを練り込んだハード系のパンも作っていた。

　最後に蓮れん花か。

　彼女は何のパンを作っているのか？　遠目からのぞき込む。

　すると……。

「!?」

　俺は我わが目を疑った。彼女のこねている生地の色がパンとは思えない色に染まっていたのだ。まだ緑とか赤なら、ほうれん草とかトマトを練り込んだ生地なのかなーと思ったりするが……彼女のそれは、やたらと鮮あざやかな紫むらさき色いろをしていた。

　何を入れたらそんな色になるんだ……。

　しかも、その生地から鼻を突くような異い臭しゆうが漂ってきているように感じる。

　ヤバイ。

　本能的にアレを食ったらヤバイ気がする。

　だからと言って口を出せるわけもなく、そいつはオーブンの中へと入って行ってしまった。

　焼き上がりを待つまでの時間、使った調理器具などを洗う。

　その最中だった。

「きゃあぁぁぁっ!?」

　突とつ如じよ、教室の端の方で女生徒の悲鳴が上がった。

　何事だ？

　様子を見守っていると、何やらすばしっこいものが彼女達の間で跳はね回まわっているらしく、そこかしこで恐きよう怖ふに戦慄おののく声が上がる。

　そのうちに悲鳴が波のようになって俺達のところまでやってくると、謎なぞの対象が生徒達の合間から飛び出す。

　そいつはしれっとした態度で羽は奈なが座すわっていた前の机に降り立った。

　手のひらの中に収まるサイズの緑色の生き物。

　それは雨あま蛙がえるだった。

　そういや家庭科室の近くに小さな池があったな。窓が開いてたので、その辺から入ってきたのだろう。

　それにしても、こんなに小さくて愛らしい生き物でも、やはり女子には苦手な子が多いらしい。

　現に目の前の羽は奈なも最初は呆ぼう然ぜんとしていたが、そいつが何者かを理解した直後、嫌けん悪おと恐怖で顔が引きつり始める。

「ひっ……ひぃぃぃぃぃぃっ!?」

　羽奈は椅い子すから滑り落ちて、お尻しりをすりながら後ずさりする。

　上級魔剣士も蛙かえるには弱いらしい。

　腰を抜かして動けなくなった彼女。そこへ追い打ちをかけるように蛙の奴が今にもダイブを敢かん行こうしようとしていた。

　青くなって死にそうな顔をしている彼女。

　俺は見るに見かねて蛙をひょいとつまみ上げ、そのまま近くの窓を開けて外に逃にがしてやった。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺は未だ震えている羽奈に近付くと、そのまま彼女の体を抱き止めた。

「ええっ……!?　かっ、神かん前ざき君!?」

　狼狽え始めた羽奈だったが俺は構わず腕の力を強める。

「心が落ち着くまで我の胸で休むといい」

「胸でって……えっ、そっ……そんなこと……」

　真っ赤になった羽奈は抵抗する素振りも見せず、むしろ俺に体を預けてくる。

　そんな中、俺は思った。

　ああ、これはまた外げ道どうモードになってんな……と。

　周囲の女の子達の間からは色々な声が口々に上がる。

「えっ、何？　どうなってるの??」

「う、うそっ、やだ……」

「どういうこと？　雪ゆき代しろさんと神前君はもうそんな仲に!?」

　みんな恥ずかしそうにしながらも興味津々で俺達の事を見ている。

　そこで俺は、彼女達に向かって片手を伸ばし、言う。

「皆みなも我が癒いやしてくれよう。さあ」

　辺りがざわつく。

「ねえ、なんか言ってるよ」

「そう言われても……ねえ？」

「でも私……ちょっと癒やされたいかも……」

「ホントに!?　あたしもなんだけど！」

「実はわたしも……その……」

「だよね？　なんか胸がきゅんってなるの」

「ああっ……どうしよ……」

　これも魔王の力の成せる技わざか、なかなかの好こう感かん触しよくだった。

　ソロモン王でなくとも、彼女達に対する隷れい従じゆうの力は変わらない。

　これならいけるかも？

　俺の学院独裁ハーレム化計画に光が見えかけたその時だ。

「あなたは一体何をやってるのかしら？」

　怒いかりのこもった声が背後でした。

　振り返ればそこには鬼き神じんの如き風ふう体ていで立つ蓮れん花かがいた。目の錯さつ覚かくか業ごう火かを背負っているようにも見えた。

「なんだ蓮花か。やはりお前も我を求めるのか？」

「ええ、飼い犬の面めん倒どうは飼い主がちゃんとみないといけないのでね」

　彼女の手元で魔剣がカチャリと鳴るのを聞いた。


・

・

・



　――数分後。

　焼き上がったパンとシチューがテーブルに並ぶ頃ころ、調理実習室に一人の訪問者があった。

「あ、美み影かげ先生。どうなさったんですか？」

　真っ先に気づいたのは万ま里り枝え先生だった。

　長い髪かみを掻かきむしりながら室内に入ってきた彼女。口には相変わらずＰｉｍｏピモのピックを咥くわえている。

「んー、いい匂いがすると思って入ってきたんだけど？」

「そんな理由で来たんですか……仕事はどうしたんですか……」

「なんか受け持つ授業が無い間、職員室にいても暇ひまでねー」

「仮にも学院長の前で言う台詞せりふじゃないですよね？」

「まあ、本当はこれに学院長の承しよう認にんをもらいにきたんだけどね」

　学院長の前でいつになくフランクな物言いの美影先生は、愛用のタブレット端たん末まつを教きよう卓たくの上に置いた。

　万里枝先生は足あし下もとにある踏ふみ台だいに上り、画面を確かめる。

　すると彼女は軽く頷いた。

「ああ、これですか」

「最終的な許可は学院長に委ゆだねられていますからね」

　美み影かげ先生はそこだけいつもの敬語になった。

「じゃあ、ぽちっとしときますね」

　万ま里り枝え先生はそう言うと、小さな人差し指で画面に触れる。

　ピコッという電子音がして、

［指し紋もん認にん証しようによる書類の承認がなされました］

　同時に機械音声が流れる。

　どうやら何かの書類にサインをしたようだ。

　それを確かく認にんした美影先生は生徒達の方へと向き直った。

「調理実習中でなんだけど、みんなちょっと聞いてくれるー？」

　彼女の声に生徒達は「なんだ？　なんだ？」と教卓の方に注目する。

　全員の意識が自分に向いたことを確認すると、彼女は続ける。

「えーと、今週末に契約試験の取り直しを行うわよー」

「ええーっ」

　突然の決定にみんな驚おどろきの声を上げたが、美影先生は構わず続ける。

「それで、その試験なんだけど、まだ契約を終えていない生徒だけを集めてバトルロイヤル形式にしたから」

「なんでバトルロイヤルなんですかー？」

　ごもっともな質問が生徒の間から上がる。

「この前の鉄騎事件で中止になってから授業スケジュールが押してるのよ。あんた達がこなさなければならないカリキュラムはたくさんあるわけで。その巻き返しの為ためにこの形式を選んだってわけ。別に珍めずらしい事じゃないのよ？　過去にもそういう例もあったんだから。あとね、バトルロイヤルといっても契約試験を適当にさっさと終わらせようっていうわけじゃないのよ。より過か酷こくな環かん境きように放ほうり込こまれたほうが、その人の本質を引き出す結果になるんだから。まあデメリットといったら、あんまりキツすぎてリタイアしちゃう生徒が出ることくらいかな？」

「……」

　全生徒の顔が青ざめたように見えた。

「契約試験は弦げん月げつ島とうの離り島とうを丸々使って行うわ。前日から準備の為に入島して、ちょっとした合宿になるからそのつもりで。今、学院長にその島の使用許可をもらったところなのよ。それじゃ、そういう訳だから。あたしからはそれだけ。お邪じや魔ましたわね」

　言うだけ言った美影先生は、それで教室をあとにしようとしていた。

　だが、そこへ万ま里り枝え先生が止めに入る。

「あっ、美み影かげ先生、ちょっと待って下さい」

「ん？　何か？」

「あのですねえ……先生に皆さんの料理を味見して欲しいのです」

「あたしが？」

　唐とう突とつな頼み事に美影先生も首を傾げる。

「本来ならば私がそれをしなければならないのですが、風邪を引いてしまって味が良く分からないのです。そこで神かん前ざき君にその役目をお願いしたのですが……」

「じゃあ、それでいいんじゃない？」

「それが……」

　言いながら万里枝先生は視線を真下に向ける。するとそれに美影先生もつられた。

　俺と先生の視線が合わさる。

「……どうも」

　俺は床にめり込みながらそう挨拶した。

「あなた……そんなところで何をやってるの？」

「いやあ、色々と事情がありまして……はは」

　そこで傍そばに立っていた蓮れん花かがフンッと鼻を鳴らした。

　彼女の魔剣から発せられる重力波で俺は床から起き上がれないでいたのだ。

「なんか、しばらくこんな感じみたいなんで代わりにお願いしまっす」

「……」

　美影先生は少し困こん惑わくしているようだ。

「……分かったわ」

「ああっと、先生、それと一言だけ言わせて下さい」

　俺はその場から離れようとした彼女を呼び止めた。

「何？」

「見えそうです」

「……」

　タイトスカートから伸のびる自身の足を辿たどった先に、俺の顔がある事に気づいた美影先生。

　彼女はそれで全すべてを察したようだ。

　それからすぐだった。頭上から高いヒールの尖せん端たんが降ってきたのは。
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　目の覚めるような青い空と強い日差し、そしてエメラルドグリーンの海。

　まるで絵に描いたような南国の島の風景がそこに広がっていた。

　あれから、あっという間に日が過ぎ、離島での契約試験の日がやってきていた。

　ここは学院のある弦げん月げつ島から南に数十キロの地点にある名も無き無人島。

　歩きで一周すると一時間ほどで戻ってこられるくらいの小さな島だ。

　まだ試験を終えていない百数名の二年生がこの島に上陸していた。

　引いん率そつの先生方は美み影かげ先生と万ま里り枝え先生の他、各クラスの担任がついてきている。

「じゃあ、ここに来る時に言われた班は手分けして例のもの設置するわよー。残りはテントの設営ねー」

　到着早々、美影先生の指示の下、生徒達が動き始める。

　みんなは船から荷降ろしてあった炊飯器大の機械の箱を手にすると続々と島内に散ってゆく。

　その機械の箱は魔ま力りよく障しよう壁へきを発生させる装置なのだとか。闘技場アリーナとかに張はり巡めぐらされているものの簡易携帯版みたいなものと考えればいい。

　この島は本島から大分離れているので、どんな派手な戦い方をしても魔力の余波が届く事は無い。しかし、これだけの人数が一度に戦せん闘とう行こう為いを行えば周辺の環境に影響を及およぼす可能性がある。なので自然保護の観点から島を丸ごと魔力障壁で囲ってしまおうというのだ。

　その装置の設置の為にわざわざこうして前日から島に入り、準備を行っている。

　島の外周に沿って等とう間かん隔かくに設置してゆくこの作業。これだけの広さだと半日はかかりそうだ。

　なので今日は設営に時間を取り、この島で一泊。

　バトルロイヤル形式の契約試験は明日、早朝からとなる。

　俺もその装置を両りよう脇わきに一つずつ抱えて海岸沿いを歩く。

　すると向かう先の前方でいがみ合う声が聞こえてきた。

「なんで雪ゆき代しろさんがここにいるのかしら？　あなたはもうとうに魔ま神じん契けい約やくを完かん了りようしている上級魔剣士様なのだからこれに参加する理由は無いでしょ」

「見学です。きちんと先生の許可をもらっているので問題ありません。泉せん明みよう寺じさんこそ神かん前ざき君を魔ま神じんとしたのですからこれに参加する意味は無いですよね？」

「私の場合は状じよう況きようが特とく殊しゆなので、この試験で判断をしてもらうという約束を美影先生と事前にしているの。だから意味はあるのよ」

　二人は装置を手にずんずんと歩いて行く。

「そういえば泉せん明みよう寺じさんはこの前の調理実習、ポイント０だったらしいですね」

「くっ……」

　話題を変えてきた羽は奈な。彼女は蓮れん花かのパンの出来を目の前で見ていて知っているのにもかかわらず、あえてそこをぶり返すような言い方をしてくる。ちなみに羽奈は満点をもらっていた。とはいっても一般教養はポイントの割り振りが小さいのであまり大差は無いのだが。

「そんなの……魔剣士の方の実技で取り返せば済むことでしょ」

「むしろそちらに自信がある事が私としては驚きです」

　そんな調子で彼女達はにらみ合いながら進んで行く。

　その最中、蓮花達から少し離れた所で、とぼとぼと付いてゆくクロエの姿を見つけた。

　両脇に装置を抱えた彼女の足取りは元気が無いように映る。

　地面に落とした視線もどこか憂うれいげだ。

　俺はそろりと彼女に近づき、声をかける。

「大変そうだから、一個持とうか？」

「……え？」

　クロエは声をかけられた事に驚いて、思わず足を止めた。

　だが、すぐに笑え顔がおを取り繕う。

「ああ、大丈夫ですよ。平気です、持てます。気にかけて頂いてありがとうございます」

「そうか？　なんかクロエ、元気なさそうだからさ」

「そうですか？　いつも通りですよ？　それに央おう真まさんもすでに両手がいっぱいじゃないですか。どうやって持つつもりだったんです？」

「それはほら、一いつ旦たんクロエに全部持ってもらって、それで俺がクロエごと抱だっこして運ぶ寸法で」

「それはダメですよー」

　笑顔で断られた。

「冗じよう談だんはそれくらいにして、行きましょ。ほら、蓮花さん達、もうあんな所に」

　彼女はそう言うと、先の方を歩いていた蓮花達のもとへ小走りに駆かけていってしまった。

　そんな空元気が気になりながらも、俺は彼女の後を追いかけた。
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　島内で一ひと際きわ広い面積を持った砂すな浜はま。

　そのちょい奥おくにある平地に俺達、魔剣士学院の生徒はキャンプを張っていた。

「これで全員戻ったかしら？」

　美み影かげ先生が羽は奈なに聞く。

「はい、点呼終了しています。間ま違ちがい無なく、全員戻りました」

「そう、ありがと」

　彼女は見学として参加しているはずなのに、いつの間にかリーダー的な役割を担になっているところを見ると、やはり上級魔剣士、優等生、そんなものが頭に浮うかぶ。

　まあ実際、羽奈は俺達のクラスの委員長なのだが、学年まで取り仕切る勢いだ。

「じゃあ起動させるわね」

　美影先生はキャンプの中央に設置されているメイン装置と思われる機械に近付く。

　それは教卓くらいの大きさがある六角形の装置で、上面にスリット状の穴が縦に空いていた。

　彼女は魔束輪ゴエテイアリングから魔神隷従剣レメゲトンソードを呼び出す。

　一いつ瞬しゆんにしてクレイモアにも似た大剣が手の中に現れる。

　美影先生はそいつを装置の穴に突き刺した。すると島全体にキーンという耳鳴りのような音が一瞬だけ響ひびいた。

　どうやらそれで魔ま力りよく障しよう壁へきが張られたらしい。

　なんでも魔神の力を障壁に変換利用しているのだとか。

「これで今日やるべき一通りの準備は完了したわね。あとは夕食の時間まで、好きに過ごしていいわよ。予定より結構早くに終わったしね」

　実際、今は夕方にはまだ早い、昼下がり。何をするにも中ちゆう途と半はん端ぱな時間だ。

「はーい解散」

　美影先生が号令を出すと、一いつ斉せいに生徒達の雑談が始まる。

「あー結構歩き回ったから汗あせかいちゃった」

「そうねー、私シャワー浴びたーい」

「でも、この島って、当たり前だけど水道無いでしょ？」

「学院から持ってきた水は飲用だしね」

「えー、ってことは今日あたし達お風ふ呂ろ入れないのー？」

「そうなるわね」

　確かに俺も汗で体べっちょりだ。ここは南国にも近い常とこ夏なつの気候だからちょっと動いただけでもこの有様。

　俺も風呂入りてーなー、なんて思っていた。そんな時だった。

　とある生徒がこんな事を言い出した。

「ねえねえ、せっかくすぐそこに海があるんだしそこで洗い流せばいいんじゃない？」

「でも海水だよ？　あんまりすっきりしないと思うよ？」

「まったく入らないよりはマシだよ。それにこのままだと暑くって」

「ああ、それいいね。ちょっと涼すずみたいし」

「そんな事もあろうかと私、水着持ってきましたー」

「えっ、実は私も！　弦げん月げつ島って海水浴ができる砂浜ってあんまり無いじゃない？　だからチャンスかと思って」

「なんだ、みんななんだかんだ言って考えることは同じね。ほら、あたしも」

　そう言ってみんな自分の荷物からまちまちの水着を取り出していた。

「じゃあ海水浴しちゃおー」

「おー」

　その流れはこの場にいた百人近い生徒達に瞬またたく間まに伝でん播ぱした。

　しかも、みんなその場で水着に着き替がえようとしている。

「な、こんな所で素す晴ばらしすぎる予想外な展開がきたー！」

　俺が興奮の雄お叫たけびを上げていると、

『そういえばいつもの調子で着替えようとしたけれど、男がいるんだった！』

　と、すぐに気づいたようで、みんな頬ほおを染めながら一斉にテントの中へと走って行ってしまった。

「ちっ、惜おしかったな」

　俺はしょんぼりしながら浜はま辺べにたたずむ。

　当然、水着なんか持ってきていない俺は、ズボンを膝ひざまでまくって浅あさ瀬せに入り、一人寂さびしくぴちゃぴちゃと遊んでいた。

　間も無くして――

　たくさんの女の子達の笑い声と足音が背後から聞こえてきた。

　振り返ると、水着に着替えた百人以上の女の子達が一斉に海に向かって走ってくるのが見えた。

　色とりどりの水着が白い砂浜を駆ける。

　実に壮そう観かんだった。

「なんという楽園パラダイス!!」

　この学院に来て良かった！

　その光景に歓かん喜きしていると、俺の背中を小こ突づく者がいた。

「だらしない顔になっているわよ。さすがケダモノね」

　突き放すように言ってきたのは蓮れん花かだった。

　しかし、そんなふうに言いながらも、彼女もまた水着に着替えていた。

　大だい胆たんなデザインでありながらも、どこか上品さがあるシンプルな白のビキニ。それが彼女の体のラインを美しく引き立てている。

「なんだ、蓮花も水着持ってきてたのか」

「持ってきていたら何か悪いのかしら？」

「いや、悪くはないけど」

　彼女は悪態をつきながらも、俺がいつ水着の感想を言うのか待っているようだった。

　しゃあねーな。

「なかなか似合ってるんじゃないか？」

「そ……それだけ？　いっ、いや……べつに央真に見せる為に持ってきたわけではないのだから勘かん違ちがいしないでくれる？」

「俺はそんなこと一言も聞いてないんだが？」

「……」

　なんだか墓ぼ穴けつを掘ほったようで、蓮花は頬を染め、口を噤つぐんでしまった。

　そんな彼女の背後に隠れ、モジモジとしている人物がいた。

　羽は奈なだ。

「お、羽奈も泳ぐのか？」

「ひっ!?」

　声をかけると彼女はビクッと体を震ふるわせた。

　だが、しばらくすると覚かく悟ごしたようにゆっくりと蓮花の陰かげから姿を現す。

　露あらわになったのは、ちょっと控ひかえめな紺こんのビキニ姿。

　陽ひの下に晒さらされた肢し体たいは、あの巨きよ大だいな魔剣を振るっている者とは思えないほど繊せん弱じやくで華きや奢しやだった。胸むな元もとを両りよう腕うでで隠しながら恥ずかしそうにしている。

「どうしたんだ？」

　俺が尋ねると、返答したのは羽奈ではなく、蓮花だった。

「貧相な体を人目に晒すのが恥ずかしいみたい」

「ちっ……ちがっ……」

　羽奈は否定しようとするが、上う手まく言葉が出てこないようだ。

「どう違うのかしら？」

「むっ」

　蓮れん花かがあんまり執しつ拗ように攻せめるもんだから、気おくれしていた羽は奈なもようやくいつもの調子を取り戻してきたようだった。

　そんな時、砂浜の方から近付いてくる声があった。

「あ、みなさん、こちらにいたんですかー」

　この柔らかい口調。そう、クロエだ。

　彼女が現れた途端、蓮花と羽奈が一点を見つめたまま硬こう直ちよくするのが分かった。

　言うまでも無い。

　緑色のビキニで現れたクロエ。その小さな布地からはみ出さんばかりの豊かな胸に彼女達の視線は釘くぎ付づけになっていたのだ。

「わたし海水浴って初めてなんです。ちょっとワクワクしてます」

　彼女が声を発する度に重量感のある胸が揺れる。

　蓮花と羽奈は開いた口が塞ふさがらない様子だった。

「まずは何をすればいいんですかー？」

「何って、特に決まりはないさ。楽しく泳げばいいんじゃないか？」

「なんか普通ですね」

「それだけって訳じゃないぞ？　ビーチバレーをしたりとか、スイカ割りをしたりとか、どこまで泳げるか競争したりとかさ。前者二つは用意が無いと無理だけど、他にも海での遊び方はたくさんある」

「じゃあ、とりあえずその〝どこまで泳げるか競争〟ってのをやってみましょー。早さつ速そく、行ってきますねー」

「え？　ちょっ、おい！」

　人の話を最後まで聞かないうちにクロエは一人、海の中に入って行ってしまった。

　これがいつもの天然っぽいノリならまだいい。しかし、上辺だけ取り繕って行動しているような今の彼女では少々不安だ。

　そんな心配をよそに、

「私達も負けてられないわね」

「そうですね」

　すでに蓮花と羽奈がクロエの後を追って駆けだしていた。

　俺が止める間も無く、ばちゃばちゃと波の中へ分け入ってゆき、沖おきに向けて泳ぎ出す。

　何を張り合ってんだか……。

　浜辺に一人取り残された俺は、海の中に漂ただよう女の子達をただぼーっと眺ながめていた。

　すると不意に、人の気配を真横に感じる。

「あんまり浮かれてはしゃぐのも大たい概がいにしておかないと、明日の分の体力まで使ってしまうのにねー」

　いつの間にか俺の傍にやってきていた美み影かげ先生が、他人事のようにそう呟つぶやいたのだ。

　そんな彼かの女じよもまた水着姿だった。

「説得力ねえ！　って、いつの間に着替えたんすか！　なんで水着持ってきてるんすか！」

「あたし暑いの嫌いなのよね」

「なるほど！　って理由になってない！」

　彼女の水着は胸元でクロスするタイプのスリングショット型だった。かなり際きわどい感じで色も黒。

「まあ俺的には嬉うれしい限りですけどね。目の保養にもなるし」

「そうねー」

「反応がドライすぎです」

「うーん、それならこっちの方が反応が大きくて面おも白しろいんじゃなくて？」

　そう言って美影先生は、ある人物を俺の前に押し出してくる。

「わっ!?　やっ、やめてください！　ってあっ……あわわわわ……」

　つんのめりながら飛び出てきたのは、タンキニ水着を着た万ま里り枝え先生だった。

　男耐性の無い彼女は、自身の長いツインテールを使って赤い顔を隠してしまった。

「それで現実逃避してるつもりみたいだけど、学院長の水着姿、しっかりと神かん前ざき君に見られてますよー」

「ふぇっ!?」

　まさに頭隠かくして尻しり隠さず状態だった。

　万里枝先生は慌あわてるように再び美影先生の背後に身を隠すと、涙目の顔を半分のぞかせていた。

「学院長まで水着持参だったなんて！」

「そうなのよー。どうしても神前君に見てもらいたいって。どの水着がいいか前日に相談まで受けちゃったのよ？」

「美影せんせいっ!?　うっ、うそを言わないで下さいっ！　私はただ純じゆん粋すいに泳ぎたかっただけですっ！　海で思いっきり泳ぐなんて、もう何年か振りなんですから、ちょっとくらいはしゃいでもいいじゃないですか！」

　それも学院長としては問題ありな発言だった。

　というかこの人は一体、歳としいくつなんだ？　相変わらず年ねん齢れい不ふ詳しようである。

「あらあら、あたしを悪者にしてまで意地を張らなくてもいいじゃない。あれでしょ？　鉄騎事件の時、神かん前ざき君にお姫ひめ様さま抱だっこされてときめいちゃったって素す直なおに言っちゃえばいいのに」

「ちっ、ちがいましゅっ！　ひぇったいにひがいまひゅっ!!」

　この噛み噛み具合は図星を突つかれたっぽい。

「もうっ、美み影かげ先生！　ちょっとこっち来て下さい！」

「えっ？　な、なによ？」

「いいから早く！」

　彼女はその小さな体で美影先生の背中を一いつ生しよう懸けん命めい押おす。

　結構、力はあるのか、そのままかなりの速さで砂浜の奥の方へと消えて行ってしまった。

　何しにきたんだ……あの人達は……。

　俺の周りに誰だれもいなくなると、潮風にのって女の子達の戯たわむれる声が聞こえてくる。

　海の方へと視線を移せば、楽しそうに海水浴を楽しんでいる子達の姿があった。

　その光景をここでこうして眺めているのもいいが、俺もあそこに交ざって遊びたい！

　くそう、みんな水着持ってきてるなら俺にも教えてくれればいいのに。

　このまま入ってやろうか。

　そんなふうに少し自棄やけになっていた時だった。

　かなり沖の方に羽は奈なとクロエの姿を発見したのだ。

　二人は穏おだやかな波間に身を任せ、ぷかりぷかりと浮いていた。

「もうあんな遠くまで行ったのか」

　競い合っていた彼女達はそこでもう泳ぐのを止めたらしく、何か楽しそうに会話をしている。

　普ふ段だんからそんなふうに和なごやかな感じだったらいいんだけどな。そう思ったところで違い和わ感かんを覚える。

　あれ？　そういえば蓮れん花かが見当たらないぞ？

　彼女達の周囲にその姿は無い。もっと沖に行ったのか？　あるいは……。

　俺は羽奈達よりずっと手前の海面を注意深く見回す。

　すると、波の合間に蓮花の頭を発見した。

　なんだ、勢い良く出てったけど羽奈達に大分遅おくれを取ってしまってるなー。泳ぎはあんまり得意じゃないんだろうか？

　しかし、じっと彼女の姿を見ているうちに、ふと異変に気づく。

　蓮花はそこにとどまったまま羽奈達の方へ行こうともせず、海中へ潜もぐったり海面から顔を出したりを繰り返しているのだ。

　まさか、あいつ…………溺おぼれてるのか!?

　理解したと同時に俺は駆け出していた。

　上着を脱ぬぎ捨すて、そのまま海の中へと飛び込む。

　蓮れん花かに向かって一直線に泳ぎ、辿たどり着つくと、すでに彼女の姿はそこには無かった。

「くそっ」

　俺はすぐさま潜せん水すいした。

　海流に乗って流されでもしたら発見が困難になる。見失う前に引き上げなくては。

　幸いにも潜った眼前に沈しずんでゆく蓮花の姿を捉とらえることができた。

　すかさず近付いて彼女の体を片かた腕うでで抱かかえると、一気に浮ふ上じようする。

「ぶはぁっ」

　海上に顔を出すと同時に蓮花の状態を確かめる。

「おいっ!!」

「けほっ……けほっ……」

　浮上と共に彼女はむせ返っていた。意識はちゃんとあるようだ。

「大丈夫か？　何があったんだ？」

「……けほっ、こほっ……ちょっと足がつってしまっただけよ……なんともないわ」

「相変わらず強がりなやつめ。まあいい、一いつ旦たん砂すな浜はまに上がって休むといい」

　俺はここにきて外道モードに切きり替かわっていることに気がついた。蓮花のピンチに反応したのだろう。

　それはさておき、砂浜に上がって休むという当たり前の提案をしただけなのに彼女は急に狼狽うろたえ始める。

「だっ、だめよっ!?」

「なぜだ？　今の今まで溺れていた者が、このままここにいていいわけがないだろう。まだ足も痛むのだろうしな」

「とにかくダメなものはダメ！」

　そこまで拒きよ否ひする理由が分からない。しかも彼女は、水の中でモジモジとするばかりで段々俺おれから離はなれようとしている。

　訳が分からずにいると、不意にあの声が頭の中に聞こえてくる。

《だ、だめなのよ！　絶対ダメ！　今上がったら……その……見えちゃうもの……》

　これは蓮花の心の声だ。海面下に透すいて見える彼女の手には魔剣が握にぎられていたから。

　恐おそらく、溺れた際に魔力を使ってなんとかしようとしたものの上手く扱あつかえなかったというオチだろう。

　で、さっきから何で拒否してるのかというと……。

《でもどうしよ……ビキニの上が流されちゃったなんて……とても言えない……》

　なるほど、そういうことか。

　自分でも薄うす笑わらいを浮かべていることに気づいた。

「ならば、しばらくこうしていようではないか」

　俺は彼女の体を自分に引き寄せた。それはもう密着するほど近くに。

「えっ、な、なに!?　ちょっと!?」

　当然、彼女は狼狽を濃こくする。

「恥ずかしいのであろう？　ならばこれで問題無い」

「っ……!?　こ、こんなの……なんの解決にもなってないわ！」

「しかし、口ではそう言っても我から離れようとはしないではないか」

「そ、それは……」

　蓮れん花かは顔を真っ赤にしながら俺にしっかりとしがみついていた。

「なあに、ここでこうしていれば、そのうちにあの者達が気づくであろう。それまでしっかりと我に寄より添そっていればいい」
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「……」

　蓮花は屈くつすることへの悔くやしさと恥ずかしさから、すっかり黙り込んでしまっていた。

　しばらくすると案の定、俺達の異変に気づいた羽は奈な達が沖の方から近付いてくるのが見えた。

「思いの外、早かったな。残念だ。もう少しこうしていたかったのだが」

　彼女の返事は無い。

　その後、ここまでやってきた羽奈に俺から事情を話した。

　すると彼女は「一つ貸しですよ」と言って、すぐさま魔神ダンタリオンの力で水着を生成してくれた。

　蓮花はちょっと悔しそうにしていたが、彼女はそれで無事、海から上がることができたのだった。




‡　‡　‡




　日が沈み、みんなで楽しくキャンプ的な夕食を取ったあと、それぞれの班に分けられたテントに入って体を休める。

　早めに就しゆう寝しんするのは明日の試験に備える為だ。

　テントで一泊なんて中学の林間学校以来だなー。こういうのもなかなか趣おもむきがあっていい。

　だが俺には、そんな気持ちを覆くつがえす納なつ得とくいかない事があった。

「なんで俺だけこんな場所なんだよ！」

　俺はテントから首だけ外に出して叫さけんだ。

　目の前の海岸をなぞるように遙はるか先に視線を向けると、ぼんやりと明かりの灯ともるテント群が見える。

　そうだ。そうなのだ。

　ここは離れた場所にポツンと一つだけ張られたテント。

　美み影かげ先生が「あんたはいつ他のテントに入り込むか分からないから、まだダメよ」とかいう理由で俺をこんな寂しい場所に追いやったのだ。

「別にやましい事は何一つしません。ただ人ひと恋こいしいだけなんです」

　と言っても誰も信じてくれなかったし。

　あと、まだってなんだよ。意味深で気になるじゃないか！　今がダメなら、後ならいいのかよ！

　そんな事を言うから余計に気になる。

「くそう、これじゃ近付くこともできないじゃないか」

　生せい徒と達たちのテントまでの間には遮しや蔽へい物ぶつは何も無い。近寄ろうものなら姿が丸見えだ。

　闇やみに紛まぎれるにしても今晩は、まったく空気の読めてない月が皓こう々こうと照っている。

　しかも途中には先生方のテントが立っている周しゆう到とうさ。

　これはもう諦めるより他は無かった。

　むしろここは先生方のテントに遊びに行ってみるとか？

　そんな事を画策しながら、ちょっと外に出てみると、テントの群れとは反対方向の海辺に人ひと影かげを発見した。

　波が打ち寄せる岩場に立ち、闇に包まれた水平線の方をぼんやりと見つめている。

「あんな所に、一体誰だ？」

　好こう奇き心しんに惹ひかれ自然とそちらに足が向く。

　岩場に近付くにつれ、その姿形がはっきりとしてくる。

　月の青い光に照らされて、金色の髪が金属のような輝かがやきを放ち、海風に揺れる。

　クロエ・アレクシーウ。

　彼女は俺の気配に気づいて振り向き、きょとんとした表情を見せていた。

「央おう真ま……さん？」

「どうしたんだ？　眠ねむれないのか？」

「いえ……まあ……そうかもしれません」

　煮え切らない返答だった。

　クロエは再び海の方へ視線を向ける。その顔はどこか悲しげだった。

　俺は岩場にのり、彼女の傍まで歩み寄る。

　そこでそのままクロエの憂いげな横顔を見ていると、自然と言葉が口を突いて出てきた。

「話してくれないか？」

「……え？」

「ずっと何かを一人で抱え込んでるんだろ？　それもあんまりハッピーじゃないやつを」

「……」

「そりゃ話したくない理由があるからこそ今までそうしてきたんだろうけど、でも、そんな顔をしている女の子をずっと見続けていると俺は色々過去を思い出しちまって、なんとかしてやりたいと思っちまうんだ。ごめんな、お節せつ介かいな奴やつで」

「いえ、そんなことはっ」

「ただこれだけは言える。話を聞いて尚なお、俺はクロエにそんな顔をさせない」

「それはどういう……？」

「なんの根こん拠きよも無い戯たわ言ごとだって思うだろ？」

　クロエはどう答えていいのか戸と惑まどっている。

「ちょっと昔の話をしていいか？」

「え、ええ……」

「幼い頃の話なんだけど、たまたま家の近くの自衛隊基地で魔剣祭が行われることを知って見に行った事があったんだ。航空自衛隊の航空祭と併あわせて行われるということもあって、会場はすごい人出だった。中でも一番の見所は戦せん闘とう機きと魔剣士の合同演習。アクロバットな飛行を見せる戦闘機も大だい迫はく力りよくだったが、初めて間近で見た魔ま剣けん士し達たちの公開演舞はそれはもう息を呑のむほどだった。これには観客も大だい歓かん声せいというよりは感心の溜ため息いきを漏もらしていたな。そんなふうに盛り上がりが最高潮の時だった。演習中に事故が起きた」

　クロエの体がピクリと揺ゆれた。

「展示飛行の一つとして上空を飛んできた大型輸送機が突然、爆ばく発はつ炎えん上じよう。そのまま観客のいる会場に墜つい落らくしたんだ。その場にいた魔剣士の機転もあって墜落の軌き道どうをそらされた輸送機は滑走路上に落ち、被ひ害がいを最小限に抑おさえることができたんだけど、それでも多くの負傷者が出た。この事は世界中のニュースでも取り上げられたから知ってる人も多いと思う」

「すみません……」

　クロエは申し訳なさそうに答えた。

　彼女の場合は事情があって幼い頃から世間と隔かく絶ぜつした生活を送っていたようなので知らなくても仕方が無い。

　俺は構わず続けることにした。

「その事故で俺は危あやうく死にかけたんだ。落下の際に折れた巨大な右う翼よくが、真っ赤な炎ほのおをまといながら逃げ遅れた俺の上に降ってきた。でも、そんな絶望的な状況下で俺は助かった。今もこうして生きていられるのは、その時に俺を救ってくれた人がいたから。こんな俺の為に命を張ってくれた女の子がいたんだ」

「その女の子って……」

　クロエは恐る恐る聞いてきた。

「亡なくなったよ」

「わたし……ごめんなさい……」

「いや」

　そこで俺が魔ま王おうとした禁きん忌きの契けい約やくのことは話さなかった。

「その時に俺は見たんだよ。最期を迎むかえる彼女の顔を。泣いていた。それは恐怖からじゃない。自身の行動への誇ほこりと安あん堵ど、それに相反する悔しさが入り混じっている、そういう顔だった。彼女はまだこの世でやり残した事があったんだ」

「……」

「その時から俺の中に女の子は悲しませてはいけないっていうルールが出来上がった。泣いている子がいたら笑わせるのが俺の使命だってな。だからさ……そういうことだよ」

「あ……」

　クロエは自分の事だと気づいて口元に手をやった。

「俺が女の子を悲しませたのは、後にも先にもただ一人だけだ」

　はっとなった彼女は、その場でうつむき沈ちん黙もくする。

　南国の温ぬるい潮風が彼女の身を撫なでている。

　静かな時が過ぎること数十秒、自分の中で答えが出たのかクロエは顔を上げた。

　先さき程ほどまでとは違ちがう穏やかな面おも持もちだ。

　そんな彼女は急にキョロキョロと辺りを見回し、何かを探し始めた。すぐにお目当てのものが見つかったようで、岩場から砂浜に降りる。

　俺にもついてくるように目線で促うながしてきたので素直に後に続く。

　すぐに足を止めたクロエ。

　見れば彼女の足下に、海から流されてきたのか太ももくらいの大きさの流木が転がっていた。海水を含ふくんで、すでに深部まで腐くさっている状態だ。

「見てて下さい」

　彼女はそうとだけ告げて、流木の前で屈かがむ。そして、手のひらでそっと樹皮に触ふれた。

　途と端たん、信じられない光景が目の前で起こった。

　腐っていたはずの流木が植物としての息吹いぶきを取り戻したのだ。幹から伸びた枝には青々とした葉が生え始め、ボロボロになっていた切り口からは新たに枝葉が伸びようとしている。

　だがその生命の脈動もすぐに止まり、先程まで青々としていた葉が一気に枯れ始め、茶褐色の落ち葉となって辺りに積もる。それだけでなく、幹そのものが水分を吸い取られたようにパキパキと音を立てて崩くずれだし、最後には灰のようなものしかその場には残らなかった。

　まるで生命の営みを短時間で見せられたかのようだった。

　一連の出来事を見た俺が驚いていると、クロエがそっと口を開く。

「これがわたしに備わっている力、〝天啓アレテイドロン〟です」

　そう言われても何が何やら分からない。彼女が魔ま剣けんを手にしていない今、それが魔神の力を借りている訳では無いことだけは理解できる。

「わたしが持っているこの力は端たん的てきに言うと〝過剰治癒能力〟です。触れたものの細さい胞ぼうを活性化させる為、傷などは瞬しゆん時じに直りますが、それが程度を超こえて行われてしまうので細胞が劣れつ化かし、死に至ります」

「なんでそんな力が……？」

「生まれつきですよ」

　なぜか明るく言ってのける。

「今でこそ力をコントロールできるようになりましたが、以前は酷ひどいものでした。なにしろ触れたもの全てを朽くちさせてしまうんですから。生まれて間も無く、両親だけでなく色々な人がわたしを手放し、物心ついた時にはとある研究施設の中にいました。そこで力の制せい御ぎよを覚えたんです」

「それは今クロエが所属している機関とは違うのか？」

「ええ、違います。わたしはその研究施設で六年間過ごしたあと、孤こ児じや児童養護施設にいる子達を魔剣士候補生として受け入れているという今の機関に入ったんです。わたしみたいな人間が行ける場所など限られていますから」

「じゃあ、この学院に来てから上の空だったり、時折悲しげな表情をしていたのはそれに関すること？」

「ええ……。転入当日、央おう真まさんがお昼に誘さそってくれたことがありましたよね。あの時にわたしの携けい帯たい端たん末まつに発信者不明のメールが入ったんです」

「そういえばそんな事があったな」

　あの時、クロエは急に青ざめた顔になって食堂を飛び出していってしまったんだった。

「その時のメールがこれです」

　彼女はポケットから出した携帯端末を操作すると、件の画面を表示させて俺に見せてきた。




［呪のろわれた力を思い出せ］




　短い一文で、そうとだけ書かれていた。

　だがそれで彼女の気持ちは分かった。

　忘れようとしていた忌いまわしい過去をわざわざ思い出させるような文章に、心を傷つけられたのだ。塞ぎ込んでしまうのも当然だ。

　でも誰がこんなメールを寄よ越こしたんだろうか？　目的も不明だ。

　彼女の気持ちを挫くじくだけが狙ねらいだとは思いにくい。

「ありがとうな」

「え？」

　唐突に礼を言ったもんだから彼女は目を丸くした。

「いやさ、語るのも辛つらいことを話してくれたからさ。でも俺のやるべき事は分かった。このメールを送った奴を見つけ出してとっちめる」

「い、いえ、そこまでしてもらわなくていいですよ」

「どうしてだ？　またこんな事されたら嫌いやだろ？」

「それはそうですが……わたしはもう……忘れたいんです」

　目を伏ふせた彼女に対して、俺は頭を掻く。

「そうか……悪い。ちょっとデリカシーが欠けてたな………」

「そんなことないです。央真さんに聞いてもらえて、気分がかなり楽になりました。ありがとうございます」

　彼女は何度もお辞じ儀ぎをした。

「俺は特に何もしてないぞ。でもそれで気が少しでも晴れたのならば良かった」

「ええ」

　柔やわらかい微笑ほほえみが返ってくる。

　彼女はそのまま空を見上げた。

　俺もそこへ目を向けると都会では見られない満天の星空が広がっていた。

　波の音だけを聞きながら、しばらくその空を見つめる。

　二人の間に静かな時が流れた。
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四章　再試験







　早朝、水平線から太陽が半分顔を出だした頃ころ合あいから生徒達は活動を始めていた。

　簡単に朝食を取り、テントを片付けた後、先生方から試験についての説明や注意点があるとの事で全員、島の南側にある砂浜に整列していた。

　先程から美み影かげ先生が前に出て、ルールについてしゃべっている。

「バトルロイヤル方式になっても基本は一対一の時と変わらないわ。魔神装甲イーヴルギアへのダメージＤポイントＰが１００になった時点で終了。戦線から離り脱だつしてもらうってことで。それまでに自分に合った魔神を見つけ出す事。見つけ出しても尚、ポイントが残っているのならば戦い続けてね。全員のダメージポイントＤＰの管理は本部であるこの場所でモニタリングしてるから、その都度情報を送るわね。まあ難しい事はあんまり無いわ。とにかく戦い抜いて、自分を見つければいいだけだし」

　彼女は隊列全体を見み渡わたす。

「それくらいかしらね。他に何か質問がある人いない？」

　みんな互たがいに顔を見合わせて確かめ合っているが、誰も手を挙げる者はいない。

　なので、ここは俺が質問してみる事にした。

「はい」

　真まっ直すぐに手を伸ばす。

　だが、美み影かげ先生は一向に気づいてくれない。

　見えていないのか？

　そう思った俺はさらに強くアピールしてみた。

「はい、はいっ！　質問がありまーす！」

　飛とび跳はねたりもしてみたが、まだ気づいてもらえない。

　おかしい……列の一番前なのに見えていないはずがない。

　って事は……。

「うん、質問無さそうだから、始めましょうかねー」

「絶対わざとスルーしてるだろっ！」

　俺が叫んだら美影先生は面めん倒どう臭くさそうに頭を掻いた。

　ほら、やっぱり。

「だって、質問の内容が大体想像できるのよね。どうせ試験中にナンパはＯＫですか？　とか、先生のスリーサイズはいくつですか？　とか関係無い事を聞いてくるに決まってるんだから」

「いくら俺でも場の空気くらい読みますよ」

「どうかしらね？　で、その空気を読んだ質問ってなんなのよ」

「それはあれですよ。この試験って要するに一日がかりでやる耐たい久きゆうバトルですよね？　そうすると腹も減ったり、トイレにも行きたくなったりするわけで、そういうのはどうするのかと」

「ふーん」

　彼女は半眼で俺を見る。

「何？　何か間違った質問だったのか!?」

「それについては島内に数カ所、補給ポイントを設けているから大だい丈じよう夫ぶよ。マラソンでいう給水地点みたいなものね。その場所では攻撃不可領域になってるわ。でも逃げ込む目的で長時間そこにいるとダメージポイントＤＰから減点になるから気をつけてね。じゃあ他に無いなら始めるわよ。はい、散ってー」

　先生方の指示で生徒達は移動を始める。

　これだけの人数がこの場で一斉に戦せん闘とうを開始すると大変な混乱になりかねないからだ。

　だから島内に均等に散らばるよう予あらかじめ配置が決められていた。

「私達も行くわよ」

　そう行ってきたのは蓮れん花かだ。

　俺は彼女の魔ま神じんという事実をはっきりと先生方に見せなければならない為、当然一緒に行動しなければならない。

　蓮花と共に歩き出した時、本部に残る羽は奈なの姿に気づいた。

　彼女はすでに契約魔神を決定しているので今回は見学のみという事らしい。

　そんな羽奈はつまらなそうに俺達のことを見ていた。

　集団は左右に分かれ、島を周回するように歩き始める。中には歩くのが面倒になって、さっさと魔神装甲イーヴルギアを呼び出して、フォトンドライブを駆り、飛んで行ってしまう者もいた。

　俺達もそろそろそうするか。そう思い始めた時、散開してゆく生徒達の中にクロエの姿を発見した。

　彼女の方も俺達に気づいたようで、魔神装甲イーヴルギアを現出させた後、声をかけてくる。

「央おう真まさん達もこちら側なんですね」

「ああ、俺達は島の西側が開始地点だな」

「そうなんですか、じゃあ私は北側ですからちょっと離れてしまいますね」

「一番遠い場所だな」

「そうなりますね。もし出会う事があったらその時はよろしくお願いしますね」

「ああ、でもあんまりクロエとは戦いたくないけどな」

「それじゃ、わたし先に行きますね」

「おう」

　そう言うと彼女は生徒達の列から外れて森の方へ飛んで行ってしまった。

　その時見せた彼女の笑顔はここ数日までと違い、だいぶ穏やかなものだった。

　ちょっとは元気になったようだな。

「何してるの？　行くわよ」

　苛いら立だつ蓮花の声に振り向くと、彼女はもう準備万端といった具合に装備を整えていた。

「ああ、わりぃ」

　言われて俺は魔束輪ゴエテイアリングに集中し、魔剣を呼び出した。

　黄金の柄つかから紅あかい筋が伸び、黒光で形作られた実体無き大剣が現出する。

　黒王の剣。

　そいつに俺の意思を伝えると、すぐさま体を白と黒の装そう甲こうが包つつんだ。

「おっけー、待たせたな」

　告げたと同時に蓮れん花かは何も言わずフォトンドライブで飛び出した。

　魔光子の粒つぶでスカートの裾すそがふんわりと浮き、辺りに砂すな埃ぼこりが巻き上がる。

　どこか不ふ機き嫌げんだ。

　彼女の後を追って飛ぶと、すぐに例の声が聞こえてくる。

《なんで急にクロエといい感じになってるの……？　昨晩、何かあったの……？》

　俺はクスリと笑いながら彼女に追いつく。

「何も無いさ」

「っ……!?」

　目を丸くした彼女の顔が真っ赤に染まった。

「何かある時はちゃんと蓮花にも報告するから安心してよ。それが平等に愛するって事だろうから」

　蓮花の手元で魔剣がカチャリと音を立てる。

「今すぐここで刻まれるか、地球とお友達なるか選びなさいよね」

「おっと、どっちもごめんだ」

　俺は慌てて加速した。

　先行してしばらく飛ぶと、突然、背後から叫ばれる。

「行き過ぎ！　着いたわよ」

「えっ？　ああ」

　彼女に言われ、この場が自分達に割り振られた開始地点だと気づいた。

　動きを止め、砂浜に降り立つ。

　周囲を見回すが、俺達以外の生徒の姿は見えない。

　ここで契約試験開始のカウントを待つのだ。

　全員が配置に付き、本部から信号が送られてくるまでの間、二人でじっとしている。

「ねえ」

　沈黙を耐たえかねたように蓮花が尋たずねてきた。

「何？」

「……ちょっと聞いていい？」

「だから何を？」

　彼女はなぜか視線を合わせようとしてくれず、そのままの状態で話す。

「私の……その……魔神になった事……後こう悔かいしてる？」

「なんで後悔なんかしなきゃいけないんだ？」

「だって……この前の災害救助訓練の時もそうだけど……足手まといにしかなってなくて……」

「急にどうしたんだ？　蓮れん花からしくないな。闘妃インビンシブ夜会ルクイーンで優勝を狙っている奴の台詞じゃないぜ？」

「……」

　どんなに強く上を目指していても、ふとした事で挫けそうになる。それが心ある人間として当たり前の事。だからこそ、その時に支えてやれる者が必要だ。

　その役割を担うことができて、俺は幸せだと思う。

「大丈夫、蓮花ならやれるさ。一いつ緒しよに優勝を目指そうぜ。まあ、その前にこの契約試験をきっちりと終わらせないとな」

　彼女は何かを噛かみ締しめるように頷うなずいた。

　同時に魔剣を通して、言葉ではない〝嬉しい〟という感情が伝わってくる。

　だが、一度納なつ得とくしかけた心がまた陰りを見せる。

「それに……」

「まだ何かあんのか？」

「央おう真まを……私の夢に巻き込んでしまっているようで……」

「申し訳ないってか？」

　彼女は恥はずかしそうにしながらコクリと頷いた。

「何言ってんだ今さら。俺はお前の夢に乗っかるだけで十分、楽しいんだけど？　島ライフも満まん喫きつしてるしな。それに蓮花の魔神になるって言い出したのは俺の方だぜ？」

「でもそれじゃ……」

　急に寂しそうな目をして言いい淀よどんだ時、心の声が聞こえてくる。

《ちゃんと自分のことも大切にして欲ほしいの……》

「ふっ……分かったよ」

　蓮花はきょとんとする。

「今はまだ良く分からないけど、頭に入れておく。でも、蓮花の魔神になった事を後悔してないってのは本心だからな。そこんとこ、勘違いすんなよ？　蓮花は俺の心読めないんだから」

　それで彼女の表情に微かすかな笑えみが戻った。

　もう大丈夫そうだ。

　二人の意志がはっきりと同じ方角を向いたその時だった。

　ピッという電子音がして右目の前に透とう過かディスプレイが現れる。

［契約試験開始までカウント三十秒前］

　そこにはそう表示されていた。すでに秒読みは開始されていて、こうしている間にも数字は減り続けている。

「そろそろみたいだな」

「そうみたいね」

　二人揃そろって足あし下もとに魔光子を集め、飛び立つ構えを取る。

　蓮れん花かの純白のスカートと俺のロングコートにも似た裾が、フォトンドライブが起こす風によってはためく。

「行くか」

「ええ」

　俺達は互いに顔を見合わせ頷く。

　そしてカウントはゼロを表示した。




‡　‡　‡




「どうして、何もできないのっ!?」

　背の高い木々が生い茂る森の中。

　そこで俺の眼前に立つ魔剣士の少女が、酷く狼狽うろたえた様子で叫んだ。

　小こ綺ぎ麗れいにまとまった魔神装甲イーヴルギアを身に付けている彼女は、それ相応の魔神と契約を果たしているっぽいが、表情はかなり疲ひ弊へいしていた。

　その原因はこの俺にある。

「どんな魔神や悪あく魔まも魔王様には逆らえないってことさ」

「そんなはずない！」

　小こ柄がらでショートカットの彼女は健けな気げにもまだ立ち向かってきた。

　華奢な腕うでから繰り出される無数の刺突。

　だが俺にはそれらが止まって見えた。

　自らの剣でそいつを全て受け流す。

「もうやめとけって」

　その言葉に少女はむきになって突っ込んできた。

　俺はその攻撃を半身をずらして避よける。

　彼女の背中が俺の目の前を横切る。

　その時、頭に声が響いた。

《頸けい椎ついと胸きよう椎ついの二点》

　言われた通りの箇か所しよに素す早ばやく連撃が走る。

　俺が柄頭で軽く打ち付けたのだ。

　すると少女はゼンマイが切れた人形のようにカクンと俺の腕の中に落ちてきた。

　同時に抱えている彼女のダメージポイントＤＰが１００に達したことを知らせるマーカーが透過ディスプレイ上で点てん滅めつしていた。

　気を失っている少女を草葉の上にそっと寝ねかせると、蓮れん花かが駆け寄ってくる。

「いい感じね」

　彼女の表情は明るい。

「連れん携けいが上手くいってるからだろ。これも蓮花のおかげさ」

「ほめたって何も出ないわよ」

　むくれ顔だが嬉しそうだった。

　俺達は契約試験開始からすでに十数人を相手にし、全てこんなふうに打うち倒たおしてきた。

　女の子達になるべく痛い思いをさせず、尚なお且かつ効率良くダメージポイントＤＰを奪うばう方法を蓮花に要望したところ、彼女が魔剣を通じて脳内サポートしてくれたのだ。

　しかもこのサポート、災害救助訓練の時よりもだいぶ進化していた。

　頸椎だの胸椎だの言葉で指示されても俺にはどこだか分からないはずなのに、いざそいつを目の前にすると、叩たたくべき箇所がはっきりと分かるのだ。

　どうやら蓮花の思いや感覚が、ダイレクトに伝わってくるらしい。

　このおかげで俺達は効率良く他の魔剣士達を倒していった。

「あと、どのくらいかしらね」

　蓮花が周囲を視し認にん、索さく敵てきしながら聞いてくる。

　俺がディスプレイで確かく認にんすると、もう数える程度しか動いている魔剣士はいなかった。

　早朝から開始したこのバトルロイヤルも、今では日も傾かたむくほどの時刻になっている。

　ここまでくると生き残っている生徒達も自分の魔神を確定しているはずだ。契約試験としての本分は達成している。

　となると、あとはほとんど消化試合に等しい。

　だが、残りの人数を彼女に伝えると、

「試験自体の終了時刻まであと三十分ちょっと。余よ裕ゆうでいけるわね」

　やる気満々だった。

　仕方がねえ、付き合ってやるか。

　そう決めた矢先、直上に気配を感じた。

「蓮花っ、避けろ！」

「えっ!?」

　咄とつ嗟さに左右に飛んだ。

　今まで俺達がいた場所に回転する円えん盤ばんのようなものが突き刺さる。

　見れば、地面に刺さったそいつは湾わん曲きよくした魔剣だった。こいつが高速で回転して円盤のように見えていたのだ。

　しかしこの剣……俺が知っているものとは形状が違うが、ある人物の魔剣に似ている気がする。

「避けられてしまいましたかー、さすがですね」

　上空からそんな声がして見上げると、木々の合間に魔神装甲イーヴルギアをまとったクロエが浮かんでいた。

　彼女はそのままゆっくりと降下してくる。

「不意打ちなんて卑ひ怯きようじゃない」

　早速、降り立った彼女に対して蓮れん花かが噛みついた。

「あら？　でもバトルロイヤルってそういうものですよね？」

「ああ、特に不意打ちをしちゃいけないっていうルールはこの契約試験には無いな」

「ぐっ……」

　俺もクロエに同意すると、蓮花は悔しそうに唇くちびるを噛んだ。

「でもクロエにしては意地悪な攻撃の仕方じゃないか？」

「えっと……ちょっと試ためしてみたくなって……つい」

　指し摘てきするとクロエは舌を出してすまなそうにする。

「試すって何をさ？」

「新しい魔剣の力です」

　そう言って彼女は腕を前にかざした。

　すると地面に突き刺さっていた剣が回転しながらクロエの手に戻ってゆく。まるで糸の無いヨーヨーのようだった。

　そして、しっかりと握られた魔剣から機械的な音声が漏れる。

［魔神隷従剣レメゲトンソードの詳細プロパテイを確認。序列10番〝ブエル〟の魔魂ソウルコードで能力を起動中です］

　それを聞いて理解した。

「クロエ、72柱クラスの魔神と契約できたのか！」

「ええ、おかげさまで」

　にっこりと笑みを返してくる彼女。

　そういえば魔神装甲イーヴルギアの方にはさほど変わりは無いものの、魔剣には大きな変化が見て取れた。

　弧こを描えがいた特とく徴ちよう的てきな刀身は以前までの雰ふん囲い気きを残しつつも、剣自体がかなり巨きよ大だい化かしていた。しかも刀身の反そり具合もかなり極きよく端たんになっている。

　羽は奈なのものもそうだが、

『これが72柱クラスの魔魂ソウルコードが宿った魔神隷従剣レメゲトンソードだ』

　そういう風格がそこにはあった。

「なので、どんな能力があるのか使ってみたくなってしまって……でも、央おう真まさん達なら絶対、避けてくれると思ってました」

「おいおい、俺は問題無いけど、蓮れん花かは直ちよく撃げきＫ・Ｏになってたかもだぞ？」

「失礼ね、私だってあれくらい余裕で避けられるわよ」

　蓮花は口を尖とがらせていたが、彼女が憧あこがれて止まない上級魔剣士の資格を得たクロエを目の前にしても、不思議と悔しさを見せていなかった。

《もう72柱クラスの魔神なんて目じゃないわ。私にはもっと凄すごい魔神がついてくれてるんだから。ふーんだ》

　前言撤回。悔しさというか……思い切り張り合ってた！

　ならここは一緒に乗っかっておいてやろう。

《央真の方が絶対、ぜーったい、凄いんだから！》

「そうだな」

「へっ……??」

　心の声に返事をしたもんだから彼女は不意を突かれたように目を丸くしていた。

　そんな幼い子供のように無む邪じや気きな内面がまた可愛かわいらしいのだが。

　ピピピピピッ

　突とつ然ぜんの発信音。

　それと同時にこの場にいた全員の透過ディスプレイが強制的に開く。

　そこには［契約試験終了］の文字が浮いていた。

「おっと、話してる間に時間がきちまったか」

「残念ね。私が全員倒すところだったのに」

「そもそも倒す事が目的じゃないだろ、この試験は」

「そうね。央真が私の魔神であるという事をアピールできればいいわけだし、それは十分達成できたと思うわ。私が無む双そうするところはまた別の機会でのお楽しみってことで」

「相変わらず自信だけはすごいな」

「何か言ったかしら？」

「いいや」

　蓮れん花かに半眼で睨にらまれた時だった。

　右目にある透過ディスプレイ上に通話着信のマークが表示された。

　すぐに音声が耳に入ってくる。

［はろー、試験お疲つかれ様さま］

　このやる気の無い声は美み影かげ先生だ。

　蓮花もクロエも聞き耳を立てていることから同時発信のようだ。

［終了早々で悪いんだけど、あなた達たちにやってもらいたい事があるのよね］

「なんすか？」

［島の南東海域を航行中だった大型客船『オアーゼ』から魔剣士隊に救難信号が入ったそうなのよ。信号が発信されている地点と船長の通信内容から鑑かんがみるに、座ざ礁しようしてしまっているみたいね。あの辺りは急に浅あさ瀬せになっている上に地形が複雑で熟練の航海士でも難しい場所なのよねー］

「それと俺達にどんな関係が？　まさか俺達に救助活動をやらせようって言うんじゃ……」

［ピンポーン、正解］

「いやいやいや、そりゃ困ってる人がいたら助けてあげたいですが、俺達は知識も経験も未熟なわけで、そもそも魔剣士候補生の身じゃないですか。そういうのはやっぱり本部の魔剣士が向かわないと何かあった時に対処できませんよ」

［それはそうなんだけど、ここ最近の魔剣士隊の出動スクランブルの多さは神かん前ざき君も良く知ってるでしょ。今、手が空いている人間がいないのよ。それに救助活動までやれとは言わないわ。とりあえず先行して現場の状況を確かめてきて欲しいのよ。今、神前君達がいる場所から現場が一番近いし、その辺で稼か働どうしている生徒はあなた達しかいないってのもあるわ。準備が出来次第すぐにあたし達も向かうから、それまでお願い］

　俺は同意を求めるような目線を蓮花とクロエに送った。

　彼女達は無言で頷き返してくる。

「そういう事ならやりますが」

［そう、じゃあお願いね。ああ、あと数分前に雪ゆき代しろさんをそっちに向かわせたから合流して現場に向かってね。それじゃ］

　一方的に通信が切れた。

　同時に上空を高速で駆け抜ける蒼あおいシルエットがある。

　羽は奈なだ。

　俺達は彼女に合わせるように空に舞まい上あがった。
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　羽は奈なと合流した俺達は、そのまま島の南東沖に向かって飛ぶ。

　海面すれすれに飛ぶと潮風が気持ちいい。

　眼下に流れてゆくエメラルドグリーンの海は波も無く、穏やかで、平和そのものだった。

　移動を開始してから十数分。

「あれではないでしょうか？」

　いち早く目標を見つけた羽奈が呟いた。

　前方の水平線近くに大型の船が停船している姿が見えた。

　船体が近付くにつれ、その巨大さが露わになる。

　そこで羽奈が書しよ架かを展開させた。

［登録されている主要目データと一いつ致ち。クルーズ客船『オアーゼ』と確認］

「間違いないみたいね」

　蓮れん花かは船の手前で停止し、船体を見上げる。

　残りのみんなも彼女の傍そばで止まり、同じように船を仰あおぎ見みた。

　結構な高さがある。ビルにしたら十五階建てくらいはあるんじゃないだろうか。

　まさに豪華客船というやつだ。

「でもおかしいですねー」

　クロエが訝いぶかしげに船底が沈む海面を見つめている。

「座礁と聞きましたが、特に浅瀬に乗り上げているようには見えないですけど……」

　彼女の言う通り、船はどこへも乗り上げていなく、ただ海上に停てい泊はくしている状態だった。

「誤報だったんでしょうかー？」

「それにしては様子が変だな。なぜこんな中ちゆう途と半はん端ぱな場所で停泊する必要があるのか。座礁ではないにしろ、何らかのトラブルが起きていると考えるのが普ふ通つうだろう。それに妙みようだ……静かすぎる」

　高度を上げてデッキを見下ろしてみたが、人の姿が全く見当たらない。こんな天気の良い日なら展望デッキから外を眺める客がいてもおかしくはない。それに船の動力も停止しているようだ。

「とにかく調べてみましょうよ」

　蓮花が言った。

「いや、その前に現状を美み影かげ先生に報告しないとな」

「では私が」

　すぐさま羽は奈なが通信回線を開く。

「……」

　だが、様子がおかしい。何をしゃべるわけでもなく、眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「どうした？」

「つながりません」

　思い立って俺も通信してみる。結果は羽奈と同じだった。

　同様に動いていた蓮れん花かとクロエも首を振る。

「妨害ジヤミングされてるのか？」

「ダンタリオンによると妨害電波の発信源はこの船内からです」

「ますます怪あやしいな」

　俺達は互いに顔を見合わせた。

　全員「どうする？」という問いかけの表情をしている。

　ここは一いつ旦たん引き返して、美影先生に報告の後、指示を仰ぐ。

　それが俺達の役割としては正しい方法だろう。

　だが、この船内で一刻を争うような緊急事態が起きていたらどうだろうか？

　間に合ったかもしれないものを見過ごすことになる。

　俺の中ではもう答えは出ていた。

「行ってみよう」

　そう口にすると、みんな同意してくれた。

「じゃあ俺と蓮花は操舵室に行ってみる」

「では私とクロエさんはメインホールに降りてみます」

　船上に降り立つと二手に分かれて捜索を開始する。

　船首近くにある操舵室に向かった俺達は、船内の静寂に不気味さを感じていた。

　やはりどこにも乗客や乗務員の姿は見当たらなく、誰にも会わずに操舵室に辿たどり着ついてしまった。

　ここまで来ると、〝もしや〟という思いが生まれてくる。

　厚い鉄扉を開けて中に入ると、案の定、そこには誰もいなかった。

　その後、メインホールに降りた羽奈達と合流したが、そちらも状況は同じ。

　そこから全員で客室を見て回るも、人の気配は一いつ切さい感じられなかった。

　どうなってんだ？

「あと見てない箇所といったら、船底の貨物室と動力室だけか」

「そこにも誰もいなかったら、数千人の乗客が一いつ斉せいに消えた事になるわね」

「そんなオカルト的な現象が……ああ、もしかしてアレか！　この船は現実ではない幽霊船とかで、俺達はその中に迷い込んでしまったっていう、何かの物語でありそうなやつ」

「だったら、それはそれで面おも白しろいわね」

　ちょっと話が盛り上がりかけた時だ。

「あ、あり得ないです！　そ、そんな事……非科学的ですっ」

「何、急に動どう揺ようしてんだ？　あ……分かった。羽は奈なって、もしかして……」

「なっ、ななななに言ってんですか！　お化けとか怖いわけないじゃないですか！」

　自らバラしてた。

　自分でもその事にようやく気づいたようで、恥ずかしそうに頬を染める。

「あっ……今のは」

「あら？　上級魔剣士様ほどの方が幽霊が怖いだなんて、まさかそんな事は無いわよねー？」

　面白い玩具を見つけたように蓮れん花かがニヤニヤしていた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、羽奈さん。わたしもお化け嫌いですから♪」

　クロエは慰めのつもりで言ったのだろうが、微妙にフォローになっていなかった。

　さて、そろそろ冗じよう談だんも止めにして真しん剣けんに向き合わなくてはならない。

　実際、今から向かう場所に誰もいなかったら、本当に笑っていられなくなる。

　その空気を察知したのか、彼女達の面持ちもきりりとしたものに変わっていた。

「降りるぞ」

　俺の合図で全員が船底へと足を向けた。

　先に動力室に行き、誰もいない事を確認した後、最後の希望である貨物室へと向かう。

　貨物室の入り口は両開きの鉄扉だった。

　そこに張り付いて内部の気配をうかがうが何も感じられない。

　そろりと片側の扉だけを開けて内部に入り込むと、そこには荷物の詰まったコンテナがいくつも積まれている光景が広がっていた。

　極ごく一いつ般ぱん的な貨物室の姿だ。

　しかし、今一歩奥おくへと足を踏み入れるとコンテナの向こう側に人影が見えた。

　一人、二人、三人……いやそんなレベルじゃない。

　コンテナの陰かげからもう少しだけ身を乗り出してみると貨物室の全体が見えてきた。

　床ゆかを隙すき間ま無なく埋め尽くすように、数え切れないほどの乗客と思おぼしき人々がそこに座らされていたのだ。その中には制服を着た乗務員の姿もあった。

　そして俺が座らされていたと感じたのは、人々が誰一人としてしゃべらず、音一つ立てることすら何者かによって抑圧されているように見えたからだ。

　だが、辺りを見回してみても、その抑圧のもととなる人間の姿が見つからない。これだけの人数を押さえ付けるにはそれ相応の人手が必要であるはずなのに。

　力で脅し、乗客を人質に取っている奴がいるとすれば犯行声明が出ていてもおかしくはないが外部通信が遮断されている今、それを確認する術は無い。

　どうすることが最善か？

《フロア全体の状じよう況きようを把は握あくする事が先決ね》

　傍にいた蓮れん花かが心の声で伝えてくる。

　その通りだ。とにかく全体を把握しないことには下手に前へは出られない。

　俺達は視線だけで確認し合うと、コンテナの陰に隠かくれながら見通しの良い場所に移動を開始する。

　――その刹せつ那なだった。

　真上で空気の流れが変わるのを感じて、俺達は咄嗟に後方へ飛び退いた。

　同時に鉄の塊かたまりがフロアの上に降り立ち、船底を揺るがす。

　視界に入ってきたのは、はっきりと見覚えのあるものだった。

　そいつは濃緑モスグリーンの装甲を全身にまとった鋼鉄の騎士。

「鉄てつ騎き!?」

　反射的に身構えるが、相手は機械的な赤い単眼を頻りに動かすだけで、なぜかそれ以上は何もしてこない。

「なんでこいつがこんな所にいるんだ？」

「私に聞いたって分からないわよ」

　蓮花が構えを取ったまま答える。

　こいつは先日、闘技場アリーナを襲おそい、黒王の剣を奪おうとした奴と同一体で間ま違ちがいない。

　なぜそれが言い切れるのか？　それは多少の修復はされているものの、装甲に戦闘で受けたと思われるヒビやヘコみがあったからだ。何より右みぎ腕うでに固定されている剣が根元から折れている。そいつをへし折ったのは、他の誰でもない。この俺だからだ。

「羽は奈な、あいつをダンタリオンで解かい析せきできるか？」

　依頼するも彼女は一度、奴と対峙して反撃を食らった時の感じが残っているのか、腰こしが引けて動けないでいた。

　そりゃそうだよな。上級魔剣士として絶対的な自信があったはずなのに、あっさりと奴にねじ伏せられてしまったんだから。恐きよう怖ふを感じない訳が無い。

「羽は奈なさん？　大丈夫ですか？」

　クロエが彼女を心配して声をかける。

「え？　ええ……大丈夫です。やってみます」

　我に返った羽奈は書架を展開して解析を開始する。

　それを待つ僅わずかな間、俺はクロエの事を思っていた。

　この場にあの鉄騎がいるということは、ここで奴の操縦者は彼女ではないという確証を得ることができたのだ。

　と、そこへ羽奈が告げてくる。

「ダメです。このような機体と合致するデータはありません」

「そうか……」

　ならば……本人に聞くより他は無いな。人が操あやつっているのならば言葉が通じるはずだ。

　俺は鉄騎のアイカメラを見据えた。

「おい、お前は何者だ。ここで何をしている？　乗客達をここへ集めたのもお前か？」

「ギギギギィ……」

　問いに対して、金属が擦こすれるような音しか返ってこない。

　これでは埒があかないと思ったその時、今まで黙したままじっとしていた乗客の一人が慌てたように立ち上がった。

「あんた達、魔剣士か!?　たっ、たすけてくれっ!!」

　あれだけ大きな質量を持った鉄騎が船底に降り立ち、大きな音を立てたんだ、乗客達が俺達の存在に気づかないはずもない。

　だが問題はそんな所じゃなかった。

　乗客の一人が助けを求める声を発したのが切っ掛けとなって、その場にいた全員が立ち上がり騒ぎ始めたのだ。

「もう駄目だっ！　逃げろぉぉっ!!」

「痛いっ！　やめて！　引っ張らないで！」

「どけよ！　邪じや魔まなんだよっ!!」

「おかーさーん！　おかーさーん！」

　そんな悲鳴や怒ど号ごうと共に全員出口に向かって走り始めた。

「なんだこれは、どうなってる!?」

　俺達が戸惑う中、船員と思われる人物が何か言いながら近付いてくる。

「テロです！　あいつはテロリストです!!　ぐあっ!?」

　船員は人の波に弾き飛ばされ、近くの床に転がる。

　俺は駆け寄って彼かれを助け起こす。すると聞き返す前に、向こうから上ずった口調で告げてくる。

「あっ、あいつが乗客を全すべてここに集めたんです！　それで少しでも動いたり、口を利けば自爆すると！」

「「「「!?」」」」

　俺とそれを聞いていた蓮れん花か達も反射的に鉄騎の方へ振り返った。

　視界に入ってきたのは、体中にある排出イジエクシ弁ヨンバルブを開いて契約解放の準備を整えた奴の姿だった。

　契約解放とは魔ま神じんとの契約を魔剣士側が一方的に破棄する事をいう。それにより手綱を失った魔神が暴走、『魔ま災さい』と呼ばれる大災害を引き起こすのだ。

　だが目の前の鉄騎は以前、俺達と戦った際に一度、契約解放を行っているはずだ。もうあの身には魔神は宿っていないはず。

　そして奴は、どうしてそんなにも簡単に命を捨てられるのか？

　それが分からない。

　しかし今はそんな事を考えている暇ひまは無かった。鉄騎の排出イジエクシ弁ヨンバルブから陽かげ炎ろうのようなものが立ち上り始めている。

　現に契約解放が行われようとしている証しよう拠こだ。

「くそっ！」

　俺は急いで鉄騎の前に立ちはだかった。

　こんな狭い場所でそんなものを発動されたら、船底だけじゃなく船そのものが吹き飛ぶ。

　そうなれば、今も逃げようと出口の辺りでもたついている乗客達はみんな骨も残らず灰と化すだろう。

　そうはさせるか！

　俺が黒王の剣を構えた直後、鉄騎が爆ばく発はつした。

　正確には鉄騎の体から激しく炎が吹き上がったのだ。

　轟音と衝しよう撃げきが船内に響き渡る。

　柱のように太い紅焔が、まるで八つ首の大蛇のように暴れ回り、天てん井じようや壁かべを焦がす。

「央おう真まっ!?」

「神かん前ざき君!?」

「央真さんっ!!」

　心配する蓮花達の声が背中から聞こえる。

　ならば、成功という事か。

　オレンジ色の炎柱が、俺の魔剣を中心に四方へ避けてゆく。

　黒王の剣から放たれる重力波によって空間を歪ませ、これを防いだのだ。

　しかし一刻の猶予も無い。

　咄嗟に行った行動で背後にいる乗客達への直撃は免れたが、この力はフロア全体をカバーできるほど細かい制御が可能なものでは無い。

　要するに前面からの攻撃は完全に防げるが、回り込むものや、船全体を燃え上がらせようとするものには対処仕切れないということだ。

　だからといってこんな狭い場所で無理矢理相手をねじ伏せようものならば、そのあおりを受けて乗客達の身体は無事では済まないだろう。

　今、俺が弾いた炎の塊は天井や壁から回り込み、貨物室全体を包み込もうとしている。

　鉄騎の背後に至ってはすでに火の海と化していた。

　この船はあと数分と持たない。

　確実に沈しずむ。

　そうなる前に乗客を退たい避ひさせなければ。

「誘導を頼たのむ！」

　俺は背後に向かって叫さけんだ。

「はい！」

「わかりました！」

　羽は奈なとクロエの返事が聞こえてくる。

　だがその直後、

「きゃああああああっ」

　乗客達の間で悲鳴が上がった。

　天井と壁を伝って回り込んでいた炎が貨物室の入り口を塞いでしまったのだ。

　我先に脱出しようと駆け寄った乗客の数人が火に驚おどろいて後退する。そこへ次々に押し寄せてきた後続の人達とぶつかり合い、混乱が生じる。それがどんどん人々の間に伝でん播ぱしてゆく。

「あつい、あついよぉ……ゲホ、ゲホッ……」

「た、たすけてくれ！　俺はまだ死にたくない！」

　皆みな、ひしめき合いながら苦しみの声を上げていた。

　俺はクロエに尋ねる。

「他に非常口は無いのか？」

「ダメです。そちらもすでに火が回ってしまって」

　そこへ羽は奈なが蒼白の表情で伝えてくる。

「魔剣の力で船体に開口部を作ろうと考えたのですが……この狭さでは、あまりに人が多いので逆に傷つけてしまいます」

　他に方法は無いのか？　この場から大量の人間を一度に外へと送り出す方法が……。

　俺は未いまだ炎の勢いをねじ曲げ続けている黒王の剣を見つめながら思考を巡らせた。

　ある――あるぞ、その方法が！

　これを成功させる為ためには俺だけでなく、蓮れん花かの力が必要になってくる。

　そういえば彼女はどうしたんだ？　さっきから見当たらないような……。

　俺は目だけで蓮花の姿を捜す。

　すると、俺の真後ろに彼女がいることに気づいた。だが、その様子がおかしい。

　怯えた目で床に力無くへたり込んでいたのだ。

「おい、蓮花!?　どうしたんだ！」

　返答は無い。代わりに彼女の心の内が聞こえてくる。

《いや……火はいやっ……火はダメなの……》

　そうだった。彼女は過去に遭そう遇ぐうした火災が原因で炎に対してのトラウマがあったのだった。災害救助訓練の時も同じようにして動けなくなっていた。

　でも、今は彼女の協力なくしてこのピンチは切り抜けられない。

「大丈夫だ、蓮花。お前が炎を苦手な理由を俺は、知っている」

「……??」

　慄然としていた彼女が僅かに反応を見せた。

「辛く、悲しかった事故の事も俺は知っている。全てを失った怖さ。炎を見る度に思い出してしまうのも当たり前だ。でも、蓮花はその苦しみを自分の力で振り切って、魔剣士を目指した」

「どうしてそれを……？」

　彼女はようやく返事を返してくれた。

「俺が蓮花の事で知らないものなんてないさ。昔のお前は空から降ってくる炎の塊に対しても恐怖を払い捨て、こんな俺の為に命を張ってくれたじゃないか」

「え……央真……あなたは……」

　呆ぼう然ぜんとする彼女。

　その話を聞いていたクロエと羽奈も驚きの表情を隠せないでいた。

　だが俺は続ける。

「そんな強さをお前は持っている。だから今、力を貸してくれ。みんなを救う為に蓮れん花かの力が必要なんだ」

　蓮花は炎と煙けむりに炙あぶられ、疲弊し始めている人々を見渡した後、震ふるえる足に力を込めてその場に立ち上がった。

　俺は横目にその姿を見ながら言う。

「やっぱ、蓮花は強いな」

「それは……女の子に言う褒め言葉じゃないわね」

　いつもの調子が出てきた彼女に俺はクスリと笑う。

「時間が無い。手短に説明する」

「ええ」

「蓮花が持っている空間転移能力を利用して乗客を船の外に脱出させる」

「ちょっと待ちなさいよ。私にそこまでの力はないわよ？　せいぜい一人が限界よ。あの人数を一度に送るだなんて不可能だわ。それにここは海の真ん中、どこに送るっていうの？　そんな長距離、試したことなんてないわよ」

「忘れたのか？　俺は蓮花の魔神なんだぜ？　だったら俺の中の魔王の力を存分に使えばいいじゃないか」

「そんなこと言っても、どうやって使っていいのか分からないわよ」

「距離についても俺を日本本土から弦げん月げつ島とうまで呼び寄せた実績があるんだから、その程度は可能ってことだろ？」

「あれは意識したわけじゃなく、偶ぐう然ぜんで……」

「やるのか？　やらないのか？」

「やるわよ！」

　やるしかないのは彼女も分かっている。

　文句を言いながらも覚かく悟ごを決めたようで、蓮花は魔剣を構えた。

「で、どうすればいいの？」

「俺が今から力を送る。届いたら、その辺の空間を切り裂いてくれ」

「そんなんでいいの？　どうなっても知らないわよ？」

「ああ、蓮花ならできるさ。あと送る場所はできれば契約試験で使ってた島が色々と都合がいいかも」

「簡単に言って……」

「じゃあ、いくぞ」

「いいわ」

　蓮れん花かの返答を受けて、俺は自身の中にある魔王の力に触れる。

　途端、黒王の剣が数倍の太さに膨れ上がった。

　刀身に這う回路配線サーキツトパターンに似た筋が赤く光を放つ。

　それを受けて、蓮花の魔神隷従剣レメゲトンソードも同様の光を刀身に走らせ始める。

　鍔の部分にある蛇腹状の金属が大きく展開し、そこから魔光子の光が溢れ出す。それはまるで余剰魔力を放出する放熱フィンのようだった。

「いくわよ」

　言い放った直後、彼女は間髪容れずに近くの空間を縦に切り裂いた。

　何も無いはずの宙に一筋の線が走った次の瞬しゆん間かん、空間が歪ゆがみを起こし、そこを境にして転移門ゲートが口を開く。

　ぱっくりと口を開けた、その大穴の内部にはどこへ通ずるとも分からない底知れぬ闇やみが広がっていた。

　転移門ゲートの安定を確認した蓮花達は、すぐさま乗客達にこの門を使って脱出するように促す。

「順番にこの中に！　ここから脱出できるわよ！」

　だが、誰だれ一人ひとりと門に飛び込もうという人間はいなかった。

　それもそうだ。正体も知れぬ、見るからに危険そうな闇の中に自ら進んで飛び込むには、それ相応の勇気がいる。

　しかしだからといって、現状ではそこに飛び込む以外にこの危機的状況から逃れる術は無い。

　そんな中、自分を奮い立たせた勇気ある乗客の一人が、思い切ってこの中に飛び込んだ。

　それが切っ掛けになり、他の乗客達も「俺も行くぞ」「私も」と、何かが決壊したように転移門ゲートに殺到し始めた。

「落ち着いて、落ち着いて下さい！」

「全員が脱出するまで閉じませんから、大丈夫です！」

　混乱の最中、なんとか統制を取ろうと羽は奈なとクロエが声を張り上げている。

　それでも、あれだけの人数が数分で退避できたのは彼女らのおかげだろう。

　乗客、船員、全ての脱出が確認できたところで彼女達は門の前に立ち、俺を待つ。

「これで全員退避したわ。さあ央おう真まも早く！」

「央真さん！」

「神かん前ざき君！」

　みんな必死の形相で叫ぶが、俺が今、この力を弛めたら彼女達を業ごう火かが襲うことになる。

　それは避けなければいけない。

「お前ら、先に行け」

「何を言ってるの？　あんたまさか……こんな所で自分を犠牲にして格好良く死ぬつもりじゃないでしょうね!?」

　そう言ったのは蓮れん花かだ。彼女は悪態をついたつもりでいるようだが、表情は今にも泣きそうだった。それに心の中でもしっかりと呟つぶやいていた。

《いや……いやだよ……央おう真ま……》

「ばーか」

「??」

「死ぬ気なんてこれっぽっちもねえーよ。いいから先に行ってろ。俺はやらなきゃいけない事があるんだ。むしろそこに立ってられると危ねえんだよ」

　俺がそう言うと、蓮花は次第に体をプルプルと震わせ始める。

「なっ……あなた……私のことを邪魔だって言うのね？　いいわ、もう！　心配した私が馬ば鹿かみたい。じゃあね！　先に行くわ！」

　彼女は憤慨しながら門の中へ片足を踏み入れる。だが、

《気をつけてね》

　最後にその言葉だけを頭の中に残して消えて行った。

「ああ」

　俺はいない相手に返事をした。

　そして、羽は奈なとクロエも転移門ゲートの中へ続いてゆく。

「待ってます」

「早く来てくださいね」

　心配そうにする二人に笑え顔がおだけ返し、俺は正面の鉄騎に集中する。

　すでに船底は俺と奴がいる場所を除いて炎ほのおしか存在しなかった。

　背後には未だ口を開けたままの転移門ゲートがある。

　勝負は一いつ瞬しゆん。

　俺が剣を引いた時、奴の炎を退く力が持続している僅かな間を狙う。

「それじゃあ……そろそろ行こうか！」

　言ったとほぼ同時に剣に注ぐ意識を弛める。

　途と端たん、炎が暴れ出し、俺を焼き殺そうとまとわりついてくる。

　だが、構わない。

　大蛇のように牙きばを剥く紅焔を振り払い、俺は奴の懐に飛びついた。
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　水平線の向こうに閃光が走る。

　僅かに遅おくれて周囲に爆ばく発はつ音おんが轟いた。

　今では海上に黒こく煙えんが立ち上っている。

　そんな光景が訪おとずれる数秒前、俺は転移門ゲートを通り、契約試験を行っていた島まで辿り着いていた。

　但し、一人ではない。

　奴も一緒だ。

　先に島に辿り着いていた羽は奈なが、俺が肩かたに抱えて連れてきたものを見ながら驚愕の表情を浮かべる。

「どうして鉄騎まで!?」

「どうしてって、置いてくるわけにもいかないんだ、これが。な？」

　蓮れん花かに同意を求めると、俺の代わりに口を開く。

「そいつの中身、人間なのよ」

「えっ……」

　羽奈は戸と惑まどいを見せた。その反応から鑑みるに、彼女は鉄騎が機械人形だと思い込んでいたのだろう。

　俺は担いでいた鉄騎を砂すな浜はまに降ろす。

　細身な濃緑モスグリーンの装甲がだらりとその場に転がった。

　すでに動ける力は残っていないようだ。だが恐おそらく中身の人間はまだ息があるはず。

　無闇に契約解放をすれば、魔剣士は解放したその魔神に骨まで食い破られ、死ぬ運命にある。だが俺はそうなる前に、魔神の魂が荒れ狂う中から鉄騎を連れ出した。

　だからまだ生きているはずだ。

　それに以前、こいつに黒王の剣を奪われた時もそう。あの時、暴走する魔神の力を俺がねじ伏せたからこそ、こいつは生きていた。

　その後、まさか逃とう走そうできるほどの余力が残っているとは思っていなかったが。

　となると可能性は低いが、また動き出した時の対策を取っておいたほうがいいだろうな。

「救出した乗客は？」

「それなら、そこに」

　蓮花が数十メートル先の海岸を指差す。

「羽は奈なと二人でみんなを島の内側に避難させてくれ。もしかしたら、こいつまだ動くかもしれないからな」

「央おう真まはどうするの？」

「俺はこいつの中身を調べてみる」

「本気??　美み影かげ先生達を待った方がいいんじゃないの？」

「でも中で相当ヤバイ感じだったら、すぐに手当しないとだろ？　そうなった時の為にクロエはここに残って手伝ってくれないか？」

「え、わたしですか？」

　意外なところで自分の名が呼ばれて、クロエはぼんやりとしていた。

「クロエが契約した魔神ってブエルだろ？　どうやらそいつは医療や治ち癒ゆに長けた能力を持ってる魔神らしいぜ？　この前、授業で聞いた受け売り知識だけどな」

「そうなんですか？　でも実際どうやったらそんな事が……」

「そう深く考えなくていい。何がどう役に立つかなんて誰にも分からないからな。一応、保険をかけておくだけだ」

「はい……それなら」

　クロエはそれで納なつ得とくしたらしい。

　それを見ていた蓮れん花か達は動き出す。

「じゃあ私達は行くわよ」

「ああ」

　短く返事をすると彼かの女じよらは乗客達を先導して森の奥へと移動していった。

　砂浜に残った俺達は、鉄騎の装甲を剥がすことから始めようとしていた。

　念の為、クロエには数メートル離はなれた場所で待避してもらい、俺一人で作業に取りかかる。

　項垂れたまま、足を前に投げ出して座る鉄の塊。

　見るからに人の手が入ったこの機械的な装甲には、どこかに緊急脱出用の脱甲機構パージスイツチみたいなものがあってもおかしくない造りだ。

　そういったものが表面上に無いものかと鉄騎の周りを隈無く探す。

　すると背中の少し上、丁度、肩甲骨の真ん中辺りにそれらしいカバーを見つける。

「これか？」

　その四角い蓋ふたに手を伸のばしかけた刹那だった。

「!?」

　上方より鋭い殺気。

　俺は反射的に後方へと跳ちよう躍やくし、身構える。

　先刻まで立っていた場所には、光で出来た矢のようなものが三本突つき刺ささっていた。

　だがそいつはすぐに粒りゆう子しとなって形を残さず消し飛ぶ。

　魔光子か!?

　俺は上空に目を向けた。

　蒼い空に浮うかぶ、人型のシルエット。

　その身を包む軍事ミリタリー色の装甲。

　そいつは――

　もう一人の〝鉄騎〟だった。

　しかし、そのシルエットは俺が連れてきた鉄騎とは少し異なっていた。

　砂浜に擱座しているものが女性的なラインをしているのに対し、上空のそれは男性的なフォルムだ。右手からは湾曲した剣を三本取り付けたかのような巨きよ大だいな爪が生えていた。

　何よりも大きな違いは、頭部を覆う装甲が無く、操縦者の顔がはっきりと拝めることだった。

「おいおい、それオレのモノなんだけど？　勝手にさわんなよなァー」

　ふてぶてしく言い放ったそいつは蛇のように冷たい目をした〝男〟だった。

　年ねん齢れいにしたら二十歳前後、髪は金きん髪ぱつで、顔立ちは日本人のそれとは明らかに違う。

　彼はそのまま擱座している鉄騎の横に降り立つ。

「あらら、ダッセーなァー。せっかく直してやッたつーのに、まーたヘタれてやんの」

　男は動かない鉄騎の背中に向かって蹴りを入れていた。

「お前、何を……そいつは仲間じゃないのか？」

　俺が尋ねると男は鼻で笑った。

「はっ？　仲間？　馬鹿言ってんじゃねェーよ。こいつはオレが楽しむ為のオモチャみてェなもんだ」

「オモチャ??」

　言っている意味が分からず訝しげにしていると、男は品定めするような目つきで俺を見てくる。

「ははーん、テメェか、魔ま王おうを宿しているくせに、ソロモン王とかほざいてるって奴やつは」

「なぜそれを!?　お前は何者だ！」

「オレの名前はレイニグング。レイニって呼んでくれていいぜェ？　それで、なぜテメェの事を知ってるかって？　それは俺をここに来させた人間が〝真のソロモン王〟ってやつだからさ」

「!?」

　俺は一瞬、驚いたが、すぐに納得した。なぜなら、俺がソロモン王の再来や転生した姿などではないと分かった時から、別に真のソロモン王がいてもおかしくないと思っていたから。

「で、そのソロモン王の使いが何の用なんだ？」

「用って……ああ、魔剣士のお膝ひざ元もとで大々的に宣戦布告してこいッて頼まれただけだ」

「宣戦布告だと？」

「だが、オレにとってそんな事はどうでもいいんだ。こっちはデカくて派手な花火さえ打ち上げられればそれで満足なんだからな。恐怖に怯える人々の悲鳴と、燃えながら海へと散華してゆく肉塊。そんな綺き麗れいな花火を見たいのさッ」

「やはり……さっきの契約解放はお前の指示か」

「そうだけど、何カ？」

「なぜ、そんな事をする」

「なぜだって？　気持ちいいからに決まってるだろバーカ。人間を派手に殺す。それがオレの喜びであり、生きがいなんだよォ！　ああ、ちなみにここ最近、世界各地で起こってる大型タンカー爆発事故とか、工場火災とか、あれもみんなこのオレがやったんだぜェ？　やっぱ魔災はダイナミック且かつ、手軽でいいなー。こいつの中にお好みの魔神を詰め込んでボォォン！　ってな具合だし、簡単でいい。ヘヘッ」

　レイニは足下の鉄騎を見ながら含み笑った。

　近ちか頃ごろの魔剣士隊の出動スクランブルの多さは全てこいつが原因だったというわけか。そして、鉄騎に自殺紛いの契約解放をやらせていたのも奴。

「お前みたいな奴に、よく従うな」

「ん？　言ってる意味が分からねェ」

「そいつの中身だって意思のある一人の人間だろ？」

　俺は視線で鉄騎を指し示した。

　だが、レイニは腹を抱かかえて笑い出す。

「ひゃっはっはっはっ！　面白ェこと言うなテメェ。意思だって？　こいつにはそんなもんは端はなからねェんだよ。なぜなら、自爆テロの為だけに生まれた、ただの肉塊なんだから」

「な……」

「なんだ？　その目、疑ってるのか？　それとも理解してないとか？　しゃーねぇなァ、じゃあ今回は特別にタネを見せてやるよ」

　そう言ってレイニは、先程、俺が開けようとしていた鉄騎の背中のカバーに手を触ふれる。

　蓋を開いて、脱甲機構パージスイツチと思われるツマミを回した。

　直後、空気の抜けるような音がして、装甲の繋ぎ目が全て開放される。

　どちゃ

　そんな鈍にぶい音と共に生身の肉体が砂浜の上に転がった。

　横たわっていたのは俺と変わらないくらいの年齢の少女。

　その姿に、俺は我わが目を疑った。

　これは……どういうことだ……??

　その少女の容姿は――

　クロエと瓜二つだったのだ。

　この場にいたクロエも鉄騎の正体を目にして、動揺が隠せないでいる。

　顔を両手で覆い、言葉を失っていた。

「どうだッ？　これでもまだ理解できないか？」

　レイニはニヤついた笑みを見せながら言った。

「分からないな……」

「どうしようもねえクソ野郎だなー。すぐ見て分かるだろ、普通。双子じゃないのに瓜二つだなんて、そこにいる嬢ちゃんの〝量産品クローン〟に決まってるじゃねェか」
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「「!?」」

　驚愕する俺達に彼はさらに続ける。

「ソロモン王が造ったこの装甲は魔神装甲イーヴルギアと違って、天啓アレテイドロンと呼ばれる力を持つ者しか動かせねェ。そんな力を持ってる奴なんて滅多にいないんだから大量生産するしかないだろ？　しかも生産したクローンは自我が無いので扱あつかい易やすい。文字通り、デカイ花火を咲さかせるだけのイイ爆弾人形になるのさッ。なあ、元型アーキタイプ、それはテメェが一番良く知ってるはずだが？」

　レイニはクロエをいたぶるような目で見てきた。

「わ、わたしは、そんなもの……知りません！」

「あーそうか、知るわけないか。だよなァ、オレが勘かん違ちがいしてた。テメェは遺伝子だけ取られて、とっとと娑婆シヤバに戻されちまったんだっけか。自我のある元型アーキタイプはオモチャとして扱いにくいもんな。でもまさか魔剣士になろうとしてただなんてな。ククッ」

「わたしが魔剣士になって……悪いですか」

「いや、悪くないけどよォ。大丈夫なのかと思ってな。テメェみたいなのが世の中と交われるはずがないだろ」

「どういう意味ですか」

「フンッ、よーく思い出してみろよ。呪われた力をよ？」

　その言葉。

〝呪われた力を思い出せ〟

　クロエに送られてきたメールの文言と同じだ。

　ということは、こいつが！

「……や……やめて…………」

　クロエは耳を塞ふさぎ、苦悩の表情を浮かべていた。

　だがレイニは、やめない。

「ヒヒッ、オレは知ってるぜ？　テメェがどれだけのものを腐らせ、朽くちさせてきたのかをなッ」

「ち、違う……」

「違わないだろォ？　テメェが愛おしく思い、触れたものはすべて、裏切られたという顔をして消えていったはずだ」

「ああっ……」

　彼女は堪らずその場にしゃがみ込んでしまった。

　我慢ならなくなった俺は会話の間に割って入る。

「やめろ、なんの為に彼女を責める」

「責める？　馬鹿言うな、オレはただ事実を告げているだけだぜェ？」

「なら、彼女が傷つくようなメールをわざわざ送ったのはどういう了見だ？」

「ん？　それは、そうした方が面白いからに決まってるじゃねェか」

「なんだと……」

「オレがより虐殺を楽しむにはさァ、そういう演出は大事だろ？　それに邪魔されでもしたらうぜェからな。量産品クローンが元型アーキタイプに近づきすぎると精神感応を引き起こすらしいし。だから事前にダメージ与あたえておかなきゃと思ってさァ。後で面めん倒どうなことになるのはゴメンだから。おっと、長くしゃべりすぎちまった。そろそろ森の中に逃げ込んだ乗客どもを皆殺しにしねーとな。おい、起きろ12番トウエルヴ。いつまで寝てんだ、てめえ。くたばるなら爆弾らしく人巻き込んでから死ねやッ」

　レイニは足下に横たわる12番トウエルヴと呼んだクローンの腹に蹴りを入れた。

「できそこないのクセに休んでんじゃねえぞ？　おらッ」

　さらに強く蹴り上げると、クローンの体が転がって仰あお向むけになる。

　そこで彼女は瞳ひとみを開いた。

　意識はあるようだが、瞬きもせず虚空を見つめたままだ。表情も能面のように全く動きが無い。声も出さなければ、痛みも、苦しみも感じていないようだった。

「起きてんじゃねェか、クソが。さっさと立てよ。今度はドデカい花火になるような魔神を詰め込んでやっからよ。あんまりイラつかせんな……よ！」

　レイニは表を向いた彼女の腹を思い切り踏みつける。

　何度も、何度も、何度も――。

　すると、離れた場所にいたクロエがうずくまり、苦痛の声を漏らし始める。

「痛い……痛いです……」

　なぜか彼女の方が代わりに痛みを感じているかのようだった。

「痛いって……助けてって……言ってます……。その子にもちゃんと……心が……あります……ありますよ！」

　クロエの顔は悲しみで一いつ杯ぱいだった。

　彼女には終始無表情で何も言わないクローンの気持ちが聞こえているらしい。

　精神感応の反射なのだろうか？　俺が以前、鉄騎をねじ伏ふせた時にクロエが倒れてしまった事にも関係がありそうだ。

　だが今は――

「待ってろ、今なんとかする」

「央おう真ま……さん？」

　クロエは涙目で見上げてくる。

　俺は黒王の剣を駆り、フォトンドライブの反動を利用して飛んだ。

　そのままレイニに斬きりつける。

　殺気に感づいた彼は咄嗟に後ろに飛び退いた。

「おっとォ、予告無しでいきなり切りつけてくるなんて卑劣なヤツだな」

「どっちが卑劣なのか、分かっていない時点でお前はもうダメだ」

「あん？」

「女を泣かせる奴は許しちゃおけねえって事さ！」

　俺は再び斬りかかる。

「オレとやる気か？　ならちょっとだけ相手してやるよ」

　レイニは俺の剣を避けると同時に視界から消えた。

　すぐに目で追うが捉えきることができない。

　完全に見失いかけたその時、死角から三本の爪が現れ、俺の頬ほおをかすめる。

「チッ……」

　舌打ちすると、すでに仕掛けられた側にレイニの姿は無かった。

　速い。

　そう感じた瞬刻、背後で空気の流れが変わるのを捉えた。

　素早く反転して、奴の巨大な爪を剣で受け止める。

　金属が弾ける音がして、魔光子の火花が散った。

　やはり攻こう撃げきが重く感じる。

　以前、鉄騎と戦った時と同じ感覚だ。

　学院の生徒達と違ちがい、魔王としての隷れい従じゆうの力が奴には働かない。

　鉄騎には魔神をこめているとレイニは言っていた。だが相対してみると、この力の根源は魔神とは違うもののような気がしてならない。

「なんだ、魔王ってのはそんなもんか？」

「さあ、どうだろうな？」

「ヒヒッ、そんなふうにはったりかましても戸惑ってるのがバレバレだぜ？　ソロモン王が新造したこの魔剣と装甲の仕組みは、魔剣士のそれとは全く異なるものだからなァ。魔王の力が及ばないのも当たり前だ」

　レイニは三本の爪をこすり合わせて不快な音を立てた。

　やはりそれは、特とく殊しゆな形をしているが魔剣らしい。

「そんないいもの持ってる癖くせに、なぜ彼女にやらせて自分は動こうとしない」

「バーカ、疲れるからに決まってんだろ。それに魔災の方が一度に大量に殺せて気持ちイイじゃん」

「俺はてっきり自分が弱いから人にやらせてんのかと思ってた」

「んだとォ!?」

「だって大体弱い奴って後ろの方に引っ込んで安全な場所で指図するだけだろ？　お前もその類いかと思ってな」

「テメェ……あんまりおちょくると死に急ぐことになるぜ？」

　奴の眉まゆ尻じりがひくついているのが分かる。

　かかったな。すぐ熱くなる奴で助かった。

　もっと頭にきて冷静さを失えばいい。あのすばしっこさは厄やつ介かいだから、それで隙すきが生まれれば仕留め易い。

「そういえばお前、女じゃなかったの？」

「はあッ??」

「魔剣って清らかな乙女しか扱えないだろ？　お前、魔剣も装甲も使ってるからさー、てっきりそうなのかと思って」

「ふざけやがって……テメェは人の話を聞いてたのか？　こいつは全く新しい発想のもとに造られたもので、ある条件を満たせば男でも扱うことができるんだよ！　それにテメェだって男のクセに魔剣使ってんじゃねえか」

「俺はほら、特別な存在だから。それにしても、そいつは残念。お前が女子だったら俺のハーレムの片隅に加えてやってもいいと思ってたのになー」

「ばっ……ばかにしやがって！　本気で死にてェようだな」

「死にたくはないけど、いつでもかかってきていいぜ？」

「うるぁぁァッ!!」

　案の定、奴は正面から突っ込んできた。先さき程ほどと比べて見るからに隙だらけだ。

　もらった！

　俺は体勢を低くして奴の爪を避け、下方から胴どうに向かって剣を振り抜いた。

「!?」

　が、手応えが無い。

　気付いた時にはレイニの姿は視界から消えており、代わりに空気を切り裂く音が耳をつんざいた。

　右上方。

　三本の光の矢が俺目め掛がけて高速で迫ってきていた。

　咄嗟に手首を返して叩き落とす。

　矢は粒子となって消えた。

　魔光子を固着させ、生成した光矢。

　恐らくあの右腕の爪から放たれたものだろう。

　間髪容れず、今度はそれと同じものが左後方から放たれる。

「そこか」

　機敏に反応した俺は、矢をかわす為に身を反らせた体勢のまま、奴に向かって急速に間合いを詰める。

　レイニは身を翻し、こちらの死角に回り込もうとしていたが――俺には見えている！

「ここだっ！」

　確信を持って剣を振るう。

　だが、俺の剣は――奴を切り裂く前に制止した。

　俺自身の意思で止めたのだ。

「なんだ？　殺やらないのか？　ヒヒッ」

　レイニは胸糞悪くなるような笑えみを浮かべる。

　奴を斬れなかったわけじゃない。

　奴の前に差し出された12番トウエルヴという名の少女を斬ることができなかったのだ。

　レイニは爪が無い方の左手で彼女の頭を掴み、俺の攻撃の前に盾として晒していた。

　両脚は地面から離れ、力無くブラブラと揺れている。

　装甲に包まれた奴の手からすれば、彼女の小さな頭など一玉のリンゴに等しい脆さがあった。

　生身の人間の頭を握にぎりつぶすことなど容易にできそうだ。

「いつの間に……」

「わざと頭に血を上らせて隙を突こうなんて、そんなもんに引っかかるかよ。それにオレのスピードをなめてもらっちゃ困るぜェ？」

「なら」

　俺はすかさずレイニの腕を狙ねらって切り込む。

　しかし、その刃は先さきに合わせるように奴は少女の身を向けてきた。

　それから何度もつけ込めそうな箇か所しよを見つけては切り込むが、全て少女が盾となり、俺はその度に剣を止めるしかなかった。

「なんだよ、気にせず斬っちまえばいいじゃねェか。オレごと一緒によ？　そうすればテメェの勝ちだぜ？」

　俺は魔剣を持つ手を確かめる。

　スピードと反射速度だけが取り柄のこんな奴、今持っている魔王の力を使って島ごと吹ふき飛とばしてしまえば簡単に排除できるだろう。

　やった事は無いが、それが今の自分に可能であると剣を通して感覚的に理解できる。

　しかし、無闇矢鱈にそんな力を放っては色んな人を巻き込んじまうことになる。

　どうするべきか？

　そんな事を考える以前に腹が立つ。

「チッ、面白くねェなあ。こうバッサリとやれないのかァ？　オレは肉片と血飛沫が飛び散るのを見てェんだよ。ほら、こんなふうにさァ？」

　レイニは握力を強めた。

　12番トウエルヴの頭蓋をキリキリと締め付ける。

　それでも彼女は痛みを訴うつたえる事無く、無表情で、瞬きすらしない。

　なのにもかかわらず――

　青い瞳から、一筋の煌きらめきが頬を伝って流れ落ちていた。

　そいつを目にした瞬間、

　俺の中で何かが弾ける音を聞いた。
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　闇が広がっていた。

　闇以外何も無い場所だ。

　そこに俺は立っていた。

「おい、こら、起きろ」

　闇に向かって怒鳴りつけると、俺の眼前で計り知れないプレッシャーが目を覚ます。

　暗闇で輪郭がはっきりとはうかがえないが、確かに奴がそこにいた。

「やかましいな……。我を起こすのは誰だ？」

　耳にした者を畏怖させるような低い声が辺りに響ひびいた。

　だが俺は臆さない。

「魔王、お前に用がある」

「なんだ、人間の小僧か。今更、お前が何の用があるというのだ？」

「お前の力を全部寄こせ」

「ふっ……はっはっはっはっはっ」

　空気が振動するほどの笑い声。

「全部寄こせだと？　随分と都合の良いことを言う。お前とは疾うの昔に契けい約やくしたはずだが？　人間の少女の魂を呼び戻してやる代わりに、お前の肉体に住まわせろとな。それ以上の事は何も無い」

「そうか？　この前、俺が力を貸せと言ったら貸してくれたじゃないか。今も借りたまんまになってるけど、これはどういう事だ？」

「面白そうだったのでな。気まぐれだ」

「じゃあ、今回も気まぐれで全部寄こせ」

「なんという強欲に塗れた人間よ。だが、お前は何の為に力を欲する？」

「救いたいものがあるからだ」

　僅きん少しようの間が訪れる。

「はっはっはっ、救いたい？　僅かな時しか生きぬ人間に、それがどれほどの価値があるというのだ？」

「価値はお前が決めるものじゃない」

「面白い、いいだろう。我の力を預けようではないか。だが、一つ条件がある」

「条件？」

「何かを得る為には必ず代だい償しようが必要であることは、お前も既にその身を以て理解しているだろう。条件はただ一つ。〝我が配下の魔ま神じん達たちをソロモンの軍門から取とり戻もどせ〟それが代償だ」

「それだけでいいのか？　っていうか、取り戻すってどうやって……」

「期待して待つとしよう……」

　今までの圧迫していた空気がすっと消えてゆく。

「おいっ」

　まだ聞きたい事があった俺は、引き留めようと手を伸ばした。

　だが、急激に周囲の闇が晴れてゆき――

　俺は俺の中から現実へと舞い戻った。
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「おい、聞いてんのか？」

　苛立ったレイニの声が聞こえてくる。

「ああ、聞いてるさ」

「だったら、はえェとこ……」

「お前の声じゃないけどな」

「??」

　奴は俺の言った言葉の真意が掴めず沈ちん黙もくしていた。

　ならば教えてやろう。

「聞こえるだろ？」

「何がだ？」

「その子の悲しむ声がだよ」

　言い放った次の瞬間、俺はレイニの真横に立っていた。

「なっ!?　いつの間に??」

　その顔が驚愕に染まっているうちに、奴の手首を掴みあげる。

　そのまま軽く握ると、レイニの腕うでの装そう甲こうがウエハースのようにくしゃりと砕けた。

「ぐあああああぁぁぁぁぁッ!?」

　辺りに絶叫が木霊する。

　どうやら装甲ごと骨までいってしまったようだ。

　レイニは堪らず少女を手放し、その場にうずくまってしまった。

　俺は解放された彼女の体を抱き止める。

　細くて、柔らかく、そして軽い。

　クロエと瓜二つの少女は、体格まで一緒だった。

　そんな彼女は腕の中から俺の顔をじっと見上げてくる。

　表情は淡く、感情に乏しいが、確かに頬には涙が伝った跡あとが残されていた。

　そいつを指で拭ってやる。

「すまなかった。もう少し早く助けてやれればよかったな。どこか具合の悪いところはないか？」

　そう尋たずねると、彼女はゆっくりと首を横に振ふる。

「そうか。すまないついでにもう一つだけ。ちょっとだけここで待っててくれないか？」

　少女は静かに頷いた。

　俺は微笑ほほえみ返かえすと、手元にある黒王の剣に視線を置く。

「この剣は空間をねじ曲げる事ができる。だったら、運命だってねじ曲げてみせるさ。いい方向にな」

　彼女は驚いた様子で僅かに目を見開いた。

　そんな彼女を地面に降ろし、俺は向き直る。

「すぐに終わらせる」

「何が……すぐに終わらせるだ？　ふざけたこと言ってんじゃねェぞ？」

　苦く悶もんの表情を浮かべているレイニは、折れた腕を押さえながら身を起こした。

「不満なら、少しだけ、いたぶってやるよ」

　言った直後、俺は奴の右脚を砕いていた。

「あぎゃあああぁぁぁっ！」

　斬りつけた黒王の剣がレイニの装甲を粉砕し、右脚に立っていられないほどのダメージを与えたのだ。

　彼は堪らず地面を転げ回る。

「いってえぇェぞ、こらっ！　何しやがった!?　なんでオレがテメェごときの動きを捉えられねェんだ!?」

「それは俺がお前より速いからに決まってるだろ」

「なっ……」

「まあ、これがお前が言ってたそんな程度の魔王の力――ってやつさ！」

「!?」

　俺は地面に倒れているレイニを地面ごと切り上げた。

　砂が爆発したように飛び散り、砂浜に深い谷を作りながら奴の体が遠くまで吹っ飛んでゆく。海岸沿いに生えた大きな椰子の木を数本薙ぎ倒したところでようやく止まった。

　俺はさらさらと流れ落ちる砂の谷間をレイニのもとまで歩く。

「あ……ああ……」

　奴はぶっ倒れたまま言葉にならない声を漏らしていた。すでに装甲は右腕と胸の部分を残すのみになっていた。

「今ので左脚も逝ったんじゃないか？　これでご自慢の機動力は完全に失ったわけだ。さあて、次はどの辺からもいでいこうかなあ？」

「ひっ!?」

　レイニの顔からは当初あった余よ裕ゆうが全く消え失せていた。今は恐怖しかそこに存在していない。

「おらっ」

　俺は何度も奴の胸部を切りつけた。

　その度に、装甲がはげ落ち、細かい機械部品が飛び散る。

「ま、まままってくれェ！　オレの降参だッ！　だからもうこれ以上はぁっ!!」

「じゃあ命乞いしてみろよ」

「わ、わかった……た、たすけてくれェ！　お願いだ!!」

「やーだね」

　バキッ

「いでぇぇぇぇぇっっ!?」

　俺は奴の右手に剣を突き刺した。それで爪型の魔剣が粉々に破砕する。

「や、やくそくが違うじゃねェかっ!!　テメェ、わざといたぶって楽しんでんだろ？　なんて外げ道どうなヤツなんだ！」

「何言ってんだ？　俺はお前がさっきまでやってた事をまんまなぞってるだけだぜ？　文句を言われる筋合いはないなー」

「ぐっ……」

「あとな、俺は女の子を悲しませる奴は許しておけねーんだ。だから、すまんが死んでくれ」

「ひっ!?　ひぃぃぃぃぃぃっ!!」

　俺は顔の横に剣を構え直し、レイニの胸を貫く勢いで突きだした。

「そこまでにしときなさい」

　割って入る声がして、剣先が止まる。

「殺しちゃったら情報が聞き出せないでしょ」

　そう言いながら現れたのは美み影かげ先生だった。こっちに向かってゆっくりと歩いてくる。

「やだなあ、冗談ですよ」

「どうかしらね？　それはそうと遅れてすまなかったわね。こいつの身み柄がらは魔剣士隊本部の方で預かるわ。後は引き受けるから、ここはもういいわよ。なんだか彼女達の方も大変そうだしね」

　美影先生はクロエと12番トウエルヴと呼ばれる少女に視線をやった。

　俺もそこは素す直なおに、

「じゃあお願いしますね」

　と言って彼女達の方へ足を向けた。

　だがそこで何気なく止まり、足あし下もとでズタボロになって横たわるレイニに目を向ける。

「そういえばお前、ソロモン王の差し金は抜きにして本当に人を傷つけることに快感を覚える、ただの愉快犯なのか？」

　彼は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔を見せると、すぐに不敵な笑みを浮かべた。

「ああ、そうだぜェ？　オレは人が苦しみながら散華する姿にたまらなく興奮するんだ……」

　それに対し、俺が諦あきらめたように踵きびすを返すと、レイニの小さな呟きが耳に入ってくる。

「まァ……ほかにも理由があるとすれば……オレの中にも……天啓アレテイドロン……がはぁぁぁっ!?」

「!?」

　何かを言いかけた直後、レイニは急に胸を掻かきむしり、苦しみ始めた。

「どうした!?　おい！」

　近付いて彼の様子をうかがうと、内部がむき出だしになっている装甲の内側で明滅する何かを見つける。

「これは……魔魂ソウルコードを記録する核コア？」

　美影先生がそんなようなことを口にした。

　が、すぐに彼女の表情が険しく変貌する。

「神かん前ざき君、離れて!!」

「えっ!?」

　突然、彼女に腕を引っ張られる。

　明滅の間隔が短くなるのを見て、俺はなんとなく事態を悟った。

　だが、美影先生は魔神装甲イーヴルギアを身に付けていない。

　俺は咄とつ嗟さに判断して立場を入れ替え、彼女の体を抱えて飛ぶ。

　そのままクロエ達が待つ場所に降り立った時、遠くの方からレイニの声が聞こえてきた。

「ふはっ、ふはははははははっ…………くっそおぉぉぉぉぉぉ……ソロモンめェェェ！　謀ったなああああああああッ!!」

　叫び声とほぼ同時。

　激しい閃光と共に爆発が起こった。

　しばらく濛もう々もうと立ち上っていた黒煙が収まり始めた頃、俺達が確かく認にんの為に近付くと、そこにあったはずのレイニの姿は跡形も無く消し飛んでいた。







終章







　学院の寮内。

　蓮れん花かの部屋のクローゼットに間借りしている俺は、その中に入り込みウトウトとしていた。

　今日一日、色々あって疲れてしまった。

　契約試験で丸一日バトルをした後、客船からの人命救助、レイニとの戦せん闘とう……それだけこなせば眠くなるのも当然だ。

　そういえばあの後、救出した乗客達は自衛隊が用意してくれた艦船によって本土まで送られたそうだ。幸い緊急を要するような怪け我が人にんも無く、軽傷者のみだったらしい。

　レイニに起こった事は予想でしかないのだが、美み影かげ先生が言うには外部からの遠隔操作で契約解放が強制的に行われたんじゃないのか？　ということだった。しかし、通常の契約解放と違って、内側に向かって解放が行われていて、レイニの体を食い破るように爆発が起こったのではという見解だった。

　彼にそんな事をしたのは恐らく、ソロモン王と呼ばれる者。

　ソロモンか……。

　その事を含めて、他にもまだ考えなきゃいけない事がたくさん出てきてしまった。

　あれも……これも……。

　だが、今日はもう……眠くて……これ以上、頭を使うのは……無理そうだ……。

　俺は早々に諦めて眠りについた。




‡　‡　‡




　それから数日が過ぎ、とある日の早朝。

　俺は相も変わらずクローゼットの中で微睡んでいた。

　外で鳥の鳴く声が聞こえる。

　肌で感じる空気も僅かに低い。

　まだ起きる時間ではなかったが、さっきから腹の上に正体不明の重みと温ぬくもりを感じる。

　なんだこれは？

　寝ぼけ眼をこすりながら掛けていたタオルケットをめくると、中から青い目をした金髪の少女が現れる。

「……あれ？　……クロエ？」

　いつの間にここへ入り込んだんだ？　そんな気配、微み塵じんも感じなかったぞ……爆ばく睡すいしてたからか？

　とりあえず率そつ直ちよくに聞いてみた。

「どうしてここに？」

「それはわたしが央おう真まのモノだから」

　予想してたのと違うストレートな答えが返ってきて、俺は思わず、

「ん？」

　と聞き返してしまった。

　しかも雰囲気や口調がいつもの彼女と違っていて、無表情で無機的な印象を受けた。

　どうしたんだ？　急に……。

「わたしは央真の所有物」

「ん……なんでそんな事になってるんだ？　まあ、そう言ってくれるなら、ありがたく所有するけど」

「では受領を願う」

　それで彼女はその身を起こし、俺の腹の上に馬乗りの状態になった。同時に体に掛かっていたタオルケットが滑すべり落おちる。

　そこで俺は刮かつ目もくした。

　暗闇の中にうっすらと彼女の輪郭が浮かび上がる。

　扉の外から漏れてくる淡い光に照らされていたのは、しなやかで緩やかな曲線を描えがく、

　――裸体だったのだ。

　おまけに彼女はその状況で恥はずかしがることもなく平然としている。

「おおっ!?　な、なんだこの状況は！　もしやここにきて、ついに俺の学院独裁ハーレム化計画の第一歩が踏み出されようとしているのかーっ!?　っと思ったけど、違う違う！　全然違う！　そうじゃないんだよ！」

　俺は近くに滑り落ちていたタオルケットを手に取ると、彼女の肩から掛けてやる。

　それから彼女に向かって、恥じらいこそがロマンを生むのだという事を延々と指導した。

　そんな事をしている最中、俺は頭の中でようやく事態を把握し始めていた。

　起きたばかりで思考が上う手まく働いていなかったが、彼女はクロエじゃない。

　この感じ、12番トウエルヴと呼ばれていたクローンの方だ。

　口調の違いもさる事ながら、柔にゆう和わなイメージのクロエと違って無機的であるし、何より男と接せつ触しよくすることに過敏なクロエとはまるで正反対だったから。

　そういえば彼女、12番トウエルヴの身柄は暫定的に学院預かりになるって美み影かげ先生が言ってたな。

　本部は彼女の生まれの特殊性から尋問は不可能と判断したんだとか。危険度も低いと判定され、研究調査対象として学院預かりになったらしい。

　例の離り島とうでの戦いの後、完全にレイニの命令で動いていた彼女は、彼がいなくなった途端、自己の判断で行動できなくなったらしく、しばらく置物のように動かなくなっていた。

　体も外傷より身体的な疲ひ労ろうの方が酷かったらしく、魔剣士隊付属病院の方で療養していたはずだが、もう大だい丈じよう夫ぶということなんだろうか？

　俺は素肌にタオルケット一枚という格好でいる彼女を再度見つめ直した。

「そういや、君のことなんて呼んだらいいかな？」

「？　わたしには名前は無い。識別の為に必要であれば管理番号での呼こ称しようを推奨する」

「いや、それじゃあちょっとな」

「拒きよ否ひ？」

「んー……どうせなら可愛かわいい方がいいだろ？　そうだなー……クロエの妹みたいな存在だから……うーんと…………あっ、クロアでどうだ？」

「クロ……ア？」

「そう、クロア」

「それが……わたしの……名前」

「うん」と俺は頷うなずいてみせた。

　彼女は相変わらず無表情だったが、心なしかそわそわとしているように見える。

　しばらくして、

「……分からない……苦しい……」

「？」

「わたしは多くのものを傷つけた。名前を授かる資格のない存在」

　彼女は闘技場アリーナに乱入して黒王の剣を強ごう奪だつしようとしたり、船での自爆行為の事を言っているのだろう。

「それは、クロアが悪いんじゃなくて、クロアがそうとしかできないようにした奴等のせいだろ。それにそんな立場だったにもかかわらず、そうした感情をきちんと持っていることを俺は評価したい。それに俺もクロアのこと傷つけちまったしな」

　彼女の瞳が僅かに見開かれたように映った。

　そして無表情だった顔に微かすかに、ほんとうに微かだったが、なんらかの感情の一端が見えたような気がした。

「了りよう承しよう。わたしはクロア」

「ああ、そうだ」

「では改めて申しん請せいする。わたしの受領を願う」

　そう言って彼女は、羽織っていたタオルケットをわざわざ脱ぬぎ捨すてて俺に飛びついてきた。

「どういう流れでそうなるんだよ。まあいいけども……」

　ガラガラッ

　そこで突とつ然ぜん、なんの前触れもなくクローゼットの扉が開かれた。

　窓辺から漏れる朝日が部屋の奥おくまで差し込んできて眩しい。

　視界の明るさが正常に戻ると、そこに立っている人物の姿がはっきりと浮かび上がる。

「あ……」

　それは呆然とするクロエだった。

　彼女は俺とクロアの姿を確認するなり、あわあわと慌て始める。

　それもそうだ。クローゼットを開けたら全ぜん裸らのクロアが俺に抱きついてたわけだから。しかも、

「わっ……わっ……わたしが……央おう真まさんとととととっ」
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　自分と同じ姿形をした人間がそんな行為に及んでいる事に、頭が混乱を起こしてしまっているらしい。顔はどんどん朱色に染まり、口は金魚のようにパクパクとしていた。

「いや、これクロエじゃないからな？」

　と、説明してみたが様子は変わらない。（そういう問題じゃないと言われればそうなんだろうけど……）

　次第に何かが込み上げてきたようで、彼女は唐とう突とつに魔剣を呼び出した。

「ダメですー！　こういうのはダメですってば!!」

「だから違うっておわっ!?」

　俺は咄嗟にクロアを抱きかかえて飛んだ。

　その直後、クロエの魔剣が回転刃となってクローゼットを破壊した。

「やりすぎだって！」

「でででで、でも、わたしが央おう真まさんとそんな……あれ？　でもその子はわたしじゃなくて、でもやっぱりわたしで……あれ？　あれ??」

　クロエの混乱は未だ収まりそうにない。ここまで動どう揺ようしているのを見ると、見た目だけじゃなく、クロアと感覚共有でもしてるんじゃないかとさえ思えてくる。

　あっ、精神感応っていうのは言わばそういう事か。

　しかし当初、世間から隔かく絶ぜつした生活を送っていたせいで貞操観念がずれていた彼女だったが、ここにきて急に恥じらいっぽいものを見せ始めていた。

　これはクロエの中で何か変化が起きているって証拠だ。

「なかなかいい傾向だな」

　なんとはなしに呟いた時だった。

「何が……いい傾向ですって？」

「え？」

　声がしたのは部屋の入り口。

　そこに目を向けると、鬼の形相でたたずむ蓮れん花かがいた。

　タンクトップにショートパンツというラフなその出で立ちから、丁度、朝の自主練から戻ってきたところだろう。

「あんた……とうとう……やってはいけない事に手を出してしまったわね……」

　蓮花は肩をプルプルと震わせていた。

　何をそんなに？　と思ったら……そういえば俺、まだ全裸のクロアを抱きかかえたままだった！

　腕の中を見たら淡い表情のクロアと目が合う。

「いや、これは色々と事情があって……」

　弁明を始めた矢先、蓮れん花かの後ろから誰かがやってきた。

　羽は奈なだ。

「朝早くから騒がしいですよ。一体何をやって……っ!?」

　話しながら入ってきた彼女は俺とクロアの姿を見るなり、氷の彫像のように固まる。

　そしてすぐ、顔面蒼白になって卒倒してしまった。

「お、おいっ!?」

　倒れる羽奈に俺が手を伸ばそうとする。

　と、そこに、

「こっ……今度こそ……絶対に刻んでやるわ！」

　魔剣を手にした蓮花が、ずんずんと音がしそうな足取りで近付いてきた。

「ちょっ、ちょっと待て！」

　クロアを傍そばに降ろし、そのまま後退る。

　そんな時、例の声が俺の頭の中に漏れ聞こえてきた。

《私以外の子に触れたら……絶対に嫌いやなんだからっ！》

　そこで俺は退く足を止め、深く頷く。

「蓮花はホント、嫉しつ妬と深ぶかいなあ……」

　それで彼女の顔が煮にえたぎるマグマのように紅潮した。

　魔剣の柄がチャキリと音を立てる。

「ばっ……ばばばば……」

　その後の俺が、どうなったかは言うまでも無い。




‡　‡　‡




　――一時間後。

　俺達はめちゃくちゃになった部屋の中を片付けていた。

　当然それは、蓮花が加減を間違って魔剣を使った結果だ。

　クロエは自分で破壊したクローゼットの辺りをクロアと一いつ緒しよに整理している。

　羽奈は飛び散った色んなものの破片を箒で掃き集めていた。

　俺と蓮花は散乱した本を棚に戻したり、転がった家具を元通りにしたりとかしていた。

　魔力を扱えても、そういうところは意外と原始的である。

　俺はベッドの下に入り込んでしまっていたファイルを拾い上げると、思い出したように近くにいた蓮れん花かに言う。

「そういえば前に、〝自分の夢に巻き込んでしまっているようで申し訳ない〟とか言ってただろ？　あれから考えたんだけど、俺、自分の目的を見つけたぜ？」

「え？」

「ほら、今回色々な事があっただろ？　その中で分かったんだ。俺はやっぱり女の子が悲しむ姿を見るのは好きじゃないって。じゃあどうしたらそいつを防げるのかって考えた。それには力だけじゃなく、それ相応の知識と技術が必要なんだよ。魔剣士といえば人を守るエキスパートだもんな。というわけだから、俺も黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを目指すことにしたから」

「はあぁ!?」

　蓮花は間の抜けたような声を上げた。

「だってそうだろ？　魔剣士の頂点に立つ人間は誰よりも人を救う力を持っているわけだし。だから蓮花とは契約主マスターと魔神の関係であると同時に、次からはライバルだな」

「ライバルって……ちょっと、何それ!?　ねえ??」

　納得いかない感じの彼女を尻しり目めに、俺は、

「さてと、なんとなく片付いたかな。朝飯の時間に間に合ったっぽいし、みんなで行くか」

　と、羽は奈なとクロエ、そしてクロアを誘う。

「はい」

「そうですね」

「了りよう解かい」

　三人がそれぞれに了承して俺と一緒に部屋を出ようとすると、蓮花は口を尖とがらせる。

「もうっ、待ちなさいよ！　私も行くわよっ！」

　慌てて追いかけてきた彼女。俺は食堂へと足を向けながら、蓮花にわからないようにクスリと笑うのだった。




〈了〉







あとがき







　友達に結構使い込んでいたＤＳを本体ごと貸して、返ってきた時の言葉。

「汚れていたから綺き麗れいにしておいてやったぜ。――セーブデータもな！」

　まさに外道!!

　どうも、藤ふじ谷たにです。

『外道王子の魔神隷従レメゲトン２』をお届けいたします。

　おかげさまで一巻の方は早速、増刷が入りました。これも応援して下さる読者様がいてこその事。本当にありがとうございます。




　さて、この本が発売される頃は丁ちよう度ど、肌はだ寒ざむくなってくる冬の入り口かと思います。

　猛もう暑しよだった夏が懐なつかしい……。

　そういえば今年の夏、自分は熱中症にかかってしまったんです。

　こまめに水分も取っていましたし、まさか自分が……とは思いましたが、エアコンの無い部屋でずっと執筆していればそうなるのも当然ですね……（汗）。

　熱中症になると人によっては異常な寒気が襲おそってくる場合があります。脳で管理している体温調節機能がオーバーヒートして機能しなくなってしまう事から起こるらしいですが、自分も今回、体を氷で冷却しようにも寒くて寒くて、真夏なのに凍え死にそうになりました。

　もう二度とこんな目に遭うのは御ご免めんだと本気で思ったので、即エアコンを購入しました。

　多分、来年の夏に活躍します（笑）。




　謝辞です。

　イラストの井いの上うえ様、今回も格好良くて可愛い、素晴らしすぎるイラストをありがとうございます！　それと……ギリギリのスケジュールでご迷惑をおかけしました。

　そして担当さん、編集部の皆様、この本が発売されるまでにご尽じん力りよく頂いた全ての方々に感謝いたします。

　それではまた、三巻でお会いしましょう。




平成二十五年十一月吉日















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤谷ある先生／井上巧先生
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